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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「心に力を込こめるんだ」

　小学校からの帰り、夕焼けに染まった土手道の上で。

　ランドセルのキーホルダーをかちゃりと鳴らして振ふり返った兄さんが、まるでとっておきの秘密を明かすように教えてくれた。

　ぼくは早さつ速そくそれを実じつ践せんしようと、胸の辺りに力を込める。眉み間けんに皺しわを寄せてうーうー唸うなっていると、いつの間にか息まで止めていたらしく、頰ほおが火ほ照てってきた。

　兄さんが可笑おかしそうに笑う。

「惜おしいけど、そうじゃないんだ。体に力を入れる必要は、ないんだよ」

　ぼくは一いつ旦たん肺に溜たまった空気を吐はき出し、しかしまたすぐにぷくっと頰を膨ふくらませる。

「わかんないよ。力を込めるのに、力を入れちゃ駄だ目めだなんて、ヘンだ」

「確かに変なこと言ってるかもしれないね、僕」

「すごくヘンだよ」

　全然意味がわからない。こんなことなら、訊きくんじゃなかった。

　すっかりむくれてしまったぼくの機き嫌げんを覗うかがう様に、兄さんが苦く笑しようしながら身を屈かがめる。まるで海のように静かで澄すんだ瞳ひとみがぼくを映した。

「強い自分に、なりきるんだ」

「強い自分？」

　ぼくの頭に二度ほど「ぽん、ぽん」と手を置いて、再び先を歩き始める兄さん。ぼくは慌あわててその背を追う。

「そう、強い自分。理想の自分って言ってもいいのかな。あ、理想っていうのはね……」

「分かるよ、理想ぐらい。ぼくだって、もう三年生だ」

　ダッシュで兄さんの前に回り込んで、むんと胸を張るぼく。兄さんは目をぱちくりした後、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「そっか。トオルは頭がいいな」

　そう言って再びぼくの頭に二度手を置く兄さん。ぼくはそれに、ぶすっとした表情で応こたえる。

　……なんだよ。兄さんだってまだ五年生のくせにさ。大人ぶっちゃって。

　まあ、そりゃあ、兄さんは凄すごく頭がいいかもだけど。通信簿ぼでも評価がいいのは勿もち論ろん、担任の先生からの言葉でも「そーめー」とか「落ち着いている」とか絶賛されてたし。少し前の土曜に、わざわざ登校してまで受けたテスト（正気の沙さ汰たとは思えない！）でも、全国で一位取ったとかで学校が大おお騒さわぎだったし。

　でもでもっ、ぼくだって勉強──は、不得意だけど。

　それでもっ、ぼくだって体育──も、正直普ふ通つうぐらいだけど。

　けどけどっ、ぼくは凄く強いもんね！………………テレビゲームとチャンバラごっこ。

　ひっそりと、肩かたを落として溜ため息いきを漏もらす。

　ふと気付くと、兄さんは夕焼け空をなんだか凄く大人びた顔で眺ながめていた。それは、ぼくの少しだけ嫌きらいな顔だ。今すぐにでも風に溶とけて消えてしまいそうな、そんな顔。

　ぼくがじっと見ているのに気が付いたのか、兄さんが表情を元に戻もどして続けてきた。

「心に力を込められればさ。その強さで、どんなに辛つらいことだって乗り越こえられるんだ」

「強く？　強くなれるの？　すごい！　じゃあじゃあ、悪いヤツたくさん倒たおせるかな？」

　架か空くうの敵にパンチやキックを繰くり出すぼく。同級生と比べても短いリーチが恨うらめしい。

「うーん、そういうことじゃないんだけどなぁ」

　兄さんは困った風に笑って続ける。

「心は、簡単に折れたり、壊こわれたり、歪ゆがんだりしちゃうからさ。そうなっちゃいそうな時に、こう、硬かたくして守るんだよ。コーティングして補強するイメージ」

「こ、こーてぃんぐ？　ほきょー？」

　首を傾かしげるぼく。三年生までに習わない言葉を使われても困る。だからこれは決して、ぼくがお馬ば鹿かさんなわけじゃない。変な言葉を使う兄さんが悪い。

　兄さんは宙を見つめ、少しだけ考えてから続けてきた。

「あー……ほら、りんご飴あめみたいにするってこと」

「おー、りんご飴みたいに……」

　それはなんだか凄く楽しそうだ！　そんなわけで、もう一度イメージにチャレンジしてみたら、なんとなく分かったよーな、やっぱり分からないよーな感じだった。なんとも言えない気持ちで口元をむにゃむにゃさせるぼくに、兄さんが「トオルはそれでいいよ」と笑う。

　しかし納なつ得とくいかないぼくは、ムキになってそれに反発した。

「練習する！　練習して、いつか兄さんよりずっと上手うまく出来るようになるんだ！」

　ぼくの宣戦布告に、しかし兄さんは苦笑いで返す。

「いや……やらなくていいなら、それが一番なんだけどね」

「えー！　じゃあなんで教えてくれたのさー」

「それは……」

　兄さんは一いつ瞬しゆん深刻な表情で何かを言いかけて……でもすぐに「いや、なんとなくだよ」と笑った。

　ぼくはもう一度頰を膨らませる。兄さんの事は大好きだけど……こういう時だけは、なんだかモヤモヤした気分になる。まるで、兄さんにだけ見えているものがあるみたいで。……ぼくも、それを一いつ緒しよに見たいのに。

　ぼくと兄さんが並んで歩く道の先に、赤い赤い夕ゆう陽ひが沈しずんでいく。振り返るととてもながーい影かげ法ぼう師しが伸のびていて、ぼくは少し楽しい気分になったけれど、やっぱりそれさえ兄さんの方が長くて、またぶすっと頰を膨らませる。

　ぼくは少し歩くペースを落とした。兄さんが振り返る。

「どうした？」

　ぼくは、自分の影が兄さんの影の頭を追い越したのをしっかりと確かく認にんしてから、「見て見て！」とはしゃいだ。

「ほらっ、ぼくの方が兄さんより、背が高い！」

「え？……ああ」

　流石さすがに悔くやしそうな顔の一つでもしてくれるかと期待したけれど、それでもやっぱり兄さんは大人な顔で微笑むだけだった。そして……。

「そうだな。トオルはゆっくり歩いて、僕を追い抜ぬいたら、いいんだよ」

「なんだよそれ」

　ぼくはその回答が面おも白しろくなくて、やっぱりむくれてしまう。……だけど、次の瞬間には兄さんがすぐ隣となりに来て、ぼくと手を繫つないでくれた。ぼくは思わずにやけてしまいかけたけれど、なんだかそれも悔しくて、誤ご魔ま化かす様に口をつーんと尖とがらせてもう一度言う。

「なんだよそれ」

「ははっ」

　兄さんが、ようやく心から楽しそうに笑ってくれた。……悔しいけれど、こういう時の兄さんの笑顔は大好きだ。なんだかおへそのあたりが、ぽかぽかしてくる。

　すっかり立ち止まってしまっていたぼくの手を、兄さんが優やさしく引いてくれた。

「ほら、早く帰ってごはん食べよう、トオル」

「うん！」

　そうして、ぼくらは二人、しっかりと手を繫いで、溶けるような夕陽に向かって歩く。




　それは。




　兄さんの心臓が止まり、ぼくが車に撥はねられる、ちょうど一年前の出来事。








第一章









「──ん！　ごしゅじん！」

「う…………ん。……ん」

　騒そう々ぞうしい声からどうにか逃のがれようと寝ね返がえりを打つ。かさり、という音と共に、なんだかとても青あお臭くさい香かおりがぼくの鼻を刺し激げきした。

「ごしゅじん！　ごーしゅーじん！」

「……さいなぁ……」

　耳のすぐ近くから発せられる声がとても邪じや魔ま臭く、うつ伏ぶせになって枕まくらに顔をうずめようとしたけれど、そんなものはどこにもなかった。代わりに、胸やお腹なかや太ふと股ももに、ベッドのマットレスとは違ちがうごつごつとした質感がある。

　ふと、三年生の時のお泊とまり会を思い出した。校庭に自分達でテントを張って、完成したら皆みんなで一目散に飛び込んで……だけどシートの下の小石が痛くて、ガッカリする程ほど寝ね心ごこ地ちが悪くて。

　今もそれと殆ほとんど同じ。じゃあここは、やっぱり外か。そっかぁ。どうりで──

　…………。

　……あれ？　ぼく、なんでお外で横になっているんだっけ？

　そう考えた矢先、頭の中に、連続写真のようなイメージが駆かけ抜ける。




　走るぼく、横断歩道、赤、変な走り方の車、赤、項うな垂だれた運転手、赤、黒、赤。




「うわぁ!?」

　突とつ然ぜん理解したと同時に、上半身を勢い良く起き上がらせ、混乱した頭のままで叫さけんだ。

「病院行かないと！」

　カッと目を見開く。ブレーキ一つかけていない車に思い切り撥ねられたんだ。そこにはさぞや大だい惨さん事じたる光景が広がっていることだろうと思いきや──。

「おお、ご主人！　お目覚めになられましたか！」

　まず視界に入ったのは、まん丸な毛玉だった。それも、小さな目と鼻と口がついた、ぬいぐるみとしか思えない、とても愛らしい毛玉。しかし何より信じがたいのは……。

「…………」

「ご主人？　どうかなされましたか？」

「…………」

　なんか、それがふよふよ浮ういていることだ。……うん、浮いてるよなぁ。飛んでる、と言うには背中にちょこんと生えた羽が、あまりに小さくて頼たよりなさ過ぎる。まるでペンギンが空を飛んでいる様な違い和わ感かん。

　目をごしごしとこする。少しだけ視界が綺き麗れいになったけれど、それでも依い然ぜんとして、毛玉は毛玉だった。ぼくの顔と同じサイズぐらいの、橙だいだい色いろのファンシー毛玉。サイズ的にも大きめの蜜み柑かんみたいで、ちょっと美味おいしそうだ。

　その毛玉さん、くりくりした瞳でぼくを心配そうに見つめては──

「ご主人？　まさかお怪け我がでもなされて……」

　なんか話しかけて来ている。が、返事をする気にはどうしてもなれない。

「…………」

　毛玉の、せわしなくぱたぱたと動く羽を、しばらくぼーっと見つめる。それから。そうだ、車に轢ひかれたんだから助けを求めなきゃじゃんっ、と辺りを見回したところで……ぎくりと動きが止まった。



















　そこは森だった。奇き怪かいな植物の鬱うつ蒼そうと茂しげった、むせかえる程のジャングルだった。




「…………は？」

　思わず目を閉じ、ぶるんぶるんと左右に頭を振ふる。

「ごーしゅーじん？」

　蜜柑色の毛玉が心配げな声を上げる中、そーっと、もう一度目を開く。ぼくの顔を覗のぞき込む毛玉の背後には、ツタの絡からみついた木立に紛まぎれ、教科書で見た「ラフレシア」を彷ほう彿ふつとさせる巨きよ大だいな花がいくつも咲さき誇ほこっている。

　……なんだこれ……なんだこれ……なんだこれ!?

「うわぁ!?　え、ええええ!?　ちょ、え、なに、どこ、これ、ええ？」

　思わず這はう様にして後退すると、ぶちっと掌てのひらで何かを潰つぶす感かん触しよく。慌あわてて確認すると、どうやら背後に落ちていた小さな赤い実を潰したらしい。虫とかじゃなくて良かった、なんて安心したのも束つかの間、ぷしゅーっという音と共に、潰れた実から謎なぞの緑色ガスが──。

「くさっ!?　なにこれ、くっさ！　目にしみる！　うわぁぁ！」

　瞳ひとみに涙なみだを溜ためつつ、猛もう烈れつな刺し激げき臭しゆうを放つ気体から転がるように離はなれる。謎のもこもこ生物が「落ち着いて下され、ご主人！　大だい丈じよう夫ぶ、それは無害ですぞ！」とまた話しかけてきたけれど無視。あのね、ぼく、さっきから一いつ生しよう懸けん命めい、きみが喋しやべることについては考えないようにしているんだ。頭、パンクしちゃいそうだからさ。ちょっとだけ黙だまってて欲しい。

　でも、この生物の「落ち着いた方がいい」という指し摘てきに関してはその通りかもしれない。気付けば、例のガスも幾いく分ぶん散って臭においが薄うすくなっている。……ふぅ。

　ぼくは心の平へい穏おんを取り戻もどすべく、謎の浮ふ遊ゆう生物やジャングルを視界に入れぬよう、もう一度ぎゅっと目を瞑つぶった。よし……落ち着け、落ち着け、ぼく。うん。いつだったか兄さんが言っていたじゃないか。焦あせった時は、落ち着いて状じよう況きようを確認しなさいと。そうすれば、今自分の為なすべきことは自おのずと見えてくると。

　よぅし、そうと決まったら状況確認だ。いくぞ！　必殺、じょーほーせーり！




　下校中車に撥ねられたぼくは、現在、ジャングルの中で、喋る毛玉に絡まれている。




　…………。

「……兄さんの噓うそつき……」

　膝ひざを折ってがっくりと項垂れるぼく。

　状況認識して見えて来たのは為すべきことどころか絶望だよ!?　どういうことなの!?

　泣きそうになりながら地面を見つめていると、ふと、ふよふよぱたぱたと可愛かわいらしい音を立てながら、毛玉が傍そばに寄ってきたのが分かった。

「ご主人？　大丈夫でございますか？」

　アニメやゲームの中でしか見ない不思議生物が、心配そうな瞳でこちらに話しかけて来ている。ぼくは、どう考えても幻げん覚かくにしか思えないその存在や、奇き妙みような樹海の景色を眺ながめ……思わず自分の頭をさすりながら、改めて、呟つぶやいたのだった。




「病院行かないと……」




　　　　＊




「明るく前向きで友達想おもいな、大変元気の良い子です。ただ、後先を全く考えずに動く傾けい向こうが強く、そこが少し心配です。例の川遊びの一件では、本当に肝きもを冷やしました」

　これは、ぼくこと、ミカミトオルの去年（三年生時）の通信簿ぼに書かれていた、担任からのコメントだ。一見褒ほめられているようで、実は結構怒おこられている。これを読んだ当時のぼくは大層落らく胆たんしたものだけれど、実際落ち着いて考えてみれば、確かにぼくにはそういうところがあるかもしれない。

　兄さんとは対照的に、物事の先の先、というものを考えるのがとにかく苦手。

　だから今回も、あまりの状況に一時混乱はしたものの、結局最終的には「まずここから移動しないと」という結論に落ち着いた。ぼくの中に、大人の助けを待つとかそういう消極的な選せん択たく肢しは、ハナからない。

　ぼくは膝の土を軽く払はらって立ち上がると、改めて状況を確かく認にんした。

　体に異状はない。完全に撥ねられた記き憶おくがあるものの、どういうわけかかすり傷の一つもなし。念の為ため、羽織っていたパーカーと中のシャツも脱ぬいで体を検あらためてみたけれど、打だ撲ぼく痕こんの一つもない。服やズボンこそ多少汚よごれていたけれど、それはこの森で寝転がっていたからだ。事故で破れた形けい跡せきなんかはまるでない。というかそれ以前に、そもそも道路や車さえ見当たらないのだ。こうなってくると、その事故さえあったのかどうか怪あやしい。

　服を着直してから、軽く腰こしを捻ひねったり、屈くつ伸しん運動なんかをしてみる。これまた全く問題なし。むしろいつもより元気なぐらいだ。森から、まいなすいおん、とやらでも出ているのだろうか。

　動きの流れでなんとなく肩かたをぐるぐる回し始めた時、背負っていたランドセルがないことに気が付いた。周囲を念入りに見み渡わたしてもそれらしいものは見つからない。んー……まあ、今日はこっそりゲーム機入れてないし、別にいいかな──。

「ごしゅじん……」

「ん？」

　声をかけられて振り向くと、、なぜか、謎の浮遊生物が妙みように申し訳なさそうに縮こまっていた。

　彼（彼女？）はぼくをチラチラと上うわ目め遣づかいで確認しながら、おずおずと告げてくる。

「その……申し訳ございません……」

「へ？　なに？　どうして謝ってるの？」

　意外な言葉にぼくがキョトンとしてしまっていると、彼は先程までぴんと立っていた頭部の耳を、ふにゃーんとゆっくり折り畳たたみつつ呟いた。

「いえ、どうやらルウの存在が、ご主人を混乱させてしまっているようですので……」

「え？　あー……」

　さっきまでの自分の態度を思い出す。そっかぁ……そうだよね……。

　ぼくは、しばらくぽりぽりと頭を搔かいて彼を見つめた後。やっぱりこういうことは早く言うべきだと決意し──顔の前でぱんっと手を合わせ、思いっきり頭を下げた。

「こっちこそ、ごめんね！」

「はい？」

　ぼくの謝罪に、蜜柑色の毛玉が驚おどろきの反応を漏もらす。ぼくはしっかりと頭を下げながら続けた。

「キミは心配してくれていただけなのに、ぼくはずっと無視しちゃっていたから……」

「え？　い、いえいえ！　滅めつ相そうもございません！　ご主人の状況を鑑かんがみれば、それも当然の反応なのでございます！　むしろルウの方こそ不ぶ躾しつけに──」

「ミカミ、トオル！」

「え……と？」

　彼の言葉を遮さえぎるように言って顔を上げ、そのまま右手を差し出す。ぽかんとぼくを見上げる彼に、ぼくはにこっと笑え顔がおを向けた。

「ぼくの名前。ミカミトオルって言うんだ。トオルでいいよ。よろしく！」

「え……あの、ご主人……」

「何事もまずは挨あい拶さつからだって、リョウおじさんにも口くち酸すっぱく言われてたなって思い出して。だから、遅おそくなっちゃったけど、まずは自己紹しよう介かい」

「でも……あの、ルウは……ルウはこんな……」

「ストーップ！」

　彼が俯うつむきかけたのを、慌てて止める。ぼくは一度咳せき払ばらいしてから、今、出来る限りの、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って、彼に語りかけた。

「ぼくら初対面なんだから、お互たがいのことが分からないのなんて当然でしょ？　だから、そんな風に申し訳なさそうにしないでよ。こっちも困るからさ。それで……出来ればまずキミも自己紹介とかしてくれたら嬉うれしいんだけど……駄だ目めかな？」

「い、いえ、駄目だなんて！　全然！　そんな！　ありがとうございます！」

　彼は途と端たんにぱぁっと笑顔になると、耳をぴんと伸のばし、羽をより一層ぱたぱたと動かしてぼくの顔の真ん前で浮き、くるりと一回転しつつ元気一杯に自己紹介をしてくれた。

「ルウは、ルウと申します！　よろしくお願い申し上げますぞ、ご主人！」

「うん、よろしくね、ルウ」

　彼のちっちゃい手（ぼくの小指程ほどもない）と握あく手しゆを交かわす。耳たぶみたいにふにょふにょとして温かくて気持良い感触だった。クセになりそうだ。

　握手を終えると、ぼくは「それで」と切り出した。

「出来れば、キミが何者なのかとか、ここがどこなのかとかも、教えて貰もらえるとありがたいんだけど」

「かしこまりましたぞっ、ご主人！」

　ぼくに頼たよられたことが何故なぜか物もの凄すごく嬉しいらしく、彼はそのちっちゃい手でぽんと胸（顔？）を叩たたくと、早さつ速そくぼくの質問への回答をくれた。




「ルウはご主人のサーヴァントですぞ！　先刻ご主人に先んじまして、勇者召しよう喚かん機き構こうと密接に紐ひも付つけされているサーヴァントシステムが起動し、顕けん現げんしたのです！　ちなみに現在、勇者召喚機構からはノルンガルドにおける現界座標の指定機能が──」




「さぁてっ、出発だぁ！」

「ああっ、ご主人っ!?　まだルウは説明の途中ですがっ！　どこに行かれるのですかっ、ご主人！　お待ち下され！　ごーしゅーじーん！」

　颯さつ爽そうと、彼の説明中に見つけておいた獣けもの道みちを進み始めるぼく。それに慌ててついてくる毛玉生物・ルウ。

　ぼくは無言で飛び出た枝葉や草をかき分ける。しばらく黙もく々もくと進んだ所で、ぼくは一度深く嘆たん息そくしてから、背後のルウに喋りかけた。

「出来れば、もっと分かりやすい言葉で説明してくれないかな……」

「分かりやすい説明でございますか？　ルウとしては充じゆう分ぶん嚙かみ砕くだいたつもりでしたが……」

　カッチーン。こ、これだから勉強出来るヤツは嫌きらいなんだ！　兄さんにもそういうとこあったから、よく分かる。なんでこういう人達って、自分の知識を他人も知っていて当然と思い込んでいるんだろう。週刊こどもニュースを見習って欲しいよ、まったく。

　ルウが本気で自分の説明の不備を分かっていないらしいので、ぼくも観念して、今度はこちらから具体的な質問をぶつけてみることにした。

「じゃあまず、この森はどっち行けば抜ぬけられるかだけ、教えてくれる？」

　こういう風に質問していけば、沢たく山さんの意味不明情報で惑まどわされることもないだろう。我ながら、ナイス判断──。

「それはルウにも分かりませんぞ！　いやはや、皆かい目もく見当もつきませんな！」

「そこは知らないんだ！」

　ならなぜそんな自信満々なの!?　ちらりと振ふり返ると、ルウはぼくのかき分けた道を、すいーっと、実に楽そうに浮遊してついてきていた。なんか色々納なつ得とくいかない。

　ぼくは嘆息すると、視線を前に戻し、改めて質問する。

「じゃあ気を取り直して。……キミは、一体何者？」

「ルウはルウですぞ」

「いやそういうことじゃなくてさ……えーと、アレかな。妖よう怪かいとかそういう類たぐいの……」

「妖怪とは失敬な！　せめて妖よう精せいと呼んで欲しいものですなご主人！」

　ぷりぷり怒るルウを、ぼくは驚きの表情で振り返る。

「え、よ、妖精なの？」

　そんなファンタジーな存在が実際にいたなんて！　どうしよう、こんな時なのに男の子心が超ちよううずくよ！　ああ写真撮とらせて貰いたいけど、でも、今デジカメ持ってな──

「いや妖精ではないのですが」

「違ちがうんじゃん！」

　ぼくの驚きやトキメキを返して欲しい。ルウは胸を張って続ける。

「どちらかというとルウは、魔ま物ものに分類される生き物ですぞ！」

「全然妖精じゃないっ！　っていうか妖怪の方がまだ近くなかった!?」

「失敬な。ご主人の言う妖怪とは、人間の生活に寄り添そう、主に民間伝承の中に存在する生物のことでございましょう？　魔物をそれと一いつ緒しよにして頂いては困りますなぁ」

　ちっちっち、とちっちゃな手を振るルウ。うん……なんか腹立つ。可愛かわいい生き物の偉えらそうな態度って、なんか妙に腹立つ。……まあ、今はそんなこと言ってる場合でもないか。

「えーっと、じゃあその魔物っていうのは一体どういう……」

「よくぞ訊きいてくれました！　魔物とはずばり──」

　どうやら解説を求められることが嬉しいタイプらしく、ルウはひょいっと上じよう昇しようし、活いき活きとした表情をぼくに向けて来た。




「特に理由も無く人間を襲おそう！　襲いまくる！　そんな生物こそが魔物ですぞ！」




「それ物もの凄すごくタチが悪いよねぇ!?」

　慌あわててルウに対して身構える。しかしルウは特に襲いかかってくる様子もなく、依い然ぜんとしてただほわほわしていた。ぼくは首を傾かしげる。

「えと……お、襲って来ないの？」

「はて？　なぜルウがご主人を襲うのです？」

「いや……だって今、自分を魔物だって……理由もなく人を襲うって……」

　改めてルウを見れば、なるほど、確かに彼の頭部からちょこんと申し訳程度に生えた角なんか、そこはかとなく邪じや悪あくに見えなくもな──うーん、いや、やっぱり可愛いなぁ。

　ルウはぴょこんっと跳はねる様にはばたいて、明るい声を上げた。

「そこはご安心めされよ、ご主人！　ルウは、魔物は魔物でも、ご主人のサーヴァント、使い魔、つまりは忠実なる下僕しもべなのです！」

「し、下僕？　なんでまた、そんなのが、ぼくなんかに……」

「それは、ご主人が勇者様だからに他ほかなりません」

「…………えーと」

　またこれだ。話が分かりそうで、分からない。特とく徴ちよう的すぎる外見を除けばルウは全然話が通じる人……じゃなく魔物なのに、どうも、肝かん心じんなところでぼくと決定的な認にん識しきの差がある気がしてならない。以前、小学校に海外から短期留学の子がやってきた時にも、似たような感想を抱いだいたことがある。

　そして、こういうことの「そーご理解」というヤツには、沢山の時間がかかるって兄さんも言っていたけど……あいにく、今はそんなに余よ裕ゆうのある状じよう況きようじゃなかった。

　ぼくは一いつ旦たんその辺を置いておいて、全く別の切り口から話を続けることにする。

「ねぇ、ルウ。ここからさ、飛鳥あすかが丘おか病院は、遠いのかな？」

「あすかがおか病院？」

「うん！　あ、もしかして知ってるの？　飛鳥が丘病院」

「あ、いえ……」

　イチかバチかで踏ふみ込んだ質問をしてみたけど、やっぱり駄目そうだ。そりゃそうだよね。ここが何処どこかも分からない状況で、飛鳥が丘も知らないルウにこんなの訊いても──

「しかしご主人。それがここからかなり遠いことだけは、確かですぞ！」

「え、そうなの？」

　意外な答えに少しびっくりしつつ訊たずね返す。これ、もしかしてルウはぼくの地元の飛鳥が丘を知ってるってこと？　だとしたら、想像していた事態よりは全然……。

　ぼくがそんな淡あわい希望を抱き始めたのも束つかの間。

　ルウは、そのあっさりした態度と言葉で──ぼくの希望を、打ち砕いた。




「察するにそれは、ご主人の世界の施し設せつですよね？　だとしたら、とても遠いですぞ」




「…………」

「……ご主人？」

「…………」

　ぼくは無言で、獣道を歩く。とてもじゃないけど、彼の言葉にツッコめる気分じゃ、なかった。

　草木の生おい茂しげる獣道を、黙々と進む。ルウも、ぼくの空気を察して無言でついてくる。

　…………実のところを、言うと。

　本当は、ぼくも、薄うす々うす気付いてはいたんだ。

　確信なんかあるわけもなかったし……流石さすがに「世界」っていう言葉自体にはかなり面めん食くらったけど……概おおむねのとこ、ぼくはずっと、肌はだで感じていた。




　ここは、なんか、違うって。




　見たこともない植物があるからとか、変な生き物がいるからとか……自分の体がさっきから妙みように軽いこととか、そういう理由も勿もち論ろんだけれど。もっと、それ以前に。

　心や、本能とも呼ばれるような、頭の「芯しん」のとこが……ずっとここに、怯おびえていて。

　それはまるで、初めて友達の家にお泊とまりした夜のような心細さ。お腹なかと胸の間あたりがきゅうっとしてくる感じ。

　ぼくはただただ無言で獣道を進んだ。本来はお喋しやべりそうなルウも、黙だまってそれに付き合ってくれる。

　しばらくそんな風に歩き。そうして、少し大きめの枝を押しのけたあたりで……特に振り返りもせずに、ぼくはまるで世間話の延長の様に、出来るだけ軽く切り出した。

「あのさ、ルウ。ぼくってさ、もしかしてだけどさ──」

「はい、なんでしょうか、ご主人──」




「──もう、死んじゃってたり、なんかして？」




　前を向いたまま、なんでもないことのように訊ねる。だけど、手はどうしようもなく震ふるえていた。一いつ生しよう懸けん命めい楽しいことを考えようとするのに、大事な人達の顔が浮うかんでは、もう二度と会えない予感に押おし潰つぶされそうになる。

　ぼくのそんな不安を、知ってか知らずか。

　ルウは……ルウは、今までで一番脳天気な声こわ色いろで、きっぱりと、告げる。




「あっはっは！　そんなこと、あるわけないでしょうご主人！　こんな陰いん気きな森の中から始まる死後の世界が、あってたまるもんですかっ！　冗じよう談だんじゃございませんぞ！」




「……そっか。そうだよね。……そっか」

「そうですぞ！　まったくご主人は、心配屋さんですなぁ！」

　ルウにばれないよう、そっと、草を搔かき分ける作業に紛まぎれて、袖そでで、目元を拭ぬぐう。

「そっか、そっか。…………。…………ありがとね、ルウ」

「？　何がでしょうか？」

　振り返ると、ルウは本当に不思議そうにしていた。……うん。今はまだ分からないことばかりだけれど、一つだけハッキリしたことは、あった。それは……。

　ルウが、すっごく、いいヤツってことだ。

　そんな風に思った途と端たん、ぼくが目覚めてからずっと感じていた「恐きよう怖ふ」や「孤こ独どく感かん」みたいなものが、なぜだか体からすっと引いていく。

　うん……弱気になっている場合じゃないぞ、ぼく！

「よぉし！　正直状況は未いまだ全くもって意味不明だけど、とにかく、まず森を出よう！　それでいいんだよね、ルウ！」

「はいですぞご主人！　こんな森からはさっさとおさらばして、今日は早く温かい宿のふかふかしたお布ふ団とんで眠ねむりましょうぞ！」

「おぉー！」

　元気よく腕うでを振ふり上げ応じるぼく！　そうと決まれば人里目指して……って。

　余裕が出て来た途端に、ルウの言葉の細かい部分が引っかかり出した。しかしこのテンションに水差すのもアレなんで、一旦無視しようかと思ったものの……やはり気になる気持ちが抑おさえきれない。結局、獣けもの道みちを進みながら、おずおずと切り出す。

「あ、あのさ、ルウ」

「はい、なんでございましょう、ご主人」

「えーとさ。……あの……ル、ルウって、お布団で寝ねるの？　人間みたいに？　それは……ぼくが宿しゆく泊はく料金を出して？」

「？　当然ですぞ。湯も浴びたいですぞ。出来ればブラッシングもして頂きたいですぞ」

「……そ、そうなんだ……」

「……なんですかな、ご主人」

「あー……いや、ルウは魔ま物ものでぼくの下僕とか言ってたから、てっきり……。あそう……」

「な、なんですかご主人！　もしや魔物差別ですかご主人！　そうなのですかご主人！」

「いや別にそういうつもりじゃないけど……。…………。……じゃ、いこっか」

「言いたいことがあるならハッキリ言ったらどうですかっ、ごーしゅーじーん！」

　そんなしょーもないやりとりを交かわしながら、ぼくらは獣道を歩く。

　空から太陽の光が差し込んできたせいなのか、これまでは奇き怪かいで不快で気味が悪いとしか感じなかった森が、少しだけ……ほんの少しだけ、今は綺き麗れいに思えた。




　　　　＊




　ルウが休きゆう憩けいを切り出してきたのは、探たん索さく開始から約三十分後。木もれ日の射さす、森の中のぽっかり開けた空間に出たタイミングでだった。見れば腰こし掛かけるのにおあつらえ向きの岩もぽつぽつとあり、確かに休むには良さそうだ。

　ぼくはルウの言葉に甘えて、しばし休息を取らせて貰もらうことにした。

　日差しで少し熱を帯びた岩に腰を下ろし、空を見上げる。ぼくの視界に広がったのは、六つの太陽と虹にじ色いろの空──なんてことはなく、普ふ通つうに、綺麗な快晴の青空だ。昼時なのだろうか、直上に輝かがやく太陽がギラギラと眩まぶしい。

　…………。……べ、別にガッカリなんか、してないよ？　プテラノドンが飛んでたり、島が浮いてたりしないかなーなんて子供っぽい期待、全然してないもんねーだ。

「やはりお疲つかれでしょう、ご主人」

　ぼくが黙って空を見ていたせいか、ルウが心配してくれた。ぼくは彼に微び笑しようを向ける。

「ううん、全然。むしろまだまだ元気すぎるぐらいっていうか……」

　言いながら、自分でも少し違い和わ感かんを覚えた。……いくらなんでも、ぼく、元気すぎないだろうか？　ここ三十分、絶え間なく枝葉をかき分けつつも競歩程度のスピードで進み続けてきたというのに、息一つ切れていない。この休息だって、ルウが切り出してくれなかったらとるつもりもなかったし。

　ふと、太陽に自分の手を透すかしてみる。

「（……勇者様、かぁ……）」

　ここまでの道すがらもルウがずっと一人でペラペラと喋り続けていたため、ようやくぼくにもおぼろげながら事態が飲み込めて来てはいた。しかし、それでも、やはり俄にわかには信じがたい。

　なにせ。どうやら。




　ぼくは、勇者として、この異世界に召しよう喚かんされたらしいのだ。




　ルウの言うことを要約すると、そうなる。確かに超ちようシンプルで分かりやすい話だ。すとんと来たところも、ある。だって、異世界という言葉だけで、ルウという不可思議生物にも、この見慣れない植物だらけの森にも、説明はついちゃうから。でも……そんな説明でぼくがあっさり全部納なつ得とく出来るかというと、それは微び妙みようだ。

　正直言うと、普段のぼくならもう少し柔じゆう軟なんだったと思う。だって勇者になるなんて、男の子皆みんなの夢じゃないかっ！　そんなの、テンション上がらない方がどうかしてる！　実際今だってウキウキしちゃっている自分も、多少はいるんだ。多少だよ、多少。全然多少。

　だけど、それにしたって、やっぱりいくらなんでも急だし強ごう引いんだ。ぼくにだって生活がある。明日あしたの学校はどうするのか、両親へ連れん絡らくは出来ないのか。そんなことよりなにより、まさに今この時、ぼくはなにがなんでも急いで向かわなきゃいけない場所があるのに……。

　いくら考えなしのポジティブシンキングと評されるぼくでも、この状じよう況きようで「よぉし、この星の平和はぼくに任せとけぇ！」となれるほどには単純じゃあなかった。

　ぼくは大きな溜ため息いきを吐ついてルウの方を見る。

「実際ぼくがその……ゆ、勇者？（声に出すと意外と恥はずかしかった！）だとしてさ、どうして、いきなりこんな森の中に放置されるわけ？　ちょっと酷ひどいと思うんだけど」

「それは仕方ないのです、ご主人。勇者様が顕けん現げんされる位置・タイミングは、指定出来ないもので……。ちなみに歴代勇者様方の実に七割が、『冒ぼう険けんで一番大変だったのは何処どこですか？』という質問に、『最初の酷い遭そう難なん状態』と答えておられますぞ」

「なんだよその昔のＲＰＧみたいな山場！　前例があるなら、改善しておいてよ！」

「しかしご安心めされい、ご主人！　人里に下りて『女め神がみ教会』にさえ連絡がつけられれば、即そく座ざに迎むかえの者が寄よ越こされる手はずになっておる故ゆえ！　今しばしの辛しん抱ぼうですぞ！」

「女神教会？」

「女神教会とは、平時から人々の女神様に対する信しん仰こうを司つかさどるのは勿論、神しん剣けん騎き士し団だんという強大な武力を擁ようし──」

「今ぼくに間係あることだけ抜ばつ粋すいで」

「勇者の旅路を総合的にサポートする大きな組織と思って下されば結構ですぞ」

「ふーん。でも、結局人里までは自力で辿たどり着かなきゃいけないわけか」

　腰掛けていた岩からぴょんと飛び降りて、お尻しりの土を払はらう。

　話のついでに、この時点で力尽つきた歴代勇者とかはいないのかという質問をしようかと思ったけれど、やっぱり答えを聞くのが怖こわいからやめておいた。

　ぼくらは休憩を終え、再び獣道の探索に戻もどる。

　十分ほど歩いたろうか。全く進展しない状況に辟へき易えきしだしたところで、ふと思いついたことがあり、背後のルウを振り返った。彼は相変わらずふよふよと快適そうに浮いている。……ふぅむ。

「ねぇ、ルウ。ルウはさ、ぼくを持って空をすいーっと飛んだりなんかは、流石さすがに……」

「出来るわけありませんな！　ルウ、せいぜい木の実四個持てば重量限界ギリですぞ！」

「だ、だよねー」

　元々期待はしていなかったが、そんなに自信満々に言われると少し腹が立つ。しかし、ぼくが本当に提案したかったのは、それじゃあない。

「じゃあさ、ルウだけで森の上空まで飛んで、周囲の様子を覗うかがってくるというのは、どうだろう！」

「おおっ、なるほど！　それは名案ですなご主人！　ではルウ、行って参りますぞ！」

　善は急げとばかりにルウが上じよう昇しようを始める。一センチ、二センチ、三センチ……。

「……えーと、ルウ？　もっと勢い良く飛ぶことは──」

「今話しかけないで下されご主人！　集中が乱れます！」

「あ、うん、ごめん……」

　ちょっと上に飛ぶだけでそんなに集中力がいるもんなのだろうか。っていうか、それは羽の生えた飛行生物として、如何いかがなものなのだろうか。本来、ルウは息をするように飛べなきゃいけないんじゃなかろうか。

　様々な疑念を抱いだきつつもルウを見守る。ルウは、ぱったぱったと長時間かけて一いつ生しよう懸けん命めい上昇し……そしていよいよ、周囲の木より高くまで飛び上がろうと──したところで、突とつ然ぜん、まるで吊つり糸でも切れたかのようにすぃーっと下降してきた。

　慌あわてて突つき出したぼくの両掌てのひらの上に、彼はぽてんと軟なん着ちやく陸りくする。そうして、そのちっちゃい片羽で「ふぃー」っと汗あせを拭ぬぐう様な動作を見せると、なぜかやり切った男の面おも持もちで口を開いた。

「ご主人、ルウに冷えたミルクを一つ！」

「なんでだよ！　そこまでじゃ意味ないよ！　もっと森を上から見み渡わたせる位置まで……」

「それは無理な相談ですなご主人！」

　ぼくの掌の上からぱたぱたと飛び立ち、キリッとした表情でぼくを見み据すえるルウ。

　ぼくは少し困こん惑わくしながらも、すぐに事情を察して「そ、そっか……」と応じた。

「ルウの小さな羽じゃ、あの高さまでが限界なんだね。それじゃ仕方ないよね。なんかごめんね、無理言っちゃって……」

「舐なめないで頂きたい！　ルウの羽の飛行限界高度は、雲にも届く勢いですぞ！」

「え？　だったら、どうして……」

　意味が分からず首を傾かしげるぼく。ルウは口をぴよっと尖とがらせ、物もの凄すごく下手な口笛らしきものを吹ふくと……ぼくから視線を逸そらしつつ答えてきた。




「い、いやぁ、高いところとは、まっこと、恐おそろしいものですなぁ……」




「高所恐きよう怖ふ症しよう!?」

「し、失敬な。ルウだって……ルウだって、傍そばに摑つかまるものがあればまだいけますぞ！」

「だから木のてっぺんまでで断念したの!?　なんのための羽なのさ！」

「一種のファッションアイテムに近いですな！」

「そんな進化ってある!?　ああっ、もう、使い魔まなのに、なんて使えないんだよ！」

「ちょ、それは酷いですぞご主人！　ルウだって頑がん張ばっておりますぞ！　人里に下りたら最高級のジャーキーと最高級のシャンプーでもてなして頂く所存ですぞ！」

「働きと報ほう酬しゆうが何一つ見合ってないよ!?」

　サーヴァントとか下僕しもべって一体何!?　なんのために勇者につくシステムなの!?

　ルウどころか、この世界の色んなことに疑念は募つのる一方だ。勇者召喚の遭難前提といい……なんか、色々駄だ目めすぎないだろうか、この世界。

「…………」

　見れば、ルウが少ししゅんとしてしまっていた。……まあ、でも、苦手なものは仕方ないよなぁ。ぼくだってグリーンピース嫌きらいだし。これはルウが悪いわけじゃない。

　すっかり落ち込んだ様子のルウの頭に、ぼくは、ぽんぽんと手を二回置く。ルウが不思議なものでも見るように、ぼくを上うわ目め遣づかいで覗のぞき込んだ。

「ご主人？」

「ん？　あっ、ご、ごめん。つい」

　慌てて手を引っ込める。……に、兄さんのアレがうつっちゃったのかな。魔物とはいえ、初対面のヤツになにしてんだよ、ぼく。

　ぼくの焦あせりを知ってか知らずか、ルウが妙みように嬉うれしそうな様子で礼を告げてくる。

「ありがとうございます、ご主人！」

「う、うん。じゃ、行こっか」

　ぼくはルウに背を向けると、シャツの襟えりでパタパタと顔を扇あおいだ。




　　　　＊




　そこから更さらに十分程ほど歩いた頃ころだろうか。ぬめぬめと湿しめった背の高い草を、心底辟易しながら搔かき分けたその時だった。

「これ、道……だよね!?」

　完全に視界を遮さえぎっていたそれの向こうには、今まで通ってきた獣けもの道みちのゆうに五倍は幅はばの広い土道が広がっていた。勢いこんで草むらから飛び出す。

　興奮混じりに何度も均ならされた土を踏ふみしめていると、遅おくれて出て来たルウが「おお」と歓かん声せいを上げた。

「これは完全に人工的な道ですな！」

「だよね！　アスファルトで出来た車道とかではなかったけど、充じゆう分ぶん、道だよね！」

「勿もち論ろんですとも。これはれっきとした街かい道どうです。まあ丁てい寧ねいに舗ほ装そうされているとは言い難がたいですから、田舎いなかの寒村か、最悪、郊こう外がい農家ぐらいにしか繫つながっていないかもですが……」

「それでも、人のいるところには繫がっているってことでしょ!?」

「勿論ですとも！　遭難状況は、既すでに抜ぬけきったと考えてよろしいでしょう」

「っしゃああああ！」

　ぼくは全身で喜びを表す。正直なところ、今日は夜の森で野宿の覚かく悟ごまで決め始めていたところだから、今は魂たましいが震ふるえる程嬉しい。

　ぼくは左右に真っ直すぐに延びる道を見回すと、ルウに「で？」と訊たずねた。

「どっちに行ったら、いいと思う？」

「さあ……申し訳ありません」

「いいさいいさ！　どっち行ったって、人のいる場所に繫がっているのは確実なんだ！」

「そうでございますよね！」

　二人、すっかりテンションが上がって笑い合う。一番の危機は脱だつしたんだ。もうこれ以上、何を恐れる必要があろうか！

　そこに加え、更に幸運は続く。

「ご主人！　あれあれ！　あれを見て下され！」

「ん？」

　ルウが片方の道の先を指差し（手差し？）たため、ぼくもそちらを見やる。別にさっきと何も変わらないただの一本道……ではあるが、よぉく見れば、向こうから明らかに人ひと影かげらしきものがこちらに向かってきている！

「人だ！　人だよっ、ルウ！」

「ええ、人ですね！　あれは完全に人です！　やりましたなご主人！」

「うんっ！　ありがとね、ルウ！　途と中ちゆうで『正直全然使えないなこの使い魔』とか思ってたの、今あやまるよ！　ホントごめんね！」

「いえいえ！　こちらこそ！　道中『勇者という割には案外頼たよりないご主人ですなぁ』とか少しでも考えてしまったルウを、存分に軽けい蔑べつして下さいませ！」

　ニッコニコ笑いながら互たがいの体を「このぅ」と小こ突づき合う。そうしてぼくたちは、人影の方に向けて走り出した。休きゆう憩けいがてら黙だまって待ってても良かったのだけど、待ち望んだ希望を視界に捉とらえてしまったぼくとルウにそんな選せん択たく肢しはない。

「おーい！」と大きく手を振ふりながら駆かけるぼく。すぐ隣となりに並んで飛ぶルウ。

　ああ、体が軽い。希望というのはここまで人のエネルギーになるものなんだねっ！

　徐じよ々じよに人影が大きくなる。見れば、なんとあちらも、大きく手を振って「おーい！」と呼びかけてきてくれていた。声からして若い男性のようだけど……そんなことよりも、彼はなんていい人なんだろう！　こっちの事情も知らないのに、あんなに必死な様子で駆け寄って来てくれるなんて！

　ぼくとルウも彼のその誠意に、更に大きな声と駆ける速度で応じる。

　ようやく、相手の顔や服装がしっかりと確かく認にん出来る距きよ離りまで近付く。まず目についたのは、その、燃えるような紅ぐ蓮れん色の髪かみ。こんな髪色、ぼく初めて見た。ロックバンドの人？

　徐々にその細部が見えてくる。年の頃は、高校生か大学生ぐらいのおにーさん。そしてその服装は……ぼくの普ふ段だんの生活範はん囲いじゃとても見かけないものだった。

「（えと……あれ……なんだっけ……。……そうそう、ローブだ、ローブ）」

　自分のゲーム知識を必死に搔きだして、一番適当な表現を見つける。妙にだるんと布地の余った、凄すごく走りづらそうな服装。実際、彼は左手で膝ひざのあたりから布をたくしあげ、必死で右手を振りつつ走っていた。

　そこまで見てとれた時点で、流石に「あれ？」と思う。

「（いくらなんでも……そんなに必死に走らなくても……）」

　ルウも不ふ審しんに思ったらしく、互いに速度を緩ゆるめて一いつ瞬しゆん顔を見合わせる。しかしあちらの速度は微み塵じんも緩まない。いよいよ合流まで二十メートルかそこらとなった地点で、ぼくとルウは同時に、その異様な状じよう況きように……今まで見落としていた事実に気が付いた。

　まずギョッとしたのが、赤髪の彼の、あまりに必死な──必死すぎる形相だ。汗で顔がびしゃびしゃなこともあり、二年生の時に水泳の授業で溺おぼれた吉よし原はら君を連想する。

　そのただならぬ様子から何かピンと来るものがあり、ぼくとルウは殆ほとんど同時に彼ではなく……その、背後に視線をやった。

　そこにいたのは、彼の背から実に一メートルも離はなれず疾しつ駆くする二頭の──




　──二頭の、オオカミのような魔ま物もの！




　彼の置かれた真の状況に、ぼくとルウがようやく気付いたその刹せつ那な。

　彼は右手をぶんぶん大回しに振りながら、初めて「おーい！」以外の単語を叫さけんだ！




「逃にげろぉおおおおおおおおおお！」




『遅ぉぉぉおおおおおおい！』

　叫ぶと同時に、ぼくとルウも一目散に反転！　なんとかかんとか、赤髪の彼──十代後半ぐらいのお兄さんと横並びになるカタチで、走り出した！

　ルウが羽をせわしくなく動かしながら彼に猛もう抗こう議ぎする！

「なぜもっと早く警告して下さらないのですかっ！」

　その言葉に、汗やら涙なみだやら鼻水でぐしゃぐしゃの顔をした青年が「うっせぇ！」と怒ど鳴なる。

「こっちも助けて貰もらえるかと思って声かけてたんだよ！　まさかこんな辺へん鄙ぴな場所にペット連れのガキが一人だけとは思わねぇだろうが！」

「ご主人をガキ呼ばわりとは失礼な！　それにルウもペットではございませんぞ！」

「ああっ!?　んだよさっきからてめぇは明らかに低級魔物のクセにグダグダ──って魔物ぉ!?　魔物が喋しやべってるだぁ!?」

　ギョッとルウを見る赤髪青年。瞬間速度が落ちたせいか、背後のオオカミらしき生物がガチンッと彼のローブの裾すそを嚙かみ千切った！

「ぎゃあ!?」

「ちょ、ちょっとお兄さん！　ちゃんと走りなよ！　追いつかれちゃうよ！」

「ガキんちょに言われるまでもなく分かってるっつーの！」

　再び必死の形相で走り出す彼。しかし……流石さすがに息が荒あらい。どこから走ってきたのかは分からないが、こんな全力疾しつ走そう、そうそう長く続けられるハズがない。このままじゃこのお兄さんは……って。

「（あれ？　ぼくって、こんなに速く走れたっけ？　それに……ぼく、なんか余よ裕ゆうある？）」

　森の中でも感じていた自分の変調が、いよいよ確信に変わってくる。これはもしかして、ルウが言っている「勇者」っていうものの──

「あっ！」

　思考の途中で、お兄さんががくんと体勢を崩くずす！　と同時に、背後から二頭の獣けものが一いつ斉せいに彼に飛びかか──ろうとしたところで、ぼくは咄とつ嗟さにお兄さんに体当たりを仕し掛かけて、彼をぼくの体ごと強引に道の脇わきへと押し出した。
















「わっぷ！」

　草むらに顔から突つっ込んだお兄さんが素すっ頓とん狂きような声を上げる。攻こう撃げきを回かい避ひされたオオカミ（よく見たら尻尾しつぽが二ふた股まただ！　カッコイイ！）が余った勢いを殺して振り返る中、ぼくは素す早ばやく体勢を立て直し、お兄さんを左ひだり腕うでで庇かばう様にしてオオカミと睨にらみ合った。

「（……って、だから、あれあれ？　ぼく、こんなに運動神経良くないよ……な？）」

　もしかしてこれが、火事場の馬ば鹿か力ぢからとかいうヤツだろうか。更に妙なことに、危険極きわまりない野生の獣が涎よだれを垂らしてこちらを睨んでいるというのに、自分でも驚おどろく程に危機感が湧わいてこない。これ、ぼくが都会の現代っ子だからとかじゃ……ないよね？

「ご主人っ！」

　上空から声がかけられる。ちらりと見ると、ルウが──明らかに周囲の木々より大分高い所から、こちらを心配げに見つめていた。……おい！

「飛べるんじゃん！　自分の命のためなら、容よう赦しやなく一瞬で飛ぶんじゃん！」

「じ、自分の命ほど大事なモノの危機に使えずして、なんのための羽ですかっ！　そんなことよりご主人！　早く逃げましょうぞ！」

「いや逃げるって言っても……」

　二頭のオオカミとの睨み合いが続く。……背中見せたら、終わりだよなぁ、これ。

「大だい丈じよう夫ぶです！　そこの馬鹿男がムシャムシャ食べられている隙すきに逃げましょうぞ！」

「おいっ！」

　馬鹿男──じゃなくて、赤髪のお兄さんが草むらからすぽんと顔を抜き出しながらルウに抗議の声を上げる。しかし、オオカミ二頭に睨まれている状況を確認すると、ひぃっと声を上げて、まるで腰こしを抜かしたようにその場に這はいつくばってしまった。

　ルウが上空から固かた唾ずを吞のんで見守る中、ぼくとオオカミの睨み合いが続く。

「ええと……なんだ……？　なんでこいつらまだ……？」

　よく状況が飲み込めずクエスチョンマークを浮うかべるお兄さんに、ぼくはオオカミから目を離はなさないままで声をかけた。

「お兄さん、なんか棒みたいなものとか持ってない？」

　手て頃ごろなものがあれば……あるいはなんとかなるかもしれない。ぼくの中に、全く根こん拠きよのない自信がむくむくと湧いてくる。

「棒？　ああ、それなら丁度手頃な杖つえが──」

　杖！　それさえあれば、ぼくの得意技わざでどうにか出来る気が──。

「──少し前までなら、あったんだけどなぁ……」

「落としたの!?」

　愕がく然ぜんとして振り返ると、お兄さんは「てへっ」とでも言わんばかりの腹立たしい苦く笑しようを浮かべていた。あーもうっ、どうしてこう──と頭を搔かきかけたその刹那。背後からオオカミ二頭がぼくに向かって跳ちよう躍やくする気配を察し、咄嗟に地面を蹴ける。

《ガチンッ！》

　間かん一いつ髪ぱつ、二頭の嚙みつきを回避。危あやうく首と太ふと股ももを食いちぎられるところだった。さっきまでぼくの中にあった妙みような自信が噓うその様に萎しぼみ、じわりと額から汗あせが噴ふき出す。……や、やっぱり怖こわい！　怖い怖い怖い怖い怖い！

　どうして自分が「いける」と確信していたのかまるで分からない。ああもうっ、せめて、せめて、枝でもいいからあれば、ぼくの得意な──！

「ご主人！」

「っ！」

　棒っきれを探して少しよそ見をした途と端たん、今度は二頭のうち一頭が、ぼくのお腹を爪つめで引き裂さくような動作で飛びかかってきた。ルウの警告のおかげで、これも間一髪でかわす。……だ、駄だ目めだ、よそ見してたら、やられる。

　二頭のオオカミが、ゆっくりとぼくの周囲を、円を描えがくように回り始める。お兄さんやルウは眼中にないらしい。どうも、まずぼくを排はい除じよすべきと判断したようだ。……うう……無駄に威い圧あつ感かん出したのが仇あだになったのかなぁ……。

　思わず泣きそうになるが、しかしその瞬間「いつもの言葉」を思い出す。

「（そうだ……心を強く……硬かたくするんだ……強く……硬く……）」

　すぅっ、と口から息を吸い、一度お腹に溜ため、吐はき出す。大丈夫。落ち着け。落ち着くんだ、ぼく。ぼくなら、やれる。ぼくなら……この程度ならまだ……。……よし。

《────》

　音もなく背後から左足に向けて飛び込んできたオオカミを、すっと体をずらして避よける。その隙を狙ねらって攻撃を仕掛けてきたもう一頭の爪も、背後に最小限跳躍するのみで躱かわした。……よし、充じゆう分ぶんやれる。

　自らの回避方向、相手の攻撃手段、狙われる部位……それらを冷静に見て、一つ一つを丹たん念ねんに、丁てい寧ねいに回避していく。

　右、左、牙きば、爪、太股、二の腕うで、首、体当たり、二体同時、爪、牙、牙、前、背後。

「……すげぇ……」

　赤髪のお兄さんが感心してくれていたけど、あんまり嬉うれしくはない。確かに自分でも、いつもの「試合」より遥はるかに体がスムーズに動くことに驚いたけど……回避だけじゃジリ貧ひんだ。だけどそれが分かっていても、こちらの攻撃手段が……。

　悩なやみながらも、継けい続ぞくしてオオカミの攻撃を避け続ける。しばらくそれだけに集中し、淡たん々たんと繰くり返していると、徐々にオオカミの方の動きが鈍にぶってきたのが分かった。緩かん急きゆうをつけて攻撃してくる罠わなかもしれないと警けい戒かいを緩めずに対処を続けるものの……やはり目に見えて動作が緩かん慢まんになってきている。

「（これは……）」

　油断するわけじゃないけど……明らかに隙だらけだ。

「（……打ち込みたい……）」

　うずうずと、慣れ親しんだ欲よつ求きゆうが首をもたげる。でもそれに必要な棒っきれは──。

「ご主人！　攻撃です！　今ならいけます！」

「え、ええ？　でも武器が──」

「そんなのなくとも、殴なぐったり蹴ったりは出来ますでしょう！」

「い、いや、あの、ぼく、実はパンチやキックがホント不得意で──」

　ルウを抗議の視線で見上げる。ぼくは昔から常に同級生より一回り小こ柄がらで、基本どんくさい。だのにぼくは、なぜかしょっちゅう他人の喧けん嘩かに巻き込まれがちなものだから、トラウマものの記き憶おくも沢たく山さん──

「っぶねぇ！」

「！」

　お兄さんの叫びにハッと意識をオオカミに戻もどす。気付けば、二頭はここが最大の好機と見てとったらしく、今日一番の鋭するどい動きでぼくの首と足を殺やりに来ていた！

「（まだギリギリ回避出来──）」

　そう考えた矢先、オオカミ達の直線軌き道どうと、ぼくの背後にいるお兄さんの位置取りのまずさに気付き、ぼくの動きが鈍る。

　後から冷静に考えてみれば、そこでぼくが回避したとて、爪や牙の照準はあくまでぼくに定まっていた以上、お兄さんには精々オオカミ達が頭からぶつかるぐらいの結果で済んだのかもしれないけれど……咄嗟にそこまでの判断は出来なかった。

　その時のぼくの心を満たしていたのは、たった一つの、強い想おもい。

「（守らなきゃ。父さんや母さんと同じように……今はぼくが、この人を、守らなきゃ！）」

　気付いた時には、ぼくは首を狙ってきたオオカミの腹に拳こぶしを、足を狙ってきたオオカミの顎あごに蹴りを打ち込んでいた。

「で、やぁああああああああ！」

　ガムシャラで力任せなだけの幼よう稚ちなぼくの攻撃。しかしそれは幸いなことに、見事二頭にカウンターヒットした。よしっ、これなら流石に小学生の攻撃だとはいえ、オオカミ達も多少怯ひるむぐらいはしてくれる──




《ブン！》《スン！》




「……へ？」

　──とかそういう次元ではなかった。

　気付けば、ぼくの攻撃を受けた二頭が、まるで強打ライナーの様な直線軌道で吹ふき飛んでいた。左右対たい称しように飛んだそれは、それぞれ脇の森に突っ込んだ挙句、最後には殆ほとんど二頭同時に別々の木へと衝しよう突とつし……一帯に《ドォン！》と凄すさまじい衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡わたる。

『…………』

　啞あ然ぜんとして、ルウとお兄さんを振ふり返る。二人は、オオカミたちの飛んで行った方と、ぼくとを交こう互ごに何度も見比べる。ぼくもまた、信じられない気持ちで自分の手足と森を見やり──そうこうしていると、周囲に不思議な音が響き渡り始めた。

『…………』

　三人、ハッとして耳を澄すませる。どこからか、メキメキという乾かわいた音が聞こえてきた。……まさか……。

　そんなぼくらの予感は的中。森を見やれば……例の二頭が衝突したと思われる大きな樹木が、二本とも、ゆっくりと傾かたむき始めていた。

『…………』

　三人、その光景をただただ呆ぼう然ぜんと見守る。そうして、いよいよ二つの大樹が地響きと共に倒たおれ、周囲に土つち煙けむりがもうもうと巻き起こる中……。

　ぼくはハッとして、ルウとお兄さん、二人を振り返る。彼らもまた森ではなく、ぼくをぽけーっと見つめ返してきた。

「えーと……」

　ぼくは、自身の右手と左足に視線をやり、手の開け閉めや、足あし踏ぶみをしてみる。

　──と、そこで、ぼくの動きに二人が少しびくんと怯おびえたことに気が付いた。ぼくは慌あわてて、自分は決して噓つきではないんだと主張する様に……先さき程ほどの申告をもう一度だけ、繰り返す。




「ぼ、ぼく、パンチやキックはホントに不得意……なん、だ」




『…………そ、そう』

　二人が更さらに後ずさったことから、とりあえず、弁解を間ま違ちがえたことだけは分かった。








第二章









「ゆ、勇者だぁ？」

　赤あか髪がみのお兄さんが怪け訝げんそうにぼくを眺ながめ回す。ぼくは恥はずかしさで顔を真っ赤にしつつ、ルウに抗こう議ぎした。

「どうしてぼくの自じ己こ紹しよう介かい中に、そういう余計な情報付け足すのさ！」

「はて？　何か問題ありましたでしょうか、ご主人」

　全くピンと来ていない様子のルウを見て、思わず溜ため息いきを漏もらす。

　オオカミの襲しゆう撃げきをぼくが退けたあの出来事から、約十分。お兄さんの捨ててきた荷物（例の杖を含ふくむ）も回収し、改めて人里を目指して歩き始めたところで、ぼくはお兄さんに自己紹介を切り出したわけなのだけれど……。

「…………」

　ああっ、赤髪お兄さんの生なま温ぬるい視線が痛い！　ぼく知ってる！　こういう自分から「ぼくは勇者だー！」とか言っちゃう人のこと、確か「ちゅーにびょー」とかって言うんだ！　昔、普ふ段だん冷静沈ちん着ちやくな兄さんが、若じやつ干かん死んだ目で「自分にも今後そういう時期が来るのかと思うと……ちょっと、やりきれないよね」といつもより一層儚はかなげに呟つぶやいたアレ！　あの恐おそるべき「ちゅーにびょー」というものの感かん染せん者しゃだと、ぼくは今思われて──

「あー……まあ、でも、アレ見ちゃうと、認めざるを得ねぇかぁ……」

「え？」

　お兄さんがボリボリと頭を搔かきながら意外な反応を漏らす。お兄さんの言うアレとは、さっきのオオカミの一件──ぼくの、常じよう軌きを逸いつした攻こう撃げき力の件だろう。

　あれから、オオカミさんのお墓を作ってあげなきゃと軽く半べそになりつつ木の根元に駆かけ寄ったのだけれど、そこに死体は全く転がっていなかった。ルウ曰いわく、魔ま物ものというものは、致ち命めい傷しようを受けると《星に還かえる》らしい（この辺の説明は、例の如ごとくとてもまだるっこしかったので省略。要は光の粒つぶになって消えるみたい）。

　そして、だからこそ輪りん廻ね転てん生せいのサイクルも早いだのなんだの、つまりは魔物の殺せつ生しように関してはあまり気にするなということを言われたのだけれど、これは多分ルウなりの優やさしさだろう。ぼくは友達にとても恵めぐまれている。

　しかし、オオカミの死体は消えても、根本から折れた木はしっかりとそこにあり。それが、ぼくの一撃が夢や幻まぼろしなどではなかったことを物語っていた。

　お兄さんと二人、今でも信じられない気持ちでそのことを思い返していると、ぼくの隣となりを浮ふ遊ゆうしていたルウがなぜか偉えらそうに「当然ですな！」と胸を張った。

「ルウのご主人ともなれば、アレぐらいは出来て当たり前ですぞ！」

　ぼくはそれを聞いて、改めて疑問を口にする。

「えーとつまり、勇者として召しよう喚かんされると、物もの凄すごく強くなるの？」

「その通りです！　勇者はこの世界に顕けん現げんする際『理想の肉体』を与あたえられますから！　元の世界にいらっしゃった頃ころよりぐーんと強いのは勿もち論ろん、怪け我がだってすぐに治っちゃうのですぞ！　まあ多少の条件付きではあるのですが……」

「そうなんだ。……ん？　『理想の肉体』が与えられるってことは、これは、ぼくのホントの体じゃないの？」

「いえ、それも本当の体ですぞご主人！　むしろ元いた世界より、こちらの方が本当と言っても過言ではありません！　今の体や衣服は確かに召喚システムにより精せい巧こうに再現されたコピーたる側面もございますが、『魂たましいが実体化した』と言い換かえてもいい状態でありまして、だからこそ『理想の肉体』が得られる結果とも──」

「しかしなぁ」

　ルウの説明の途と中ちゆうで、お兄さんが割り込んできた。ムッとした様子のルウにも構わず、お兄さんは杖つえで自分の肩かたをコンコンと気け怠だるそうに叩たたきながら続けてくる。

「そりゃあ、《加護節》の周期に合わせて勇者が召喚されるなんてこたぁ、教養のない俺でも知ってるけどよ。流石さすがに、こんなガキんちょが召喚されたなんて前例は、聞いたこともないぜ？　それに、いくらなんでもあのパワーは桁けた外はずれすぎじゃ──」

「ごちゃごちゃ五月蠅うるさい男ですなぁ！」

　苛いら立だった様子でルウがお兄さんの台詞せりふを遮さえぎり返す。そうして、少しヤケクソ気味に続けた。

「いいじゃありませんか！　ルウのご主人は、歴代最年少で、歴代最強の美少年勇者様！　それで充じゆう分ぶん納なつ得とくがいくというものです！　ビバ！　最年少最強美少年勇者ミカミトオル！　颯さつ爽そうとここに降臨っ！　ですぞー！」

「やめてっ！　その紹介やだ！　ぼく今、なんか凄くほっぺたが熱いよっ！」

「で？　最年少最強美少年勇者ミカミトオル君は、この件についてどう思うわけよ？」

「なんでお兄さんまでその呼こ称しよう使いだしたの!?　ぼくの感想なんか、この世界に召喚されてからずっと変わらずただ一言、『わけが分からない』、ただそれだけだよ！」

「いや至し極ごく単純な話ですぞご主人！　つまりご主人は最年少最強美少年──」

「もうやーめーてー！　だったらまだシンプルな『勇者』がいいよ！　全然マシだよ！」

「おい勇者、俺の荷物持てや」

「それはそれで斬ざん新しんな勇者の扱あつかいだね！　だったらむしろ普通にトオルって呼んでよ！」

「そうか。じゃあヨロシクな、トオル」

「あ、うんっ、こちらこそよろしくお兄さ──」

「呼び捨てとは失敬な！　せめて名前の前に『光速の神童』ぐらいは付けて頂きたい！」

「ルウはしばらく黙だまってようか！」

　ぼくのマジ注意に、ルウがしょぼーんとして引き下がる。ぼくとお兄さんはやれやれと互たがいに肩を竦すくめた後、改めて握あく手しゆを交かわした。

　そうして今度はお兄さんが、ニヤっと不敵に笑いつつ自己紹介してきた。




「俺様は、ファルディオ・メルクリウス。大魔導師ファルディオ様と呼ぶがいいさ！」




「そうですか。あ、じゃあぼくらはこの辺で」

　丁度分かれ道に差し掛かかったので、ぼくとルウはしれっと彼から離はなれ──

「ちょぉおっと待てぇい！」

　──られなかった。襟えり首くびをがっしり摑つかまれている。嫌いや々いや振ふり返ると、お兄さん──ファルディオさんは憤ふん慨がいした様子でぼく達を睨にらみ付けていた。

「なんで急に逃にげるんだよ！　俺達今、まさに親交を深めている最中だったろうが！」

「あ、ぼく、先生に『知らない人にはついていっちゃいけない』って言われているんで」

「今いま更さら!?　っつうか一番近くの村は左だっつうの！　右の道の先にある街は、あと二日は歩かなきゃいけない距きよ離りだっつうの！」

「ぼく、一いつ生しよう懸けん命めい歩きたいと思います」

「そんなに俺と歩くのが嫌かよ！　なんでだよ！　何が不満だよ、ええ!?」

「なにが不満って……」

　ルウと視線を見合わせる。少しして、ルウが、僕の代わりに答えてくれた。

「自じ称しよう大魔導師とか……正直、ドン引きですぞ」

「お前にだけは言われたくねぇよ毛玉ぁああああ！」

　ファルディオさんが激げき昂こうしていた。うん、やっぱり危ない人だ。

「おいトオル！　心閉とざした目してんじゃねえぞてめぇ！　俺は不ふ審しん者じゃねぇ！」

「ローブの下はすっぽんぽんなのに？」

「なぜバレたっ!?　って、んなわけあるかいっ！」

　ビシィっとツッコむファルディオさん。ノリのいい不審者だ。

「っつうか、ホント、俺のことは抜ぬきにしても、ここは左に行くべきなんだって！」

「罠わながあるからですか？」

「そうそう、高度な変態の俺様は、小さなカワイイ男の子捕ほ獲かく用の罠を、事前にせっせとこの先の道に──仕し掛かけるかっ！　こっち行きゃ、あと三十分で村なんだって！」

　その言葉にぴくりと反応するぼくとルウ。あと三十分か……。……うーん……よし。

　ぼくとルウはファルディオさんの指し摘てき通り、左に進む。「おおっ」と表情を明るくし、僕達についてくるファルディオさん。ぼくは彼に対して、逆側の道を指さしつつ告げた。

「じゃあ、貴方あなたがあっちに行くということで」

「んでだよっ！　俺もこっちの村に用事があんだよ！」

　ぎゃあぎゃあとツッコミを続けながらついてくるファルディオさん。

　しかし不審者が一人いたところで、あと三十分で村につけるというこの道が魅み力りよく的であることは変わらない。ぼくらは背後の彼を存分に警けい戒かいしつつも、三人、村への道を歩き始めたのだった。




　　　　＊




　約三十分後。道の先に、本当に村らしきものが見えて来たとき、お兄さんが大人げなくはしゃぎ出した。

「ほぅら見ろ！　村あったじゃねえか！　俺の言った通りだろ！　な！　な！」

『…………ち』

「なんかお前ら今舌打ちしなかった!?　っつーか俺に感謝しろよ、おい！　なぁ！」

　確かに彼の言うことは正しかったため、ぼくとルウは顔を見合わせると、二人……ふて腐くされた表情で感謝を告げた。

「わるかったよ、ファルディオ」「よくやったな、ファルディオ」

「なんで呼び捨てだよおい！　もっと年上の恩人に敬意を持てやゴルァ！」

「わるかったよ、大魔導師」「よくやったな、大魔導師」

「あ、いや、だったら呼び捨てでいいです……」

　お兄さん──ファルディオがガックリと肩を落とす。まあ実際、ぼくもルウも彼が本気で不審者だとは思ってなかったんだけれど……流石に自分から大魔導師は、ねえ？　ぼくの勇者という肩かた書がきも大たい概がいだけど、一応実力が伴ともなっているわけで。彼はオオカミからのあの逃とう走そう度合いを見るに、絶対大魔導師とか名乗れる器うつわじゃないのが明らかすぎて……。

　そんなわけで、彼が悪い人じゃないのは分かったけれど、アレな人なのも充分伝わって来たので、年上ではあるけれど呼び捨てさせて貰もらうことにした。……こういう人は調子に乗せたらとても厄やつ介かいだってことぐらい、ぼくでも知ってる。

　ぼくらは三人連れだって、村を目指す。とりあえず目的地が見えて来て一安心したため、ぼくは改めてファルディオに質問することにした。

「ねぇ、ファルディオ。ファルディオは、ホントに、魔ま法ほうが使えるの？」

「ああん？　んだてめ、あんまり俺を舐なめてると痛い目に……」

　そんなことを言いながらうざったそうにぼくを見下ろしたファルディオは、しかしすぐに「あー」と鼻を搔きつつ呟いてきた。

「勇者は魔法のない世界から来るんだっけか。成なる程ほど。悪わりぃ。俺が舐められているのかと思っちまったぜ。トオルは、そもそも、魔法の存在が信じられないわけだな？」

「あ、ううん、どちらかというとファルディオの実力が信じられない系ニュアンス」

「おい」

　ファルディオがメンチを切ってきたので、ぼくはニコニコと「三割冗じよう談だんだよぉ」と返す。ファルディオは「七割本気じゃねえか！」とツッコンだ後、一度嘆たん息そくして、説明を始めてきた。

「俺の実力はさておき、魔法はあるぜ。効果は多た岐きにわたるから説明は難しいが……」

「ご主人の世界の創作物における魔法と同イメージで、ほぼ間ま違ちがいないですぞ！」

　ルウが横から補足してくる。どうして彼がぼくの世界の創作物を知っているのだろうと疑問に思っていると、ルウは胸を張って続けた。

「ルウの様な使い魔の役目は、ご主人とこの世界──ノルンガルドの架かけ橋ですからな！　ノルンガルド知識は勿論、ご主人の世界の一いつ般ぱん常識も元より備えておるのです！」

「へー」

　それはありがたいかも。なんか今ようやく初めて、使い魔の需じゆ要ようを感じたよ。

　ルウの脱だつ線せんが一段落したところで、ファルディオがこほんと咳せき払ばらいをする。

「それで、お前の魔法に対するイメージって、具体的にどんな感じよ？」

「イメージ？　うーん、そうだなぁ。杖を持って呪じゆ文もんを唱えたら、火の玉が『しゅぼーっ』って敵に飛んでったりする感じ。超ちようかっこいい」

「うむ、大体正解だ。杖や呪文は必ずしも必要じゃねえけどな。言葉、もしくは心の中で強く自然に語りかけ、その力を借りることで、任意の現象を発生させる。それが魔法だ。トオルには戦せん闘とうに使うイメージがあるみたいだが、実際は道具に込こめられたりするカタチで使われる、この世界の生活基き盤ばんたる側面が強つえぇな」

「ご主人の世界で言う、電気というエネルギーと似た扱いですぞ」

「へー。魔法で火出してご飯はん炊たいたりするってこと？」

「そういうことですな。まあ一般家庭の煮に炊たきでは、薪まきや炭を使うことが多いですが」

「なんでもかんでも魔法が一番効率いいってわけでもねぇからな。人によって魔法の素質にも幅はばがあるし、道具に込めるのにも結構なエネルギーロスがあるし」

「あ、魔法って、皆みんなが使えるわけじゃないんだ」

　自分も使えるのかもと少し期待していただけに残念だ。ファルディオが、露ろ骨こつに偉えらそうな笑えみを浮うかべた。

「そうだぞー、トオル。ちょっとした発光や発熱程度ならまだしも、戦いに使えるようなレベルの魔法となると、この俺様みたいな、女め神がみ様に深く寵ちよう愛あいされし者でなければ使えねぇんだ！」

　ファルディオが妙みように偉そうだ。ぼくは「むぅ」と唸うなった。

「そんなに言うんだったら、魔法、実際に使ってみせてよ。ぼくも見てみたいし」

「ばーか。そんなにお安いもんじゃねえんだよ、大魔導師の魔法っつうのは」

『…………』

　ぼくとルウがジトーっとした目で見ていると、ファルディオは笑顔を引きつらせ、しかしすぐに開き直って喋しやべり出した。

「仕方ねぇ。じゃあ出血大サービスだ！　俺が最も得意とする魔法の名前ぐらいは、教えてやるよ！　聞いて驚おどろけ！」

「言ってみてよ」

「その名も……火属性最恐の禁きん忌き魔法、『ヘルファイア』だ！」

『お、おお……？』

　ぼくとルウは思わず唸る。な、なんか思ったより凄すごそうだぞ！　ぼくはてっきり「プチ火花」ぐらいのしょーもない魔法名が飛び出してくるものとばかり……。

「どうだ、まいったか！　実際これはホラとかじゃねえからな！　ホントに使えるからな！　疑う様なら、他ほかの魔法使いにこの俺様の杖つえを見せればいいさ！　『ヘルファイア』に特化したチューニングであることが、保証されるはずだ！」

『お、おお……』

　彼の自信満々の態度に、思わずのまれるぼくとルウ。これは……どうもホントっぽいぞ。

　ファルディオはぼくらの反応に満足したのか、下品な笑い声を上げつつ先を大おお股またで歩き出した。ぼくとルウはどこか釈しやく然ぜんとしない気分を抱かかえながらも、実際凄い魔法を使えるものは認めなきゃいけないなと、黙だまって彼の後ろにつく。

　そうこうしていると、突とつ然ぜんファルディオの荷物から、ぽろっと、小さな手帳の様な物が落ちた。ぼくは拾って彼に返そうとするも、ルウが素す早ばやくぼくの手からそれを奪うばい、目配せでぼくに沈ちん黙もくを促うながす。

　ぼくがこくりと頷うなずくと、ルウはペラペラとそれを捲めくりつつ、ぼくの耳元に近付いて小声で話しかけて来た。

「どうやらこれは、彼が記しるした禁忌魔法のメモらしいですぞ。効能や難易度、使用のコツなどが記されております」

「へぇ。……あ、そうだ、じゃあヘルファイアを……」

「ルウもそう思っていたところです、ご主人」

　言いながら、ルウはちっちゃな手で器用にページを捲る。そうして、数秒後。メモの後半で手を止めたルウの「ありましたぞ」との報告を受け、ぼくらはもう数歩分ファルディオから距離を取りつつ、こっそりとルウの解説を聞いた。

「なになに……禁忌魔法ヘルファイア。その効果は……」

「ふむふむ」

「使用者の全魔力を用いた地じ獄ごくの業ごう火かが、森しん羅ら万ばん象しよう全すべてを焼き尽つくす、究極の禁忌魔法」

「おお……」

　実はネーミングに反してしょぼい魔法なんじゃないかと疑っていたため、ぼくもルウもこれには素直に感心した。更さらにルウが続ける。

「しかしその代だい償しように、この炎ほのおは……」

「まさか……使用者の命をも焼き尽くすとか、そういうこと!?」

　ごくりと唾つばを飲み込む、ぼくとルウ。そ、そりゃ、おいそれと使えないよね、ファルディオ……。なんか気軽におねだりとかして、とてもごめんなさいな気持ちで一いつ杯ぱいだ。

　説明の続きは次のページに記されているらしく、ルウが緊きん張ちようの面おも持もちでページを捲り……そして、ゆっくりと、その続きを……告げる。




「この炎は、敵の口から出る」




「アホかぁああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「？」

　ぼくの絶ぜつ叫きように、ファルディオが振ふり返る。彼はぼくらが読んでいたものに気付くと、顔を真っ赤にしてルウからひったくるようにそれを奪い返したが……時既すでに遅おそし。

　ぼくはファルディオにつっかかる。

「どんな得意魔法だよっ、どんな！　そりゃ試ためしにでも使えないよね！」
















「う、うっせぇ！　し、仕方ねぇだろ！　他の魔法は全然上手うまく発動しねぇのに、なぜかこれだけ百発百中で出るんだよ！」

「な、なんて悲しい才能……」

　ぼくはファルディオに心底同情するも、ファルディオにとってはその方がキツかったらしい。顔を真っ赤にしたまま、喚わめく。

「うっせぇよ！　馬ば鹿かにすんな！　お前これ、禁忌魔法だぜ!?　究極魔法だぜ!?　これが使えるヤツは、百年に一人出るかどうかっつう話なんだぜ!?　それだけが初しよっぱなから完かん璧ぺきに使いこなせるなんて……俺様にはどんだけ火属性の才能が宿ってんだっっつう話だろ！　大魔導師名乗って、なんの問題があるよ！」

「今地味に、それ以外の魔法が全く使えないことまで吐と露ろしなかった!?」

「ぐ……！　い、いいんだよ！　究極魔法使えるんだから、それで充じゆう分ぶんだろ！」

　ファルディオの酷ひどい言い訳に、ルウが大きく嘆息を漏もらす。

「そんな魔法一つで旅に出れば、そりゃあ、すぐあの様なピンチに陥おちいりますな……」

「ああ……」

　なるほど。一人で旅していた割には、全然魔物対策出来てなさそうだったけど……魔法に無む駄だな自信持ってたからか。

　ぼくとルウが心底失望した目で見ていると、ファルディオはヤケクソ気味に叫さけんだ。

「ば、ばか、トオル、お前、俺だって、つ、杖さえありゃ、ヘルファイアで──」

「自分が丸まる焦こげになるだけでしょ!?」

「ふ、甘いなトオル。俺のヘルファイアを、普ふ通つうのヘルファイアと思うなよ」

　なぜかここに来てドヤ顔のファルディオ。……ま、まさか！

「ファルディオ、もしかしてヘルファイアの魔法を自分なりに改良とかして──」




「俺の全魔力を地獄の炎に変へん換かんしたところで、実際カスみたいな威い力りよくしか出ねぇのさぁ！」




「それ全然誇ほこることじゃないよねぇ!?」

　ぼくが全力でツッコミ、ルウが呆あきれ返る。

　その後もファルディオのみっともない言い訳は、村に到とう着ちやくするまで延々と続いたのであった。




　　　　＊




　そうこうして、なんだかんだでいよいよ村に到着──という段になったところで。ファルディオが「あ、そうだそうだ」と少し慌あわてた様子で切り出してきた。

「お前ら、この村じゃ『勇者』だなんて、名乗るんじゃねえぞ」

「へ？　ぼく、女神教会ってところに報告しなきゃなんだけど……」

　ルウを見ると、彼もこくりと頷く。ファルディオが面めん倒どうそうに赤い髪かみを搔かいた。

「おい馬鹿、女神教会になんて行ってみろ。即そく座ざに勇者たるお前の行動は、ガッチガチに束そく縛ばくされるんだぞ。トオルはそれでいいのか？」

「え？　そうなの？」

　ルウに訊たずねる。彼は非常に微び妙みような表情をしていた。

「そ、それはそうなのですが、しかし、決まりが……」

「ほぅらみろ！　女神教会ってのは今も昔もそういうとこなんだ！　あー、やだね、やだやだ！　まったく、これだからヤツらときたら──」

「？　ファルディオは、女神教会に何か恨うらみでもあるの？」

「ん？　ああ、いや……」

　彼は少し気まずそうに鼻の頭を搔いた後、「とにかくだ」と話を元に戻もどした。

「お前が今後もしばらく自由に行動したいなら、俺は女神教会に召しよう喚かん報告なんかしないのをオススメするね！」

「何を勝手な！　ご主人はルウと一いつ緒しよに教会を目指すと決まって──」

「お前だって、その大好きなご主人の傍そばにいられる機会が減るんじゃねえの？　教会のサポートがついたら、正直使い魔なんてほぼ用済みだろ？」

「う、それは……」

　ルウも押し黙ってしまう。ファルディオは畳たたみかけるように続けてきた。

「とはいえ、まあどうせいつかはバレるんだ。だったらせめてそれまでは、自由にこの世界を旅したらいいじゃねえの。な？　な？」

「うーん……」

　ぼくはどうしたものか迷った。確かに、名前からして女神教会というのは、真ま面じ目めな組織っぽい。ガチガチに行動縛しばられちゃう、というのもルウの反応を見るだに事実だろう。確かにそれは嫌いやだ。でも、ぼくはさっさと目的を達成して一刻も早く自分の世界に帰りたいわけだし……。それに、そもそも──。

「どうして、ファルディオがそんな必死なの？」

「え？」

「いや、ぼくの行動が縛られようとどうしようと、ファルディオには無関係でしょ？」

「えーと……それは……あれ……ほら……あれだ……」

　ファルディオの視線が急に泳ぎ出す。……んー？　何だ？　何で彼は……。

　ぼくらが不ふ審しんに思っていると、彼はあからさまに怪あやしい態度で「ぴゅー」と下手な口笛を吹ふいた挙句、本音を隠かくそうと必死の、奇き妙みようで露ろ骨こつな笑顔で、ぼくらに提案してきた。




「お、俺、し、しばらく、お前らと一緒に旅してやっても、いいかもなー、なんて……」




『（なんらかの下心が丸出しだぁー！）』

　彼のその態度に、ぼくとルウはドン引きする。こ、ここまで演技が下手な大人、ぼく、初めて見たよ！　なんだ、この、欲よく望ぼう丸出しの顔は！　何を狙ねらっているのかは分からないけれど、とにかく邪じや悪あく！　いや、一周回ってむしろ純じゆん粋すい！　だけど乗りたくない！　彼の提案には、激しく乗りたくない！

　そんなわけでぼくとルウはくるっと彼に背を向けると……村へ向けてダッシュした！

「あ、おい！　ちょ、聞けって！　女め神がみ教会のことは置いておいても、この村は──」

　ファルディオが何か言っているけど、無視。一目散に村の入り口に向かう。

　木で出来たアーチ上の看板にはなにやら村の名前らしき文字が記されていたけれど、ファルディオの手帳と同じでぼくにはさっぱり読めない。……何語？

「ヴェリール村、らしいですぞ」

　ルウが訳してくれる。それを受けてもう一度看板を見てみたけど、やっぱり今一つピンと来なかった。英語やローマ字とは全然違ちがう文字。ぼくの知識内で一番近いのは、社会の教科書で見た「象形文字」っていうのだけれど……よく分からないや。

　そんな解読不能アーチをくぐりながら、ふと、字は全く読めないのに言葉が通じているのはなんでなんだろうと考える。すると、それを察したらしいルウが解説を始めた。

「ずばり、その理由には勇者という存在の有り方が密接に関連しておりまして──」

「簡潔に一言で」

「それが勇者というものだからです」

「ＯＫ」

　分からないけど分かった。ぼくはテレビがなぜ映るのかも全然分からないけれど、特に困ったことがないし。これで充分だ。でも、文字が読めないのは少し不便だなぁ。

　ファルディオに追いつかれないよう、村の中まで駆かけつつ、辺りの様子を見回す。

「なんか、キャンプ村みたい」

　それが、ぼくの第一印象だった。ログハウスのような家が建ち並び、家と家の間かん隔かくが広い。それらの全てが平屋か二階建てで、コンクリで出来たマンションなんて当然ない。

　道は、村の入り口から続く大通りこそ煉れん瓦がで舗ほ装そうされていたけれど、他ほかは踏ふみ固められただけの土道。文化の違いなど関係なく、「田舎いなかの村だな」という印象だった。

　しばらく大通りを進むと、どうやら村の中心と思われる広場に出た。煉瓦が円形に敷しき詰つめられ、それを取り囲むように、路面店が軒のきを連ねる。

「村の中心地っぽいのに、あんまり人がいないね」

　キョロキョロと辺りを見回しながら言うと、ルウが「ま、田舎ですからな」と応じてきた。広場の真ん中まで行き、一いつ旦たん立ち止まって様子を覗うかがう。一応、青果店的な店には地元の人間と思われるおばちゃんが数人いたのだけれど……とても話しかける勇気が出ない。

「教会か宿の場所を訊ききたいですな。そして丁てい寧ねいなトリミングを受けたいものですな！」

「うん、教会の場所を訊たずねよう」

　後半は聞かなかったことにして頷うなずく。……一応、ファルディオの忠告は少し引っかかっていたけれど、生憎あいにく今のぼくにはチンタラ異世界観光している余よ裕ゆうなんかない。まずはルウの指示通り、女神教会を目指そうと思っていた。……が、ぼくはこれまでの人生、「人に道を訊ねる」ということをしたことがない。しかも相手が初対面の大人で、おばちゃん集団。ハードルが高すぎる。

　またこのおばちゃん集団が、意外と普通の服装（ファルディオみたいなのじゃなくて、ぼくの世界でも普通にありそうな着衣）なものだから、なんだかこう、「ここは異世界だし」的気分補正もなくて、少し物もの怖おじしてしまう。

　お店の従業員さんに訊こうにも、ぼくにとっては何の店か分からない場所だらけで、やはり入りづらい（謎なぞの民芸品らしきものを売っているおじいさんとか、超ちようハードル高い！）。

　そんなわけでしばし広場の中心で立ち往生していると……ふと、ぼくらが来た方とは反対方向から、ぼくと同年代ぐらいの女の子が一人で歩いてくるのに気付いた。

　しめたと思い、ぼくとルウは彼女の下もとへ走る。

「すいませーん！」

「はい？」

　手を振ふりながら声をかけると、女の子がこちらを向いて立ち止まる。緑色の長い髪を緩ゆるく背中で編んだ、鮮あざやかなブルーの瞳ひとみをした女の子だった。

「（わ、なんか、すっごい神秘的で可愛かわいらしい子だな……）」

　流石さすがにぼくのクラスには全くいないタイプの女の子だったため、いざ近付くと少し緊きん張ちようしてしまったものの、道を訊ねるだけだと気を引き締しめ直し、質問を投げかける。

「えっと、道を訊きたいんだけど、いいかな？」

「あ、はい、いいですよ」

　あ、敬語で返されちゃった。んー、同年代だからタメ口が自然かなと思ったんだけど……ぼくも敬語使った方がいいのかな？　実際、ぼくらの年代はこの辺がとてもフクザツだ。敬語使ったら使ったで、大人に「ませてる子だなぁ」とか言われちゃうんだもんなぁ。どうしろっていうんだよ、まったくもう！

「あの……？」

　女の子が首を傾かしげる。ぼくは普段通りの自分で行くことに決めて、続けた。

「あ、ごめん。えーと、教会ってどこにあるかな？」

「教会ですか？　それなら、あちらに、あるはあるんですが……」

　言いながら、広場から緩やかに上る一本道を指す彼女。言われてみれば確かに、奥に民家とはちょっと雰ふん囲い気きの違う、白い建物が見える。ぼくが礼を言うと、彼女は「いえいえ」とにっこり微笑ほほえみつつ（可愛い！）、しかしすぐに申し訳なさそうに付け足してきた。

「でも、今あそこには、神父さんがいらっしゃらないんですよ」

「え、そうなの？　いつ帰ってくるの？」

「えっと、それがですね……」

　少し歯切れの悪い様子の彼女。事情は分からないけど、とにかく神父さんが帰ってくるアテがないことだけは、伝わって来た。ぼくとルウがハァと溜ため息いきを吐ついて肩かたを落としていると、彼女が少し慌てた様子でフォローしてくる。
















「あ、でも、隣となりの闘とう技ぎ都市ルザルまで行けば、大きな女神教会がありますので！」

「えーと、そこは近いの？」

「はい近いですよ！　急いで歩けば二日で着きますから！」

「……あそう」

　ぼくとルウは再び溜息を吐く。うーん、こりゃもう今日は無理だな……。

　流石に観念して宿の位置を訊ねる。すると今度は妙みようにハキハキした様子で、宿までの詳くわしい道を教えてくれる女の子。ぼくとルウが礼を言って歩きだそうとすると、彼女は「あ、ちょっと待って下さい」と引き止めてきた。

「あの、もしかして行商人さんの息子むすこさんですか？　まさか引っ越こし……ってことはないですよね、こんな時期に」

「はい？」

「あ、その、えと……この村に私と同じぐらいの子供が来るなんて、とても珍めずらしいんで」

「あー……」

「見たところ、他に同行者の方もいらっしゃらないみたいですが……」

「えーと……」

　唸うなってぽりぽりと頭を搔く。う、うーん、これは、なんと説明したものなんだろう。ルウの方を見ると、彼はどこか自信に満ちた様子でぼくを見つめ返した。

「言ってあげなされ、ご主人！」

「きゃっ」

　ルウが喋しやべった瞬しゆん間かん、女の子が驚おどろきの声を漏もらす。広場の衆目が集まった。ぼくは少し迷うも、しかし素す直なおに言う以外選せん択たく肢しもないだろうと腹を括くくり……頰ほおを赤くしながらも、名乗ることにする。

「ぼ、ぼくは、その、勇者……みたいで」

「え、勇者って──」

　女の子の瞳が一ひと際きわ大きく見開き、その言葉に周囲の人々も驚きの表情を見せ──ようとした瞬間、頭を背後からわしゃっと何者かに摑つかまれた！

　同時に「まったくこいつぁ！」という、聞き覚えのある男性の声が広場に響ひびき渡わたる。

「まーた馬ば鹿かなこと言って！　ああ、ごめんなお嬢じようさん！　こいつ、ちょっと妄もう想そう癖へきあってよ！　まあ正直痛いヤツだけれど、仲良くしてやってくれよな！」

「え、あ、は、はい」

「ちょっ」

　ぼくは彼の手を振りほどき、背後を振り返る。そこにいたのは案の定、赤あか髪がみのローブ青年……ファルディオだった。彼は、ぼくとルウが抗こう議ぎの声を上げる暇ひまもなく、衆人全員に聞こえるようなガサツな声で説明する。

「ああ、俺は旅の魔ま法ほう使つかいファルディオだ、よろしくな！　で、コイツは俺の弟で子しみたいなもんの、トオル。で横に浮ういているのは、魔法人形のルウだ。魔法都市ルーンへイムでしか売ってない、レアな人形なんだぜ！　よく出来てるだろう？」

「あぁ、ルーンへイムの……どうりで」

　女の子は得心がいった様子で微笑み、その説明で「勇者」の言葉に反応していた衆人達も、それぞれの生活に戻もどり出す。

　ほっとしたのも束つかの間、ルウが早さつ速そくファルディオに抗議を始めた。

「ルウは人形ではありませんぞ！　失敬な！　ルウは、誇ほこり高き勇者様の使い魔──」

「っつう設定の人形なんだわ。痛いトオルにはピッタリだろ？」

『なっ──』

　その説明にぼくとルウが愕がく然ぜんとする中、しかし、女の子がおかしそうにクスクスと笑う。

「ええ、そうですね」

『にゃー!?』

　ぼくとルウが奇き声せいを上げる。なんだか良くわからないけど、この勘かん違ちがいは非常に不本意だ！　勇者としての自覚なんか未いまだ全然ありゃしないけれど、それでも変な子と思われるのだけは納なつ得とくいかない！

「ちょ、違っ、ぼくはホントに勇者──」

　そう言おうとして、しかし、先に「妄想癖」なんて紹しよう介かいされてしまっている以上、この発言は更さらに痛々しいことになるだけだと悟さとり、思わず口ごもる。……くぅ、ファルディオのヤツ！　これじゃあ、ぼくもルウも完かん封ぷう状態だよ！　もうっ、怪かい力りきの証明としてそこら辺の木でも引っこ抜ぬいてやろうかな！　いや迷めい惑わくか！　じゃあ住居の壁かべをパンチで砕くだいて──もっと迷惑だ！

　ぼくとルウが唸っていると、女の子が「じゃあ私はこれで」とクスクス笑いながら一礼してきた。

「おう、じゃまたな。えーと……」

「あ、サクヤです。サクヤ・ルーン」

「じゃあな、サクヤ！　俺達この村で一いつ泊ぱくするから、また会ったらよろしく！」

「はい。では失礼しますね、ファルディオさん、トオルさん、それにルウちゃん」

「あ、うん、じゃあね、サクヤ」「失礼致いたしますぞ、サクヤ殿どの」

　ばいばいっ、と小さく手を振る彼女に、ぼくとルウは作り笑いを浮かべて手を振り返す。そうして、彼女の姿が見えなくなったところで……ぼくらは、鬼おにの形相でファルディオを睨にらみ付けた。

「どういうつもりでございますかっ！」

　ルウが彼の顔のすぐ傍そばまで飛んで怒ど鳴なる。ファルディオはしかし、まったく悪びれた様子もなく返してきた。

「どういうつもりも何も……感謝して欲しいぐらいだぜ、まったく。間かん一いつ髪ぱつだったんだからな、お前ら」

「間一髪って、何がさ」

　ぷくっと頰を膨ふくらませつつ訊たずねるぼく。ファルディオは「だからぁ」と続ける。

「あのままだったら……最悪、二人とも一週間後には命を落とすハメになってたかもしんねぇんだぞって話だよ」

『──は？』

　意味が分からず、ルウと二人ぽかんとする。ファルディオは面めん倒どうそうに頭を搔かいた後、嘆たん息そく混じりに、呟つぶやいた。




「今のこの村で勇者だなんて名乗ったが最後……お前ら、無残にも八やつ裂ざきにされちまうのがオチだぜ？」




『……………………はいぃ？』




　──ぼくとルウの間の抜けた声は、ことのほか大きく広場へと響き渡ったのであった。




　　　　＊




　結局その日は早々に宿を取ることとなった。正直ぼくには疲つかれなんてまるでなかったのだけれど、ファルディオはすっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子だったし、ルウも「確かに、教会へ向かう前には身を清めなければですな！」と妙に前のめりだったため、ぼくも渋しぶ々しぶそれに従ったのだ。

　実際先を急ごうにも、この二人がいなければぼくは右も左も分からない。はやる気持ちを抑おさえ、しかし先頭を歩いて宿へ向かうと、そこでぼくらを迎むかえたのは意外な人物だった。

「いらっしゃいませ！」

「あれ？　サクヤ？」

「はい」

　宿の扉とびらを開けて真っ先に視界に入ったのは、ついさっきまで一いつ緒しよだった緑髪の女の子だった。ぼくに続いてファルディオとルウも入室する中、サクヤは悪戯いたずらな笑顔で、冗じよう談だん交じりの挨あい拶さつを告げる。

「またお会いしましたね、皆みなさん。そろそろ来る頃ころかなって思っていました」

　クスクスと笑うサクヤに、ぼくらの背後からファルディオが訊ねる。

「なんだ、宿屋の娘むすめだったのか、お前」

「はい。この村に宿はうち一軒だけですから、結構あるんですよ、こういうこと」

　なるほど、宿屋さんの娘さんなら、ぼくと同年代なのに敬語が様になっていることも説明がつくかな。ぼくはなんだかほっとした。

　サクヤに案内されて玄げん関かんを抜けると、恰かつ幅ぷくのいい、人の良さそうなおかみさんがぼくらを出迎えてくれた。

「いらっしゃい、お客さん。二名様でいいかい？」

「おう、頼たのむ──」

「三名様で！」

　ファルディオが応じかけた時、ルウがそれを遮さえぎるように叫さけぶ。室内の空気が止まり、おかみさんが額に妙な汗あせを滲にじませる中、ルウが重ねて一言。

「三名様ですぞ、おかみ！」

「…………えーと」

　目が泳ぐおかみさん。そりゃそうなるよね！　っていうか、やっぱルウの存在って普ふ通つうにこの世界でも「なし」なんじゃん！

　固まるおかみさんに、サクヤが何か耳打ちする。と、おかみさんは「ああ、魔法のお人形さん……」と何か納得した様子を見せると、すぐに笑顔で対応した。

「では、三名様ですね。かしこまりました。こちらへどうぞ」

「おかみ！　ルウには是ぜ非ひ、専用のシャンプーと寝ね床どこをご用意下され！」

「はい、かしこまりましたよ。後でちゃーんと、ルウさん用の、泡あわ立だちのいいシャンプーをお持ち致しますからねー」

「うむ、くるしゅうないぞ、おかみ！　ここはいい宿ですなっ、おかみ！」

「ははっ、もったいのうお言葉ですー」

　そんなやりとりを交かわしながら、廊ろう下かを進んでいくルウとおかみさん。

　……大人っ！　おかみさん、超ちよう大人！　なんかぼく、感動したよ！　振ふり返ると、ファルディオも「あれ、本来ハエ叩たたきで殴なぐられても文句言えねぇぞ」と感心した様子だった。

「あ、そうだ」

　そんな中、サクヤがハッと気付いた様子で、こぢんまりとしたカウンターのノート（紙束？）を開く。

「こちらに記帳頂きたいのですが……よろしければ私の方で書いておきましょうか？」

「おう、悪いな。よろしく頼むわ」

　ファルディオの依い頼らいを受け、サクヤは自らカウンターに向かうと、声で確かく認にんしながら記帳を始める。

「『ファルディオ』さんに、『ルウ』ちゃんに、それと……」

「あ、ぼくは──」

「はい、確か『妄想癖の痛い人』でしたね！」

「なんでそっちの紹介で覚えてんの!?」

「あ、すいません、私ったら何を……。いっつもこうなんです。どうも、本音がぽろっと出てしまうタイプでして。失礼致しました」

「どちらかというと今の発言の方が失礼だったよ！」

「では改めまして、『自じ称しよう・勇者の無職（十歳）』と……」

「なんでそんな犯罪者みたいな書き方すんの!?　トオル！　ミカミトオルでお願いします！」

「これは大変失礼しました！　駄だ目めですね、私。ホント、本音出す癖くせ直さないと……」

「それ以前にその反省をいちいち口にする癖を直してよっ！」

「では改めまして、『ミカミトオルを名乗る少年』ということで──」

「不信感！　ぼくに対して、どうにも拭ぬぐいきれない不信感を抱いだいていらっしゃるようで！」

「そんなことは！　心外です！　私はトオルさんのこと、変わったお人形さんに勇者設定を信じ込ませている、友達のいない可哀かわい想そうな男の子としか思っていませんよ！」

「心外なのはこっちだよ！」

「おーい、お前ら、ガキんちょ同士でじゃれるのは部屋に荷物置いてからにしろよー」

『あ、はーい』

　というわけで、世界を跨またいでも変わらない、同年代同士だけで伝わる変なノリのじゃれ合いもそこそこに、ぼくらは素す直なおにファルディオ達の後をトテトテと追ったのだった。
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　部屋に入ってすぐ、ファルディオが昼ひる寝ね、ルウがバスタイム（おかみさんに用意して貰もらった洗面器にちゃぽんと浸つかっていた。悔くやしいけど可愛かわいかった！）を始めてしまったので、元気と時間を持て余したぼくは、サクヤに頼んで村を案内して貰うことにした。

「と言っても、この小さな村に見るところなんて殆ほとんどないんですけどね」

　宿を出てすぐ、サクヤは笑え顔がおで肩かたを竦すくめつつそんなことを言う。しかしぼくはすぐにそれを否定した。

「絶対そんなことないさ！　ぼくからしたら、珍めずらしいことばっかりに決まって──」

「？　そうですか？　本当に特色のない、普通の村なんですけど……」

　サクヤが不思議そうにぼくを見る。……しまった。ぼくがこの世界に関して無知な理由をつけないと。正直こういう噓うそつくのは凄すごく面倒だから、素直に異世界から来た勇者だって名乗っちゃいたいのだけれど……。でも、宿に向かう道すがらも、ファルディオには「絶対名乗るな」って結構真しん剣けんに釘くぎを刺さされてしまったしなぁ（詳くわしい理由は未いまだ不明）。

　ぼくは少し迷った末に、とりあえず、噓と真実の中間辺りに落としどころを定めた。

「実はぼく、ここから凄く遠いところの出身でさ。そこじゃあ、その……こことは全然違ちがう、独特の文化があって、ずっとその中で生活してたから、こっちの方じゃ見るもの全部珍しいっていうか、初めてっていうか……」

　うん、この言い訳は自分でも上出来だと思う。サクヤもすっかり納なつ得とくした様子で「なるほどー」と唸うなり、ぼくを見つめてきた。

「確かに、言われて見れば、トオルさんは不思議な格好なされてますよね」

「あ、うん、そう。この辺じゃ珍しい服でしょ？　うちの地域の、特産」

「へー。なるほど、特産ですか。ヴェリール村で言う、ゴムックスみたいなものですね」

「？　ご、ごむ？」

　聞き慣れない単語に思わずどもる。えーと、これは、この世界じゃ普通知らなければいけない単語だったのだろうか？　何か疑われるかなと心に冷や汗を搔いていると、しかしサクヤは少し意外そうに小首を傾かしげただけだった。

「あれ、知りませんでしたか、ゴムックス。うちの村に来る人は、全員それが目当てだと思っていたのですが……」

「あー、えーと、ぼくはその、ファルディオにくっついて旅してるだけだから……」

「そうなんですか。あ、じゃあ、折角なんで今から一緒に見に行きましょうよ、ゴムックス！」

　サクヤが顔の前で手を合わせ、名案とばかりにはしゃぐ。……うん、なんか彼女が物凄く善意で言ってくれているのは分かるのだけれど、正直、ぼく側はテンション上げ辛づらい。なんだゴムックスって。何一つ想像がつかないんだけど。

「えーと、サクヤ？　そのゴムックスって、一体……」

「まあまあ！　見れば分かりますから！　いいですよー、出来たてのゴムックス！」

「で、出来たて？」

　意気揚よう々ようと歩き出したサクヤに、ぐいっと腕うでを引っ張られるぼく。ぼくは頭の上にクエスチョンマークを沢たく山さん浮うかべつつ、彼女に連れられて歩いた。

　出来たてのゴムックス……うーん、やっぱりこれは特産の料理とか、そういう──

「少し歩きますけど、折角なんで行きましょう！　ゴムックス工場！」

「工場!?　え、工場!?　ゴムックスって、工場で作られてるの!?」

「はい、勿もち論ろんですよ」

　笑顔のサクヤ。こ、工場か……。のどかな田舎いなかの村から、まさかそんな単語が出るとは……。しかしそうなると、ゴムックスって一体……。食べ物じゃないのか？

「サクヤ。それってさ、食べたりすることは……」

　ぼくのその質問に、サクヤは顎あごに人指し指を当てて「んー？」と唸ると、少ししてから笑顔で答えてきた。




「素材は食べられますけど、食べると、そこそこの確率で、死ぬと思います」




「どういうこと!?」

　なんかナゾナゾみたいなこと言われたよ！　食べたら死ぬ物は、食べ物じゃないよねぇ!?　でも食べられるの!?　ええ!?　なに!?　ゴムックスって、何!?

「そ、それは、随ずい分ぶんと危険なものなんだね」

「そうですねー。以前工場で事故が起こった時なんか、辺り一帯、しばらくありとあらゆる生物が立ち入れない状じよう況きようになりましたし」

「なんか物もの凄すごくきなくさい話になってきてない!?」

　田舎の村に、危険な怪あやしい工業施し設せつ。生物が立ち入れなくなる事故。…………。

　こ、ここファンタジー世界だよねぇ!?　なんかぼく、こういう感じのことで国と住民が揉もめている類たぐいの重たいニュース、テレビで見たことあるんだけど！

「た、大変なんだね、ゴムックス作り……。そんな、危険な物扱あつかうなんて……」

「そうですね。でも……うちの村ぐらいになると、それが逆にクセになってるって人も、結構いるんですけどね」

「それがクセに!?　なんかすっごい怖こわいよっ、ヴェリール村！」

　慌あわてて周囲を見み渡わたす。笑顔で道を行き交かうおじさんおばさんが、急に物凄く恐おそろしく見えて来た。な、なんなんだゴムックス！　中毒性まであるのかよっ、ゴムックス！

　サクヤが更さらに恐ろしい説明を続ける。

「この村の人は、全員がゴムックスとともにあると言っていいですね」

「なんかバイオ○ザード新作の舞ぶ台たいとかになりそうな村だね！」

「あ、勿論沢山輸出もしていますよ。少し大おお袈げ裟さに言えば、この大陸が既すでにゴムックス大陸と言っていいですね。なんせゴムックス、リピート率が凄く高いですから」

「ご、ゴムックース！」

　なんかもう叫ばずにいられなかった。唐とう突とつに、ファルディオの忠告が鮮せん明めいにフラッシュバックする。

「（今のこの村で勇者だなんて名乗ったが最後……お前ら、無残にも八やつ裂ざきにされちまうのがオチだぜ？）」

「ゴムック──────────────────────────ス！」

「うふふ、そんなに楽しみですか、ゴムックス。工場についたら、是非トオルさんも使ってみて下さい。絶対虜とりこになってしまいますから！」

「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃいやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！」

　抵てい抗こうしたいのに、あまりの恐きよう怖ふに腰こしが抜ぬけ、勇者補正を受けた力も全く意味をなさない。

　そうしてぼくは、ずるずる、ずるずると、サクヤに引き摺ずられて森の中に消えていったのだった。

　……どうやら、ぼくの冒ぼう険けんは、ここまでのようだ。
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「まあ、そりゃそうだよね」

「？　何がですか？」

　ゴムックス工場に到とう着ちやくして早々に、そこで作られていると思おぼしき製品が視界に入り、ぼくは安あん堵どと落らく胆たんの入り交じった嘆たん息そくを漏もらした。

　不思議そうにぼくを見るサクヤに、ぼくは広場の片かた隅すみを指差しながら確かく認にんをとる。

「あそこの木箱にこんもり盛られているヤツ。あれが、ゴムックスでしょう？」

「あ、見えちゃいましたか。そうですよ。あそこにあるのは、まだ着色とかしてないので完成品じゃないですけど、あれが、ゴムックスです」

「ああ、やっぱり……」

　呟つぶやきながら改めて眺ながめる。森の中に建設された石造りの巨きよ大だい施し設せつ──ゴムックス工場のその手前、資材置き場と思われる広い空間の片隅に、それは乱雑に山積みされていた。

「まさか、ゴムックスがただの『靴くつ』だったなんて……」

　ぼくの視線の先には、こんもりと積まれた靴の山。それは、真っ白で靴紐ひもさえない、シンプルにも程ほどがあるカタチではあったけど、間違いなくぼくの世界で言う「スニーカー」とうり二つの形状をした製品だった。

　ぼくの反応に、サクヤが腰に両手を当てて、少し怒おこった様な表情を見せる。

「ただの靴じゃありません！　ゴムックスです！」

「え？　ああ、うん」

　正直ぼくの発言の何が悪かったのかよく分からず、曖あい昧まいに頷うなずく。サクヤはやはりそんなぼくが気に食わないらしく、少し強めにぼくの手を握にぎると、再び工場に向けて歩き出した。

「是ぜ非ひ中で、見て、触さわって、感じて下さい！　履はき心地ごこち、反発性、衝しよう撃げき吸収性は勿論、耐たい電でん、耐熱スコアにおいても他ほかの追つい随ずいを許さぬ耐久性！　更には抜ばつ群ぐんの撥はつ水すい性能まで！　さあさあ、どうぞどうぞ！　ゴムックスの良さが、すぐに分かりますから！」

「う、うん」

　ここで、ようやく「あ、ゴムックスはブランドみたいなものなのか」と察しがついた。確かにそれっぽい名前だ。……いや、でも、あまりにそれっぽすぎないか？

「（あ、これがルウの言ってた『意訳』ってやつかな）」

　そういえば、宿を出る前、ルウにそんな説明も受けたなと思い返す。この世界の住人の言葉は、ぼくが聴ききとる際、勇者の能力で「ぼくにとって分かりやすく」翻ほん訳やくされているらしい。だから実際のところこの製品名は「ゴムックス」っていう発音じゃないのだろう。ぼくの認識するニュアンスとしては、それが一番分かりやすいってだけで。

　ん、待てよ？　だったら、ぼく側が、彼女達に分からなそうな、ぼくらの世界独特の単語使ったら、どうなるんだろうか？

　ぼくは試ためしに言ってみることにした。前をずんずん歩く彼女に、声をかける。

「ねぇねぇ、サクヤ」

「はい？　なんですか？」

　足を止めて振ふり返る彼女。ぼくは、この世界になさそうな言葉を使ってみた。

「今度、秋あき葉は原ばらでブルーレイレコーダーを買おうかと思うんだけど、どう思う？」

　ぼくのお試し質問に、サクヤの動きが止まる。や、やっぱり意味不明だったかな？

　ぼくが少し緊きん張ちようして見守る中。彼女はしばらく固まった末に……ふいにぽっと頰ほおを赤らめたかと思ったら、意外な答えを口にした。




「ト、トオルさん。そういう卑ひ猥わいな言葉を人前で言うのはどうかと……」




「ええ!?」

　まさかの回答に愕がく然ぜんとするぼく。見ればサクヤは、今や耳まで真っ赤になっていた。

「トオルさんって……見た目より………………。……なんかガッカリです」

「えええええ!?　いや、え、なんの話!?　ぼく、なんて言ったの!?」

「っ！　や、やめて下さい！　なんて破は廉れん恥ちな！　最低です！　宿のお客様だからって、なんでも許されるわけじゃないんですよ！」

「えええええええ!?　ちょ、ええ!?　ご、ごめん！　違ちがう、そういう意味で言ったんじゃないんだよ！　誤解だって！　っていうか、え、ブルーレイが駄だ目めなのかな──」

「やめて下さい！　それ以上は、結けつ婚こんして第二子を産んでからの領域ですよ！」

「なんかすっごい大人の言葉なんだねブルーレイ！」

　サクヤが本当にぼくを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見つめてきている。これはまずい。

　ぼくはこれ以上詮せん索さくするのをやめ、とりあえず、さっきのはぼくの地元の方言では違う意味で、悪気はなかったんだとフォローしておいた。意外にもサクヤはそれをすんなりと受け入れ、「ですよね。あんな言葉を本気で使う子供がいたら、悪あく魔ま払ばらいさんを呼ばなきゃですもんね」と笑え顔がおを見せてくれた。……ぼく、ホント、なに言ったんだよ……。

　とりあえず、意訳システムが案外アテにならないことは分かった。今後は、不用意にぼくの世界独自の言葉を用い過ぎないようにしよう。

　そんなこんなしながらも、ぼくらは工場の中に足を踏ふみ入れる。

「うわっ。すっげぇー！」

　そこに広がっていた光景に、ぼくは思わず声をあげてしまう。サクヤがどこか自じ慢まん気げに胸を張る傍かたわらで、ぼくは、夢中になってあたりを見回した。

　そこは確かに、大量の作業員が一心不乱に靴を作っている「靴工場」でしかなく、本来ならぼくが食いつくものでもなかったのだけれど……その工程が、どこをとっても、夢と不思議に溢あふれていた。

　まず目についたのは、工場の中心に浮うかぶ巨大な球体。圧あつ倒とう的てきな存在感を誇ほこるそれは、よぉく見ると、表面全体が波打っている。どうやらあれは液体の塊かたまりらしい。ぼくは宇宙飛行士が無重力空間に水を浮かべるテレビ中ちゆう継けいを思い出した。

　球体の下には優勝カップのような巨大な金色の受け皿。工場の操業が終わったら、液体があそこに降りるのだろうか。

　そんな工場の中心を、ぐるりと取り囲むようにして、工員と思われる人々が机を並べる。

　ある人は、見えない型に液体を流し込んで靴底を作り。

　ある人は、浮ふ遊ゆうさせた靴底に、なめした動物の革かわを器用に縫ぬい付け。

　ある人は、光る指先で製品に着色を施ほどこす。

　そんな風に各所で様々な作業をする工員達の下もとへは、時折、例の球体からぴゅーっと弧こを描えがく様に宙を渡わたって液体が引かれていく。どうやら、あれは原料の塊らしい。

　更に、各工員のデスクには、赤や青や黄の、思い思いの色をした光の玉（光源）が浮遊しており……そのせいなのか、工場全体が、ただ靴を作っているだけとは思えない、素す晴ばらしく幻げん想そう的な雰ふん囲い気きに包まれていた。

「……すっげぇ……」

　圧倒的な現実離ばなれした光景にただただ感かん嘆たんの声を漏らしていると、サクヤが嬉うれしそうに笑いながらぼくの隣となりに並んだ。

「そうでしょう？　初めて見る方は皆みなさん、感心されますよ」

「うん！　これすっごいよ、サクヤ！　ぼく感動した！　今まで見たものの中で、一番凄すごい！　ホント、一番凄い！」

「ふふっ、ここまで喜んでくれる人は、中々いないですけどね。ありがとうございます」

　サクヤがはにかんだ笑みを漏らす。本当にこの工場が、村が、誇らしいといった様子だ。それも当然だと思う。こんなに凄い工場が家の近くにあったら、ぼくだって毎日見に行くし、友達に自じ慢まんしまくりたいもん！

　サクヤはぼくと同じように工場の光景を見つめながら、とても優やさしい顔で呟いた。

「ちっちゃな頃ころから、こうやって旅のお客さんを案内することが多かったせいでしょうかね。私、この村を褒ほめられることが、本当に嬉しくてたまらないんです」

「あ、ちょっと分かるよ、その気持ち。ぼくも、大好きな兄さんのこと褒められると、自分のことよりも嬉しい時あるもん」

「ふふっ、ありがとうございます。あ、じゃあ、そろそろ移動しましょうか」

「うん！　サクヤの大好きな工場や村を、もっと一いつ杯ぱい見せてよ！」

「はいっ、任せて下さい！」

　サクヤが本当に嬉しそうに笑うもんだから、なんだかぼくまで嬉しくなる。

　ぼくはそのまましばらく、サクヤと一いつ緒しよに工場内を歩いた。その間、ただただ「凄い」を繰くり返す。本当に素直な感想なのだけれど、そんな言葉しか言えない自分が、なんだかとてももどかしい。

　ぐるりと工場を一周し、最後に工場の一階、中心部へ降りる。真ん中の道を入り口から真っ直すぐに進み、球体の横を抜けて更さらに先へ行くと、一番奥の壁かべ際ぎわで作業しているお爺じいさんに視線がいった。彼の机の上には周囲より一際大きい光球が輝かがやき、よく見れば彼一人で型作り、縫ほう製せい、着色全すべての作業を並行している。だというのに、他の誰だれよりも素早く、丁てい寧ねいに靴を仕上げていた。

「ほぇ～」

　お爺さんの机の上に浮かぶ複数の靴を感心して眺める。魔法のことはさっぱりだけど、こういう人が「職人」とかっていう風に呼ばれるのだろうなと思った。

　彼の職人芸にぽけーっと見とれていると、気を利きかせてくれたのか、サクヤが作業の合間を見計らって声をかけた。

「モルジさん、お疲つかれ様です」

「ん、おお、なんじゃサクヤか。客人のご案内中かな？」

　言いながら僕を見る白しろ髭ひげのお爺さん。こんにちはっ、と少し緊張気味に頭を下げると、お爺さんは優しく微笑ほほえんで「はい、こんにちは」と挨あい拶さつを返してくれた。

　彼は自分の作業を中断して（でも靴は浮きっぱなしだ）、椅い子すから立ち上がり、汚よごれた作業着をパンパンと払はらいながらぼく達の方へとやってきた。

　モルジさんが手て袋ぶくろを外して、右手を差し出してくる。

「どうも、ここの工場長やらせて貰もらっとります、モルジです。よろしくお願いします」

　まさか大人の人からこんなに丁寧に挨拶されるとは思ってもみなかったため、ぼくは慌あわててズボンで手をごしごしと拭ぬぐって、握あく手しゆに応じた。

「は、はい、よろしくお願いしますっ！　ぼくは、トオルといいます！　四年生です！」

「よねん？」

「あ、いや、なんでもないです。よ、よろしくお願いします」

　緊張しきりのぼくに、にっこりと優しく微笑むお爺さん。手はしわしわゴツゴツとしながらも、妙みように柔やわらかく、そして温かい。その独特の温ぬくもりにぽーっとしていると、モルジさんは笑顔のままで、サクヤに話しかけた。

「ときに、サクヤ。こちらの坊ぼつちゃんは、どこの商人のご子息かの？　見れば身なりも洗練されておるし、さぞかし名のある大商人の──」

「あ、違いますよモルジさん。トオルさんはただの旅の方の、お供の方ですよ？」

「…………ただの、旅の、お供？」

　サクヤの説明を受けた途と端たん、モルジさんの笑顔が消える。そこにあるのは、驚おどろく程ほどの無。心なしか、握手したままの手が、硬かたく、冷たくなった気さえする。

　モルジさんはぼくを見る。びっくりするほど愛情のない目だった。

「……つまりなんだ、こやつ、特には──」

「？　ああ、はい。ゴムックスの市場規模拡大とは直結しませんね──」

「かっ！」

　瞬しゆん間かん、ぼくの手を振り払い、机に戻もどるモルジさん。彼はそのまま、まるでぼくなど最初からいなかったかのように、再び、黙もく々もくと靴くつ製作作業に打ち込みだした。……うん、何度見ても、鮮あざやかで素晴らしい技ぎ巧こうだ──って！

「ええええええ!?　ちょ、えええええ!?」

　思わず、モルジさんとサクヤを交こう互ごに見る。サクヤが苦く笑しよう混じりに口を開いた。

「そんなわけで、トオルさん。彼が工場長のモルジさんです」

「え、あ、うん。……って、そうじゃなくて！　あの、え？　ぼく、何か、モルジさんに失礼なこととかしたかな？」

「ああ、いえいえ。そうじゃないんですよ。モルジさんはですね、単純に……」

　あ、なるほど、職人気質かたぎというヤツか。ラーメン屋の頑がん固こ店主みたいな。必要以上に客と交流はしないけど、自分の技わざに絶対の自信があって、一心不乱に仕事に打ち込む、そういうタイプの人だというなら、なるほど、得心がい──。




「単純に、ゴムックスの商売上メリットのない相手には冷たいという、それだけですから」




「驚く程浅い人間性っ！」

　そんな露ろ骨こつな態度を子供に見せる大人がいるなんて！　ちょっとカルチャーショックだよ！　ぼくが愕がく然ぜんとしていると、モルジさんはこちらを見ないままで話しかけて来た。

「おい坊ぼう主ず。靴買わないなら邪じや魔まじゃから出てけ。これ以上は見学料とるでの」

「えええええ！　そ、そんなぁ。ぼく、この工場のこと、ホントに凄いと思って……」

「作業中にぐだぐだ五月蠅うるさいやつじゃのう。ええ加減にせんと、わしの顎あご髭ひげをこよりにして鼻に差し込むぞ」

「なにその斬ざん新しんな脅おどし！　わ、分かったよ！　靴買うよ！　おいくらですか！」

「三億ニールじゃ」

「なんだろっ、この通貨基準が一いつ切さい分からなくても伝わるっ、圧倒的ぼったくり感！」

「トオルさん、ちなみに普ふ通つうは一足二千ニールぐらいですよ」

「思った以上のぼったくり度合い！　そ、そんなに見学が邪魔なのっ、モルジさん！」

「いや別に。払って貰えたら儲もうけもんと思っただけじゃ」

「そんな気軽なノリで子供に人生左右する借金額を背負わそうとしないでよっ！」

「キンキン五月蠅い子供じゃのぅ。サクヤ、遊ぶなら外で遊びなさい。お前だって分かっとるじゃろう。今うちは……」

「はい……」

　サクヤがしゅんとした表情になる。

「……分かってます。でも、だからこそ、最後に……」

「その気持ちだけは貰っとくがの。しかし、だからといって大人の仕事を邪魔していいことには、ならんぞ」

「はい……すいませんでした、モルジさん」

「っぅ～！」

　思わず地じ団だん駄だを踏むぼく。

　サクヤが怒おこられてしまったのが悔くやしくて、でも大人の仕事を邪魔しちゃいけないのは事実で、でも、それが分かってもやっぱり対応が腹立たしいわで……心の中がごっちゃだ。

　ぼくはモルジさんに背を向けると、「行こうっ」とだけ告げて歩き出した。捨て台詞ぜりふの一つも吐はいてやりたかったけれど、この工場やモルジさんの技術に感動したのは事実で、その思い出まで汚けがすことなんかないんだと、ぐっと堪こらえる。

　サクヤが一礼だけしてこちらにやってくる。ぼくらはそのまま、真っ直ぐに工場を出ようとずんずん歩き始め──

「おい坊主」

　──ようとしたところで、背後から声をかけられた。視線だけ振ふり返らせると、モルジさんは相変わらずこちらも見ずに作業を続けている。

「……なんですか」

　また何か注意されるのだろうかと仏ぶつ頂ちよう面づらで訊たずねると、案の定、彼の口から注意が飛び出した。

「そんなボッロボロに汚れた靴で、うちの工場内を歩き回るでない。鬱うつ陶とうしい」

「っ」

　自分の足あし下もとを確かく認にんする。元々古いスニーカーだったけれど、今日森を彷徨さまよったり、魔物と戦ったりしたことで余計に傷いたんだらしい。ところどころほつれてさえいる。……確かにボロボロだし、ルウ曰いわく、この世界におけるぼくの衣服は元の世界で着用していたもののコピーらしいから、親に黙だまって履はき替かえちゃっても、全く問題ないのかもしれない。

　でも……それでも。

　ぼくは、モルジさんをキッと睨にらみ付けた。

「いいんだよっ！　これは……兄さんのお下がりの、大事な靴だから、いいんだ！　この工場の中の、どれよりも！　ぼくにとっては、一番の……最高の靴なんだからっ！」

「…………」

　ふと、作業の手を止めて、ぼくを睨み返すモルジさん。う……流石さすがに今のは失礼だったかな。つい、カッとなって言っちゃったけど。気付けば、工場内の他ほかの工員達も、ぼくを見つめている。うぅ……ぼくの「兄さんっ子」ぶりが、この場の全員に暴ばく露ろされた感じになってる……。恥はずかしい……。

　ぼくが顔を真っ赤にして俯うつむいてしまっていると、モルジさんが溜ため息いきをつく。

「知るか。大事な靴じゃろうがなんじゃろうが、ボロなもんはボロだ。工場を汚していい理由には全くなっていないじゃろ。これだから言動が理にかなっとらん子供は嫌きらいじゃ」

「う……」

　やばい、なんだか泣きそうだ。泣きたくなんてないのに。心を強く、硬くする練習だって、いつもしていたのに。こういう不意打ちには、情けないほどに耐たえられない。

　ぼくがぎゅっと拳こぶしを握にぎり込み、それを見てサクヤが何かフォローの言葉をかけてくれよう──としたところで、ふと、モルジさんが、工場の片かた隅すみにある段ボールを指差した。




「あそこにワシが作った失敗作の靴が余っとるから、一足履いてけ」




「……え？」

　意外な言葉に顔を上げると、しかし、モルジさんは既すでに作業に戻っており。特に声のトーンが優しくなるでもなく、変わらずぶっきらぼうに告げる。

「これ以上工場を汚されてはかなわん。それに、その珍ちん妙みようなボロ靴がそんなに大切だっていうなら、尚なお更さらそれでこんな田舎いなかを歩くでない。すぐに駄だ目めになるではないか。まったく、これだから子供っていうのは……」

　それからもブツブツ何か小声で言っていたが、全然聞き取れなかった。

　ぼくがぽかーんとしてしまっていると、サクヤが「ほら、折角なんだから、貰っていきましょう」とぼくの手を引っ張る。

　彼女に引かれて段ボールのところまで来ると、箱の中には工場で作られたと思おぼしき綺き麗れいな靴が山積みになっていた。そこから、ぼくにサイズの合いそうな靴をサクヤが何足かピックアップしてくれたので、ぼくは促うながされるままに試ためし履きしてみて、最終的にぴったりの一足を身につけた。

　物もの凄すごく履き心地ごこちがよく、体が軽い。まるで自分がスーパーボールになったみたいだ。勇者の力に遠えん慮りよしてあまり思い切りは跳はねられないけれど、全力を出せば雲まで届きそうな気さえする。

　モルジさんとの確かく執しつも忘れて、その感かん触しよくにほーっと感動してしまっていると、近くにいた工員らしきおじさんが、小さい革かわ袋ぶくろを持ってぼく達の方にやってきた。

「ほら、そっちの靴は、これに入れて持って帰ったらいいよ」

「あ、ありがとうございます！」

　ぼくはぺこりと頭を下げて、箱を受け取り、収納させて貰う。改めて見ると、元の靴は本当にボロボロで、靴底なんてぺったんこになるまですり減っていた。

　工員のおじさんが、「こりゃ凄すごいなぁ」と笑う。

「そんなに履きつぶすまで使って貰えたら、その靴も本望だろうさ」

「そう……かな？」

「おう。出来る事なら、その靴と同じぐらい、うちの靴も大事に履いてやってくれよな！　なんせよ……」

「？」

　おじさんはそぉっとぼくの耳に顔を寄せると、にたぁとした笑え顔がおで、こっそりと耳打ちしてくれた。




「その靴、失敗作どころか、モルジ爺じいさん手製の超ちよう特別製なんだ。普通に買ったら十万ニールは下らない逸いつ品ぴんなんだぜ。大事にしろよぉ、坊主」




　　　　＊




「…………」

　工場を出て村へ戻る道中、たまに小さくスキップしてみる。……えへへぇ。

「うふふ、ゴムックス、気に入って貰もらえたようでなによりです」

「!?　い、いや、別に!?　あ、あんな怖こわいお爺さんの靴よりっ、兄さんの靴の方が全然いいしっ！　あ、べ、別に、この靴も、わ、悪くはないけどっ」

「ふふっ」

　ぼくの反応を見て、サクヤがクスクスと笑う。うぅ……恥ずかしい。新しい靴履いてウキウキなんて、まるで子供じゃないか。子供だけど。

　ぼくはサクヤの妙みように温かい視線に耐えきれず、「そ、それにしても」と話題を逸そらす。

「こんな場所で、なんでまた靴くつ工こう場じよう？」

「ああ、それはですね」

　言いながら、サクヤはふらっと道の脇わきの森へと向かい、何かを拾い上げる。見れば、それはどこか見覚えのある赤い実だ。……あ。

「なんか臭くさいガスの出る実！」

　ぼくが召しよう喚かんされてすぐ、手で潰つぶしちゃったヤツ！　物凄い刺し激げき臭しゆうだった！　ぼくが大おお袈げ裟さに反応すると、サクヤは「もうご存知でしたか。残念」と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。うん、これ知らなかったら、絶対潰して嗅かがせる気だったよね、サクヤ……。

「この《オンジュの実》は、乱暴に潰す分には臭い汁しるが霧む散さんするだけの迷めい惑わくな実ですけど、ちゃんと精製すると、とても良質なゴム素材になる、この地域特有の植物なんです」

「なるほど、だから靴。納なつ得とく」

　そういえば、食べられるけど食べたら死ぬだの言ってたっけ。今ならその意味も分かる。

　サクヤは手に持っていた実を、「えいっ」と遠くに放ほうった。森の中でぷしゅっと実が弾はじけて小さなガス（水分だから霧きり？）が発生する。……こんなに離はなれていても少し臭い。

「ホント、ちょっとした衝しよう撃げきで潰れちゃうんで、この辺歩く時は気を付けて下さいね。踏ふんじゃうと結構大変なんですよ。うちの村では皆みんな慣れっこですけど」

「ん、分かった、気をつけるよ」

　ぼくは背筋を伸のばしてあたりを見み渡わたす。……よし、道に実は落ちていないな……。

「ふふっ、新しいお気に入りの靴は、汚よごしたくないですもんね」

「うん、気を付けないとね──って、べべ、別に、そういうんじゃないもんね！」

　慌あわてて否定すると、またもサクヤがクスクスと笑っていた。うぅ……どうして女の子って、同い年でも、年上みたいな感じがするんだろう。苦手だなぁ……。

　でも、これで工場が村から少し離れている理由も分かった。事故でしばらく生物が立ち入れない地域になった云うん々ぬんも、納得だ。大量のこの実が関かかわる「事故」……想像しただけで、鼻がムズムズする。恐おそろしい……。

　一人身を震ふるわせていると、前を歩いていたサクヤが振り返った。

「さて、これからどうしましょうか？　うちの村で見ておくべきものと言ったら、あの工場ぐらいしかないのですが……」

「うん？　あー、でも、ぼく、ほら、遠くから来たからさ。普ふ通つうに村の中も見たいかな」

「そうですか？　ホント何もないですけど……分かりました」

　そう言って、再び前を歩き始めるサクヤ。……ふむ。この際折角だし、道すがら、他の疑問点も出来るだけ解消しておこうかな。ぼくはサクヤに声をかけた。

「あのさ、サクヤ。ぼくこの辺の常識を全然知らないから、質問したいんだけど……」

「はい、いいですよ。私に分かる範はん囲いなら喜んでお答えします」

　歩調を緩ゆるめ、ぼくの隣となりに並ぶサクヤ。ぼくは慎しん重ちように言葉を選びながらも、最も確認しておきたかった疑問を、口にした。

「勇者って、なに？」

「……はい？」

　サクヤがキョトンとしてしまう。ぼくは取り繕つくろうように続けた。

「や、その、ぼくのいたところでは、全然聞いたことなかったから、そんなの」

「へぇ～……そんな場所があるんですねぇ。勇者様の話は、一いつ般ぱん常識だとばかり……」

「あ、うん、その、ホント変わったところだから」

「あれ？　でもトオルさんは勇者様に憧あこがれている痛い人だったのでは……」

「そ、それは、こう、お、覚え立ての言葉を使いたがってただけなんだよ、うん」

「そうなんですか。……ふふっ、トオルさんって結構子供っぽいですね」

　ああ、なんか噓うそを重ねれば重ねるほど、ぼくの評価が微び妙みようになっていく気がする……。

「と、とにかく、勇者って、なんなの？」

「そうですね。改めて『なに』と訊きかれると、どう答えたものやらなのですが……」

　どうやらサクヤにとってそれは、本当に基き礎そすぎる常識らしい。顎あごに手を当ててうーんと悩なやみ始めてしまった。ぼくは、こちらから質問することにする。

「ええと、『魔ま王おう』を倒たおしたりするのが、『勇者』の務めなのかな？」

「はい？」

　ぼくの質問に、更さらに首を傾かしげるサクヤ。ぼくとしては核かく心しんに迫せまったつもりだったのだけれど……サクヤの反応は、ぼくの想定したものとは正反対だった。

「まおーって、なんですか？」

「え？　えっと……」

　逆に訊たずね返されてしまった。改めてそう訊かれると……確かに困るかも。仕方ないのでぼくは、わーっと両手を上げて、威い嚇かくするクマさん的なポーズをとった。

「こんな感じの、凄く、悪いヤツ。魔物の王様的な。人間滅ほろぼしてやるぜー的な」

「なんかちょっと可愛かわいいですね。ちっちゃくて、目が優やさしくて」

「ぼ、ぼくの姿で想像しちゃ駄目！　モルジさんをもっと強面こわもてにした感じで！」

「そ、それは恐ろしいですね！　そんなのがいるんですか？」

「うん。……って、え、あの……い、いないの？」

「はい？　さあ……私は聞いたことないですけど。いるんですか？」

「さ、さあ。ぼくもゲー……本とかの中でしか見たことないから、なんとも……」

「そうですよね。実際の話じゃないですよね」

　ホッと胸を撫なで下ろした様子のサクヤ。……あ、あれぇ？

「あの……サクヤ？　じゃあ勇者の目的って、魔王を倒して平和を取り戻もどすこと……とかじゃ、ないの？」

「え？　取り戻すもなにも……元々平和だと思いますけど。ここ何百年も、国同士の争いもないですし……。エギル砂さ漠ばくみたいな無法地域もあるにはありますけど……」

　困こん惑わくした様子のサクヤ。だけど本当に困惑してるのはぼくの方だ。……魔王がいなくて、割と平和な世界。……え、じゃあ、ぼくの存在意義ってなに!?

「あ、ああ、分かった。まだ魔王はいないけど、なんか凄く邪じや悪あくな存在の復活を企たくらむヤツがいて、それを阻そ止しするために、勇者が召喚されたとかそういう……」

　ドラ○エで言うところの、２的な。やったことないけど。

「え、勇者様って、そんな役目もあるんですか？　大変なんですね」

「……違ちがうんだ」

　やばい。ぼくの呼ばれた理由が一いつ切さい分からない。別に魔王と戦いたかったわけじゃないけど……なんだろこれ。だったら早くおうちに帰らせて欲しいんだけど！　そんなに大変じゃないなら、わざわざ異世界から強制召喚とかしないで欲しいんだけど！

　ぼくが悶もん々もんとしたオーラを発していると、サクヤがそれを不思議そうに見つつ口を開く。

「勇者様の役目は、女め神がみ様に会いに行かれることですよ」

「女神様？」

　ぼくが訊ねると、サクヤは心底驚おどろいた様子で「え、それさえご存知ないのですか？」と訊ねてきた。返答に詰つまってただ頭の後ろをを搔かいていると、サクヤはすぐに元の笑顔を浮うかべ、何も言わずにゼロから説明を開始する。流石さすが宿屋の娘むすめさん。配はい慮りよにそつがないや。

「女神様というのは、この世界を常に見守り、導いて下さっているお方なんです」

「そうなの？　ぼくが道に迷った時は、だーれも導いてくれなかったけど……」

「ふふっ、そういうのとはちょっと違うんですけど、でも、女神様は常に私達の傍そばにいて、見守っておられるんですよ？」

「……もしかしてこれ、怖い話？」

　お化け的なアレだろうか。だったら困る。なぜかは言えないけど、主に今晩寝ねる時に、とても困る。ぼくが身を強張らせていると、サクヤは心底可笑おかしそうに笑い出した。

「ふふふっ、トオルさんはホント面おも白しろい人ですね。女神様のことを知らない人だなんて」

「わ、笑い事じゃないよ。ぼくたちの傍に、ずっと見ている女の人がいるって話でしょ？　これはもう、先生や大人に言わないとだよ。何かあってからじゃ、遅おそいんだよ」

「んー、そうですね。ふふっ。でも女神様を捕つかまえるのは、ちょっとだけ待って貰えませんか？　女神様がいないと、皆みなさん、魔法が使えなくなってしまうので」

「魔法が？」

「そうです。トオルさんは、魔法人形のルウさんを従えているのですし、魔法に関しては流石にご存知ですよね？」

「え、あ、うん、どうだろ、その、まあなーんとなくは……」

　ファルディオの説明は聴きいたけど、実際には見せては貰えなかったしなぁ。

　煮にえ切らないぼくの様子を見て、サクヤがなにやら察してくれたらしい。彼女は唐とう突とつにぼくの目の前に右掌てのひらを差しだして、小さく何かごにょごにょと唱えた。刹せつ那な。

「わっ」

　サクヤの掌から、煌こう々こうと輝かがやく光の球体が飛び出す！　にこっと彼女が微笑む中、ぼくは……目の前の不思議な光景に、飛び上がってはしゃいだ！

「凄すごい！　凄いやサクヤ！　なにこれ！　もの凄く綺き麗れいだね！　サクヤは凄いね！」

　ぼくのテンションに、なぜかサクヤは少し赤くなった頰ほおをちょいちょいと搔く。

「こ、この程度なら、ほんの少しの素養があるだけで出来ることですし。ほ、ほら、さっきの工場にも沢たく山さんこういう光ありましたでしょ？　あれは事前に魔法が込こめられた魔法道具を使ってますけど、基本は同じなんですよ」

「そうなの？　でも凄いよ！　サクヤのはあの工場で見た光より優しい感じがするし、もっと綺麗だもん！　うん、ぼくはやっぱりこっちの光の方が好きだな！　ホント凄い！」

「～～！　と、とにかくですね！」

　サクヤがこちらに背を向けると同時に、パッと光を消してしまう。ぼくが「あーあ」と残念がっていると、サクヤはそれを無視して説明を再開させた。

「このように、魔法は、『魔法学』が発展した今や、人の生活には欠かせないものなんです。そして、この魔法という力を、私達人間に与あたえて下さっているのが、何を隠かくそう女神様なのです」

「わ、凄いじゃん。ちょー凄い人じゃん、女神様」

「ちょー凄い人です。人というか、神様です」

「なのにジッと子供を見守る変態だったなんて、人の性さがってつくづく罪深いものだね」

「妙みように大人な感想を抱いだいて話を締しめないで下さい。女神様、変態じゃないですから」

　こほんと咳せき払ばらいして、サクヤが説明を続ける。

「女神様は全すべての人々に魔法という恵めぐみを与えて下さっているのです。だから、別に子供だけ見ている変態さんとかじゃないんですよ。全人類を、見守って下さっているのです」

「ふむふむ、つまり、変態だけどストライクゾーンが物凄く広い人ってことなんだね」

「えーと、まあ、なんか、その、うん、はい、いいです、それで」

　サクヤはなぜか額に手をやって嘆たん息そく気味にそう言い放つと、一いつ旦たん気を取り直す様な素そ振ぶりを見せた後、説明を再開させた。

「しかしそんな偉い大だいな女神様も、お眠ねむりになられる時間があります」

「そうなんだ。あ、ぼくは毎日八時間は寝たいな。たまには夜よ更ふかしもしたいけどさ」

　ぼくの言葉に、サクヤが「そうですね」と笑う。

「でも女神様のそれは、もっともっとながーい周期の話なんです。具体的には、三十年周期で、お休みに入られるのです」

「わ、それ、『ろーどーきじゅんほう』ってのに違い反はんしてるんじゃない？　酷ひどいや」

「ろーど？　ああ、働く時間のことですか。そうですね。でも女神様と私達の時間の尺度は、ちょっと違いますから。三十年働いた分、今度はたっぷり休まれるのですよ」

「ふーん……。あれ？　じゃあ、女神様が休んでいる間、魔法って……」

　ぼくの疑問に、サクヤはどこか嬉うれしそうに笑った。

「トオルさんは凄く世間知らずさんですけど、飲み込みがとても早いですね。そうです。女神様がお休みの間、この世界からは魔法が徐じよ々じよに失われ、代わりに魔物が活発になります。この期間のことを、《神無かんな節せつ》と呼びます」

「大変だ。ただでさえ心細いお留守番中に限って、お客さんが来ちゃう感じだ」

「そうですね。逆に、女神様が起きられている間は、豊かに魔法が使え、その上魔物の活動もとても穏おだやかなわけでして。その期間のことを《加護節》と呼びます」

「かごせつ……」

　巨きよ大だいなお母さんの買い物かごの中に、縁ふちからちょこんと顔だけ出して乗っているぼくの姿を連想した。……これは心強い！　なるほどカゴ節とは、よく言ったもんだよ！

「さて、ここまで分かれば、あともうすぐです。ねぇ、トオルさん？　トオルさんは、《神無節》と《加護節》、どちらの期間で暮らしたいと思いますか？」

「そんなの当然カゴ節に決まってるさ！」

「ですよね。皆さんそうです。《神無節》は、出来るだけ短く終わって貰もらいたい。だけど、それにはどうしたらいいんでしょう？」

「うーんと……女神様に、早めに起きて貰うとか？」

「その通りです！　なんだかトオルさんは教えていて楽しい生徒さんですね！」

　サクヤがぼくの頭をさわさわと撫でてくれる。……同年代なのに。なんか恥はずかしい。

　ぼくは照れを隠すように、サクヤに疑問を投げかけた。

「そ、それで、この話のどこが、勇者と関係するのさ」

「あら？　まだ分かりませんか？　私、最初に言ったじゃないですか。勇者様の、目的」

「最初？」

　なんだっけ。……ああ、そう言えば言ってた気がする。確か……。

「女神様に会いに行く…………あ」

　ハッとするぼくに、サクヤが笑え顔がおで頷うなずく。そうかっ！　分かった！　つまりは……！




「勇者の役目は、女神様を、起こしに行くこと！」




「大正解です！」

　サクヤがパチパチと拍はく手しゆしてくれる。ぼくは自分で答えを導き出せたことに物凄く興奮し、喜んだものの、すぐに「あ、サクヤの説明が上手うまかったんだ」と気付き、冷静な風を装よそおってこほんと咳払いした。

　……それでも内心喜んでいるのはサクヤにバレバレっぽかったので、ぼくは自分の方から意識を逸そらさせるためにも、女神様の話を続ける。

「でも、そんなのって、女神様が可哀かわい想そうだ。寝てすぐ起こされるなんて……」

　ぼくのツッコミに、サクヤが苦く笑しようしながら「そうですね」と応じる。

「でも、このルールもまた女神様が決めたものらしいので、いいんじゃないでしょうか」

「そっか。勇者は、女神様の目覚まし時計代わりなんだね」

「トオルさんはホント面白い表現をなされますね。でも、その通りかもです」

　サクヤは何がおかしいのか、少しの間クスクスと笑ってから、仕切り直す。

「さて、これで一通りの説明はおしまいですね。女神様が担になわれる他ほかの役割や、勇者様の旅路の詳くわしい行程などに関しては大分省略しちゃいましたけど」

「うん、おかげで凄く分かりやすかった！　ありがとう、サクヤ！」

「いえいえ。私もこんな説明は新しん鮮せんで、なんだか凄く楽しかったです」

　サクヤと笑顔を交かわす。……よし、サクヤのおかげで、大分事情が飲み込めてきたぞ。

　どうやらぼくは、この世界の皆みんなのくらしのために、女神様に会いに行くらしい。魔ま王おうを倒たおすとかじゃないみたいで、一安心だ。よぉし、これで後は──と、そこまで考えた矢先。

　ぼくはあることに気付いて、ガックリと肩かたを落とす。気付いたサクヤが、キョトンとした様子で訊たずねてきた。

「？　どうかされましたか、トオルさん」

「あ……いや、なんていうか。この話……勇者にいいこと、何もないなって思って。だってほら、いきなり異世界に召しよう喚かんされて、長いこと旅させられるんでしょう？　勇者には勇者で、色々あるだろうに……」

　自分が勇者だとは名乗らずに、あくまで同情として語る。しかしサクヤはすぐに、「そんなことはありませんよ」と笑顔で否定してきた。ちょっとだけムッとしてしまったものの、表情に出すわけにはいかない。ぼくはサクヤに訊ねた。

「どういうこと？」

「確か……この世界を訪おとずれるのはあくまで勇者様の魂たましいであり、それは《時と空間》を超こえて呼ばれているハズです」

「えっと、それが？」

「その、私も詳しくは知らないのですが……。勇者様が帰る際は、場所は勿もち論ろん、時間もほぼ同じ時点……少なくとも元の生活にほぼ支障がない状じよう況きように、帰れるらしいのです」

「え？　つまりはえーと……元の世界では時間が全然経たってないってこと？」

「そういうことみたいです。詳しいことはちょっと忘れちゃいましたけど、こちらでの一年が、勇者様の世界で三時間ぐらいという話を聞いた記き憶おくが……」

「そ、それは、じゃあ、勇者はこちらでの滞たい在ざい時間を、気にする必要ないって、こと？」

「あ、はい。そこは間ま違ちがいないみたいですよ」

　ぼくは心の中で、密かにガッツポーズをとる。よしっ！　やった！　正直物凄く大事なことで急いでいた途と中ちゆうだったから、これにはホント一安心だ。張り詰つめていた気持ちが、一気に楽になる。大おお袈げ裟さではなく、この世界に来て今初めて……ようやく、自分がいつもの平常な精神状態に戻もどれた気がした。

　ぼくがホッと胸を撫なで下ろす中、サクヤが更さらに続ける。

「あともう一つ、勇者様には物凄い特典がありまし──」

　そう、彼女が説明しかけた時だった。




『────────ぁ──！──────ぁぁ────！────ぃ──！』




「？」

　ぼくらが進む道の先……つまり村の方から、風に乗って、人の声の様なものが聞こえてきた。それも、大勢の。

「…………」

　サクヤと目を見合わせる。……村からは未いまだ喧けん噪そうが聞こえている。まるで、サッカースタジアムの傍そばを通り掛かかった時みたいだ。村には人が沢たく山さんいるんだろうから、声が聞こえてきてもおかしくはないけど……でも……これは……。

「……っ！　トオルさん！」

「うん！」

　険しい表情を浮うかべるサクヤに対し、ぼくは彼女の言葉を待たずに頷き、同時に二人で村へ向かって駆かけだした。

　何か起こってる。

　直感としか言いようがないけど、ぼくとサクヤには妙な確信があった。

　ぼくはサクヤに合わせて「普ふ段だんの全速力」程度の速度で走った。手を抜ぬいている、というよりは、自転車のギアを落としている感覚に近い。それはそれで、ある意味の全速力。だけど、やっぱり少しだけ罪悪感はあった。村に何かが起こっているかもしれないのに、ぼくは自分勝手な理由でベストを尽つくさないでいる。

　だけどそんなことを考えている間にも、ぼく達は走り、気付けば村へと辿たどり着いていた。

　初めて村を訪れた時とは違う小こ路みちから村に入ると、いきなり、倒れているおじさんを目もく撃げきした。心臓が縮み上がる思いだったけど、サクヤと駆け寄ってみるとどうやら腰こしを抜かしていただけらしい。

　ホッと胸を撫で下ろしたのも束つかの間。気が付けば、周囲にいた他の大人達も、倒れこそせずとも蒼そう白はくな表情を浮かべて呆ぼう然ぜんとしていた。ただならぬ雰ふん囲い気きを察したサクヤが「一体どうしたんですかっ!?」と絶ぜつ叫きよう気味に訊ねると、腰を抜かしたままのおじさんが震ふるえる声で説明した。




「ま、まま、魔ま物ものが、一いつ匹ぴき、村に、入ってきた！」




「ええ!?　それって……」

　サクヤが表情を強こわ張ばらせる。周囲の大人達も張り詰めた空気を醸かもし出していたが……正直なところ、ぼくは少しだけ戸と惑まどっていた。

　だって、魔物が村に入ってくることなんて、よくありそうじゃないか。実際ぼくらもここに来る前に襲おそわれているわけだし。しかし、サクヤをはじめとした村人達の表情は極きわめて深刻そうだ。サクヤが、ぽつりと呟つぶやく。

「まさかもう……《シュ・ロッカ》が……？」

『…………』

　大人達の表情が、更に蒼白になる。しゅろっか？　なんだかよく分からないけど……。

「ねぇ、ちょっと」

『…………』

「ちょっと！」

　ぼくはその場の村人達に活を入れる様に、大声で叫さけぶ。全員がびくんと肩を揺ゆらし、ぼくを見た。

「そんな話はさておき、魔物はどうしたのさ！　村から出てったの!?」

　ぼくの言葉に、ハッとした細身のおばさんが口元に手を当てながら呟く。

「大変っ、あれ、確か広場の方に……」

「っ！　ぼけっとしてないで、皆に教えないと！」

「あ、ああ……」

　ぼくに言われて初めて気付いた、というような反応を見せる大人達。なんなんだよっ、もう！　なんでさっさと動かないの!?

「ああ、もう！　ぼく先行ってるよ！」

　じれたぼくは、一目散に広場に向かって駆け出す。背後で誰だれかが「こ、子供一人じゃ駄だ目めだ……！」なんて今いま更さらな警告をしてくれていたけれど、ぼくはそれを無視し、もういっそ勇者の力がバレてもいいやと強く地面を蹴けり込──

「私が案内します！」

　──もうとした瞬しゆん間かんにサクヤが隣となりに並んだため、ぼくは元の速度をキープした。

「うん、助かる！　でも広場って、このまま真っ直すぐでいいんだよね？」

「方角的にはそうですが、道が少し入り組んでいます！　私なら最短を通れるので、ついてきて下さい！」

「わかった！」

　言いながら、早さつ速そく住宅街を右折するサクヤについていく。彼女は狭せまい道をするする驚おどろくべき速さで器用に抜けていった。勇者の力がなかったら、きっとついていけなかったろう。

　走りながら、ぼくは大声で訊ねる。

「『しゅろっか』って!?　それ、今なんか関係あったの!?」

　ぼくの問いに、サクヤは振ふり返らないままで答える。

「分かりません！　ですが《シュ・ロッカ》だったら最悪です！　魔物が一匹村に来るどころじゃ済まなくなります！」

「どういうことさ！」

　絶対人が通るよう設計されていない道を二人、子供の体格を活いかして押し通る。

「《シュ・ロッカ》は《神無かんな節せつ》序じよ盤ばんに必ず起こる、魔物の集団移動のことです！　何千、何万という大規模な魔物の群れが、一団となって移動します！　原因は不明です！」

「そ、それは大変そうだけど、それと村に魔物が入って来たこととがどう関係──」




「今回の《シュ・ロッカ》において予測される魔物の移動経路上に、この村があるんです！」




「！」

　瞬間、一気に色んなことに納なつ得とくがいった。田舎いなかとはいえ、あんな立派な工場がある村にしては、閑かん散さんとしすぎている風景。モルジさんとサクヤのやりとり。そして……。

　サクヤが、憂うれいを含ふくんだ痛切な声で呟く。

「もう、この村に住み続けるのは限界なんですかね……」

「そ、そうだよ！　そんな状況なのに、なんで皆みんな逃にげないのさ!?」

「勿論、もう既すでに待たい避ひされている方も沢山いますよ。だけど私達がまだ残っているのは……凄すごく簡単な言葉で言うと、愛着、だと思います」

「愛着って……」

　思わず「信じられない」という風な声をあげてしまう。サクヤはちらりとぼくに苦く笑しようを見せた後、駆けながら続けた。

「少なくとも、この村から殆ほとんど出たことのない私にとってここは、一つの世界なんです。そこから出て他ほかの土地に移住するっていうのは……まるで異世界へ放ほうり出される様な気持ちとでも言ったらいいんでしょうかね」

「…………」

「そして、滅ほろぶと分かっている村とはいえ、早々にそこを離はなれるのは……病びよう床しようの家族を見捨てるような気持ち、に近いかもしれません。すいません、上手うまく言えなくて」

　そこで、なぜか照れた様に笑うサクヤ。ぼくは……とてもじゃないけど、咄とつ嗟さに言葉が出て来なかった。

　異世界への召しよう喚かん、そして病床の兄。

　色んな感情が、ぼくの中でぐちゃぐちゃしている。

　でも、だからこそ、、ぼくは今村に来ている魔物のことだけを考えるようにした。ぼくは兄さんと違って器用じゃないから。最優先のことから、一つ一つ、片付けないと。

　そうして広場が大分近付いてきた頃ころ。前を走っていたサクヤがこちらを見ないままで、独り言の様にぽつりと呟いた。

「ホント……勇者様が来て、救ってくれたらいいんですけどね。まあ、如何いかに勇者様でも、数万の魔物相手なんか無理って、分かっているんですけど。歴代の勇者様方も、《シュ・ロッカ》だけは避さけて旅したそうですし。それでも縋すがりたいですよ……やっぱり。きっと、まだこの村に残っている人は、皆、そうです」

「…………」

　ファルディオの言葉が、再び、ぼくの頭の中に蘇よみがえる。




「今のこの村で勇者だなんて名乗ったが最後……お前ら、無残にも八やつ裂ざきにされちまうのがオチだぜ？」




　……どうやらファルディオは、本当に、ぼくの恩人だったようだ。




　　　　＊




「っ！　遅おそかった！」

　目の前に広がった風景に、思わず舌打ちする。広場は既に、混乱に包まれていた。

　荒あらされた路面店、潰つぶれた野菜や果くだ物もの、逃にげ惑まどう人々、泣きじゃくる子供の声と悲鳴の連れん鎖さ。そして……。

「あ……あ……」

　サクヤの顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。ぼくも体が殆ど硬こう直ちよくしてしまった。




　広場の路面店を荒らし回る、黄金色の毛皮を身に纏まとった巨きよ大だいな熊くま。




　ゆうに三メートルは超こすんじゃないかというソレの手足には、普ふ通つうの熊には考えられないほどに長い、鋭えい利りな爪つめが伸のび。店から強ごう奪だつしたらしい獣じゆう肉にくを貪むさぼる牙きばは、禍まが々まがしい赤に染まっていた。

　ザッと広場を見み渡わたす。腰を抜かしている人はいるものの、どうやらまだ、大おお怪け我がをした人はいないらしい。魔物が例の獣肉に集中してくれたおかげだろうか。しかしそれも……。

《ギュルルルァ》

　唸うなりを上げ猛もう然ぜんと肉に喰らいつく魔物。あの様子じゃ、すぐに平らげてしまいそうだ。

「皆みなさんっ、早く逃げて下さい！」

　突とつ然ぜんの出来事に呆然としていた広場の村人達へ、サクヤが檄げきを飛ばす。すぐに何人かは逃とう走そうを始めたものの、しかし、それでも全く動けない人も相当数いた。へたり込む者、足が絡からまって何度も転ぶ者、意識を失ってしまっている者。

　そしてまた、それらの惨さん状じようを見て、一いつ旦たん逃げたはずの人々も助けに戻もどるものだから、結局は……。

「（とても間に合わないっ！）」

　魔物が肉を食べ終わり、再び人間に照準を定めるまでにその場の全員が待避するというのは、どう考えても無理があった。しかしそれでも、村人達は仲間の救助を誰だれ一人ひとりやめようとしない。

「（ぼくが……アレと戦えばっ！）」

　そう考えて、ぐっと体に力を込こめる。正直な所、まだ自分の実力はよく分かっていない。妙みような怪かい力りきがあるということは理解したけれど、それもどの程度なのか。どれぐらいの力で地面を蹴れば、どの程度跳ちよう躍やくするのか。猛もう獣じゆうの爪を受けても耐たえられるほど、体の方は頑がん丈じようなのか。なにもかもが分からない。下手すると、さっきの魔ま物ものとの戦せん闘とうで起こったことが、全すべてまぐれの可能性さえある。

　なにより、ここで下手に勇者の力を発揮してしまったら、きっと皆がぼくに、《シュ・ロッカ》問題解決への過か剰じような期待をしてしまうことになりかねな──

「ルッツ！」

「!?」

　ぼくが逡しゆん巡じゆんしている僅わずかな間に、サクヤが急に叫んで広場へと飛び出していった！　戸惑いながらも彼女の向かう先を確かく認にんすると、そこには、今までは散乱した瓦が礫れきの陰かげに隠かくれて見えなかった、魔物のすぐ傍そばで気絶する、幼よう稚ち園えん児じぐらいの子供の姿が──

『!?』

　サクヤの行動で、一いつ斉せいに子供の存在に気付いた村人達が息を飲み、そして手の空いている者が駆かけ寄ろうとする。勿もち論ろんぼくもその一人だ。しかし──次の瞬間、ぼくは視界の端はしでゆらりと動く影かげを捉とらえた。

「っ！　サクヤ！」

「!?」

　気付けば、肉を平らげた魔物が、倒たおれた子供へとその巨体を向けている。そうして……彼を新しい食しよく糧りようと見定めたのか、その長い爪の生えた手を、ぐわんと振りかぶった！

「ダメ！」

　サクヤが飛び込む様にして、子供に縋り付く。と同時に、二人を一気に貫つらぬく程ほど鋭するどく長い爪が、サクヤの背へと振り下ろされる──

「────ぁぁあ！」

　──その直前。ぼくは、ガムシャラに地面を蹴っていた。

　次の刹せつ那なには、眼前に熊の顔のドアップが広がる！　どうやらぼくは一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめていたらしい。自分でもその跳躍力に驚いたものの、なんとか衝しよう突とつ寸前に右手を熊の喉のど元もとに伸ばして、その毛皮に覆おおわれた首元を乱暴に摑つかんだ！

《グフォォォォオ！》

　ぐぐぐと魔物の喉元に自分の右手がめり込む感かん触しよく。口から唾だ液えきを撒まき散らす魔物。

　しかしそれでも、ぼくの弾だん丸がんの様な勢いは止まらない。

　そのまま熊を巨体ごと浮うかしてしまうと、ぼくらは勢いのままに空を切って飛んだ！

「うおぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

《ガァァァァァァァァァァァア！》

　右手で魔物の首を捕とらえたまま、地を這はうように飛ぶぼくら。熊の頭越ごしに、蔵らしき頑がん強きようそうな土ど壁へきが見えてくる。ぼくは右手にぐっと力を込めると、その勢いに任せて──

「くらえぇえええええええええええええええええええええええええええええ！」

　壁かべに、熊の後頭部を全力で打ち付けた！
















　ドゴンッという鈍にぶい音の後、壁面にバキバキッと蜘蛛くもの巣すの様な亀き裂れつが走る。

　そして……。

「おっ……と」

　突然、右手に摑んでいた毛皮の感触がふわっと消えた。見れば、熊はキラキラとした光に変へん換かんされ始めている。どうやら、今の一いち撃げきだけで上手いこと討とう伐ばつできたらしい。

「わわっ」

　バランスを崩くずしながら着地し、思わず息を吐はく。…………ふぅ。

　い、いやぁ、びっくりしたなぁ。まさか、あんな勢いで自分が跳とぶとは思わなかったよ。勇者の脚きやく力りよくのせいは勿論だけど、きっと二割ぐらいは……。

「（この、ゴムックスのせいだろうなぁ……）」

　足あし下もとを見て、嘆たん息そくする。……あんな無茶苦茶な力を出したのに、全く靴くつ底ぞこがすり減った様子もない。凄いなぁ、ゴムックス。いや、モルジさんの特製だからかな。悔くやしいけど、やっぱり凄いや。

　ひとしきり靴に感心したぼくは、そこでようやく「いや今はそんなこと考えている場合じゃなかった！」と、ハッとする。……まずい。これ村人達に、とんでもないところを見せてしまったんじゃ……。

　ひび割れた壁の方を見つめたまま、背中に視線を感じて、額に汗あせをダラダラかく。

　い、いや、でも、まだ大だい丈じよう夫ぶなはずだ。この場にいたのは、皆みんな余よ裕ゆうのない人達。ぼくの方なんて見ている暇ひまも無かったろうし……数人だけなら、ほら、偶ぐう然ぜんで誤ご魔ま化かせるかも！

　そんなわけで、ぼくは後頭部をぽりぽりと搔かきつつ、「いやぁ」と照れ笑いで広場の方を振ふり返った。

「ゴ、ゴムックスの跳はね方って、ホント凄いですね──って」

『…………』

「あ、あれぇ？」

　なんか……人、増えてる？　見れば、ぼくとサクヤの来た方の道から、モルジさん達工場員や、さっきの入り口付近にいた人達が顔を出していた。

　更さらには、今ようやく騒さわぎを聞きつけて家屋から出て来たらしい人々も、丁度広場に駆けつけたところだったらしく。つまりは──。

　ぼくは、ごくんと唾つばを飲み込みつつ、静まり返る広場の皆に、訊たずねる。

「もしかして今の……み、皆、見て、ました？」

　瞬間。

『（こくり）』

　その場の全員──現在ここで暮らしているであろう村民、ほぼ全てが──呆ぼう然ぜんとしたままで、しかし妙に素す直なおに、同時に、頷うなずいた。

『…………』

　そのまま、約十秒程沈ちん黙もくと静止が続いたろうか。ひび割れた民家の壁から、ぽろっと石せき礫れきが剝はがれ落下した、その刹那。突とつ如じよ、一気に静せい寂じやくが破られた。




『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』




「!?」

　怒ど号ごうのような村人達の歓かん声せい！　次の瞬間には、全員が雪崩なだれ込むようにして広場に集つどい、サクヤ達や、そしてぼくの周囲を取り囲む！

「サクヤもルッツも無事か！　無事だな！」「すげぇな坊ぼう主ず！」「なんだそれお前！」「ありがとうっ、ありがとう！」「と、トオルさん、大丈夫ですか!?　あ、ありがとうございます！」「お前トオルつうのか！」「っていうかどんな体してんだよトオル！」「アンタはヴェリール村の救世主だよ！」「トオル最高！」「おい胴どう上あげしようぜ胴上げ！」

　村の皆みんなが歓声をあげ、サクヤの無事と僕の活かつ躍やくをこれでもかと祝ってくれる。

　ぼくのガムシャラな行動が、まさかこんなに多くの人に感謝されるなんて思ってもみなかったから……なんだかぼくまで泣きそうになるほど嬉うれしいや！

　皆の要よう請せいを受けて、ぼくは思いっきり調子に乗って勝ちどきを上げた！

「ぼ、ぼくは、やってやったぞぉぉー！」

『うぉおおおおおおおおおお！　ト・オ・ル！　ト・オ・ル！』

「えっへへぇ」

　ぼくと村の皆は、そのままテンションに任せて、祭りだ祭りだといわんばかりに笑え顔がおで盛り上がった。盛り上がりまくった。嫌いやなことなんて全部忘れる勢いで、ぼくもはしゃぎまくった。それが子供として、この場のノリとして、そしてなにより勇者としての大正解だと思ったから。

　……えっと、だから……その……。

　…………。

　沸わき立つ群衆の外れに、すっかり毛並みのツヤッツヤしたルウと……そして、こちらを憤ふん怒ぬの形相で睨にらみ付けるファルディオの姿があったことに関しては……と、とりあえず、見なかったことにする方向でいこうかと思う。うん。








第三章









「では、ヴェリール村の小さき英えい雄ゆう、トオル・ミカミに……かんぱぁぁぁぁああああい！」

『かんぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああい！』

　おっさんの掛かけ声が酒場全体に響ひびき渡わたり、村人達一同が一斉に麦酒ビールのジョッキを打ち鳴らして応じる。

　ぼくは顔を真っ赤にしつつ、壇だん上じようでぺこっとだけ頭を下げると、そそくさとファルディオ達の待つ自席に戻もどった。そのまま、縮こまる様にして椅い子すに座り、柑かん橘きつ系のジュースをちびりと舐なめる。

　緊きん張ちようからの解放で「ぷはぁ」と息を漏もらしていると、赤ら顔のファルディオが「よぉ、トオルぅ」とぼくの首に手を回し、露ろ骨こつに絡からんできた。

「いいご身分じゃねえかトオルちゃんよぉ、ああん？」

「そ、そりゃあ、ぼくは、この村の英雄だからね！……えへん！」

「おいおい、偉えらそうに胸張ってんじゃねえぞぉ、てめぇ」

　ファルディオが更にぐいっとぼくを抱だき寄せ、そして周囲の村人に聞こえない様注意を払はらいつつ、耳元で囁ささやく。

「とりあえず『勇者』とまではバレてねぇみたいだが、お前がべらぼうに強つえぇって認にん識しきされちまってんじゃ意味ねぇんだぞ？　分かってんのか？　ああん？」

「わ、分かってるよ。実際こうして酒場で村あげてのお祝いにまでなっちゃったけどさ。で、でもとりあえず誰だれも、今のところまだぼくに《シュ・ロッカ》対策頼たのんでくる様子はないし……きっと大丈夫だよ！」

「だったらいいけどなぁ」

「なんだよ……たとえそうなったとしても、ファルディオには関係ないでしょっ」

「っ、お前なぁ。誰が宿代払はらってやってると思ってんだよ」

「それを言うなら、この豪ごう華かな晩ばん餐さんは誰のおかげだと思ってんのさー。それに、その靴」

　彼の足下をジトッと見やる。いつの間にか、ちゃっかりゴムックスを履はいている。どうせ大方、ぼくの仲間だということをちらつかせて誰かから貰もらったのだろう。

　彼はカッと顔を赤くした後、誤魔化すようにローブの裾すそで足を隠かくした。

「ご、ごほん！　お、俺はただ、これからも共に旅する仲間としてだなぁ」

「まだ今後も一いつ緒しよに旅するとは、約束してないもんねーだ」

「……ちっ、そうかよ。もう勝手にしろやい」

　ファルディオは「けっ」と悪態をつきつつ、ようやくぼくから離はなれた。……本当は、ぼく、ファルディオに、村に関する警告のお礼を言おうと思っていたはずなんだけどな……どうしてこうなっちゃうんだろう。やっぱりぼくが、子供だからだろうか。

　少しもやもやとしていると、ルウが羽をぱたつかせて近寄ってきた。

「まっひゃく、失礼しぇんばんな男ですなぁ、もぐもぐ」

「口の中に目め一いつ杯ぱいお肉を詰つめ込んで喋しやべるのも、結構失礼だと思うよルウ」

「ごくん！　それは仕方ないのですぞご主人！　ルウという魔ま物ものは、戦せん闘とう能力が極きよく端たんに低い代わりに、食しよく欲よくと睡すい眠みん欲よくが突とつ出しゆつして強い種族ですからな！　むしゃりもぐり！」

「なんてイヤな能力バランス！」

　味方に回った時の方がむしろ迷めい惑わくな魔物だった。まあ、今日見たオオカミやクマみたいなのについて回られるのも、それはそれでイヤだけど。

　ルウはぼくの呆あきれた視線に気付いたのか、「むむっ」と反応する。

「なんですかなその目は、ご主人。ルウだって、星の使徒にして人類の脅きよう威いたる魔物のはしくれ！　戦闘力は低くとも、そりゃ特とく殊しゆ能力の一つや二つぐらいはありますぞ！」

「へぇ、そうなの？　たとえば？」

「そうですな……」

　ルウはキョロキョロとあたりを見回すと、誰かがお酒の香かおり付けに使ったと思われる、レモンによく似た柑かん橘きつ類るいの小さな種を数すう粒つぶ、ひょいっと拾い上げた。

　ルウはぼくの方に戻ってくると、種をぼくに見せ、にやっと笑う。

　ぼくは彼の自信に満ちた態度に、思わず武む者しや震ぶるいしてしまった。植物の種を使用する、人類の敵たる魔物の能力……。それはまさか……。

「ではとくとご覧に入れましょう！　これが……ルウの、特殊能力その一！　その名もずばり、《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

「おおっ!?」

　なんか蜜み柑かんっぽいルウに妙みようにぴったりな技わざ名めいだ！　これはまさか、植物の種に魔力を注入することでその成長を促そく進しんさせ、植物を自由自在に操あやつるとか、そういう系の能力を有しているんじゃ──




「百発百中の正確な狙ねらいで、対象の眼球に異物を放ほうり込む能力ですぞぉぉおおお！」




　叫さけぶと同時に、種を一気に口へ含ふくみ──そして、遠くで調子こいて裸はだか踊おどりを披ひ露ろうしていたファルディオへと、ペペペッと連続で種を吹ふき出すルウ！

　次の刹せつ那な──

「ほーれよいさっ、よいさ──ぎゃあああ!?　目が、目がしみるぅ────────!?」

　絶ぜつ叫きようし悶もん絶ぜつするファルディオ！　全ぜん弾だんを見事彼の目に命中させ、ドヤ顔のルウ！　これはまさに……。

「人類の敵すぎるよ！」

　なんて酷ひどい能力だ！　ルウはドヤ顔を保ったままで、ふふんと語る。

「ポイントは、目しか狙えないことですな！　それ以外への射しや撃げき能力はゼロですぞ！」

「いやがらせにも程ほどがある生き物だね！」

「ふぅ、能力使ったらお腹なかがすっかりぺこぺこですな。今まで食べた分、ちゃらですな」

「しかも燃費がすこぶる悪い！」

　ルウはぼくに構わず再び大量の料理をつまみ始めた。……まあ、別にいいけどさ。

　しばらく黙だまって彼の食事風景を見つめていると、ルウは、たっぷり頰ほお張ばっていた口の中のものを一度ごくんと飲み下してから、少し真しん剣けんな表情でぼくを見つめ返してきた。

「しかしご主人、話を戻しますが、先程ファルディオが言っていたことにも、一理ありますぞ」

「な、なんだよ……ルウまで」

　ぼくが口を尖とがらせると、ルウは一いつ瞬しゆん少し気弱になった様子で……しかしそれでもしっかりと答えてきた。

「ルウは、ご主人にあまり危険なことをしてほしくないのです」

「でもぼく、この世界を救うために呼ばれたわけだし……」

「何か勘かん違ちがいなされているかもしれませんが、ご主人の能力が高いのは、決して積極的に戦うためではございませんぞ。あくまでそれは、大変な旅路を円えん滑かつに進めるための、オプションにすぎませぬ。決して自ら危険に飛び込んでいいわけではないのですぞ。ご主人の身に何かあれば、それこそ、大局的な意味での損失ですからの」

「それは……そうなのかもだけれど」

　確かに、勇者の目的は魔王の討とう伐ばつといった物ぶつ騒そうなものじゃない。あくまで、この世界の《神無かんな節せつ》を終わらせるために、女め神がみ様を起こしに行くということである。ぼくが倒たおれれば、それもパーだ。ルウの言うことは正しい。

　だけど……だからといって、さっきの自分の行動が間違っていたなんてとても思えない。こんなにも皆が喜んでくれることをして、一体何がいけないというんだろう。

　ファルディオもルウも、ぼくより大人で頭がいいのかもだけど、だからこそ考えすぎだとも思う。あのままサクヤとルッツを見殺しにするなんて選せん択たく肢しに、メリットなんてあるもんかっ！　まったく！

　ぼくがこんな気分だというのに、当のファルディオやルウは、ちゃっかりお酒や食事を満まん喫きつしている様子だ。思わずムスーッとしていると、そんなぼくに気を遣つかってくれたらしい村人さん達が、わいのわいのと一いつ斉せいにぼくのテーブルに寄ってきた。

　大人達から一斉に色んな声をかけられてぼくが戸と惑まどっていると、パンパンと手を鳴らして、一人の恰かつ幅ぷくの良いおばちゃんが仕切ってくれる。宿屋のおかみでサクヤのお母さんでもある、ビルマおばさんだ。今日のこの豪華な晩餐を用意した、シェフでもある。

「ほぅら、どうしたんだい、トオル。この料理全部、おばちゃんが腕うでにヨリをかけて作ったんだ。遠えん慮りよなくお食べよ。勿もち論ろん、代金なんてとらないからさ！」

『やっほぉおおおおおお！』

「馬ば鹿かっ、アンタ達からはキッカリ徴ちよう収しゆうするに決まってんだろ！」

『ぶぅぅぅぅぅうううう』

　酔よっぱらいの大人達のやりとりに、思わず顔を綻ほころばせてしまう。すると、ぼくの周りを取り囲んでいた皆みんなも、どこかほっとした様子を見せた。皆、優やさしい人達だ。ふと気付くと、少し遠くの席からモルジさんもこちらをチラチラ覗うかがっている。だけどぼくと目が合うと、少し慌あわてた様子でぷいっと顔を逸そらしてしまった。

　ビルマおばさんが「おや」と声を漏らす。

「アンタ、モルジ爺じいさんと知り合いかい？」

「知り合いっていうか……昼間工場見学した時に、靴くつを貰ったんだ」

「へぇ、あのよそ者嫌ぎらいの爺さんがねぇ」

　心底珍めずらしそうな声を上げるビルマおばさん。彼女はしばしニヤニヤしたかと思ったら、「そうだ」と何か名案を思いついたといった様子で、両手を合わせた。

「トオル、ちょっと。今からおばさんが言うことを、大きな声で、皆に言ってみな」

「？　いいけど……どうして？」

「いいからいいから。きっと面おも白しろいからさ。じゃあ教えるわよ？」

　そう言って、ごにょごにょとぼくに耳打ちするビルマさん。正直言葉の意味は全然分からなかったけれど……ビルマおばさんがやれと言うので、ぼくは仕方なく立ち上がり……しかしやはり少し恥はずかしいので、もごもごと口ごもりつつ、呟つぶやいた。

「えと……く……『靴ならやっぱり』……？」

　酔っぱらいの声に搔かき消される程度の、本当に小さい声だった。だけど……ぼくが呟いた途と端たんに、室内の喧けん噪そうがぴたりと止やむ。

　そして──次の瞬間、村人達が一斉に、高らかに叫んだ！




『ヴェリール村の、ゴムックス！』




「わ」

　それがあまりに見事な声の重なり具合だったため、ぼくは勿論、ルウやファルディオまで目をぱちくりとして驚おどろいてしまった。しかし……そうかと思えば、次の瞬間には、皆、何事もなかったかのように再び喧噪を取り戻もどす。

　ぽかーんとしていると、ビルマおばさんがクスクス笑いながら告げてきた。

「うちの村特有の、条件反射みたいなものさ。この村は何から何までゴムックス漬づけだからねぇ。全住人の靴がゴムックスなのは当然として、馬車の車輪や馬の蹄てい鉄てつまでもがゴムックス。ゴムックス様々なのさ」

「ほへ～」

　お馬さんの靴までゴムックスだなんて、そりゃ凄すごいや。

「当然、村全体がゴムックスの営業みたいなもんだからねぇ。全員ゴムックス着用は勿論のこと、こういうオススメフレーズも幼少期から叩たたき込まれるんだよ」

「なるほどー」

　ぼくは素す直なおに感心した。ぼくの世界で言うところの、地方だけで高こう頻ひん度どで流れるＣＭのフレーズみたいなものか。なんだか、変な親近感が湧わいてきた。

「面白かったかい？」

「うん！」

　ビルマおばさんの問い掛かけに、笑え顔がおで応じる。うん、ゴムックス効果のせいか、ホントに元気が湧いてきたぞ。と同時に、自分のお腹がぺっこぺこだったことに気付く。ぼくは「いただきます！」の声と共に、いくつかの料理を頰張った。どれも初めて食べるものだったけれど、最高に美味おいしい。笑顔で「おいしい！」を繰くり返すぼくを、周囲の大人達はなんだかほっこりした笑顔で見守る。

　一いつ旦たん小休止してジュースを飲んでいると、ビルマおばさんが笑顔で話しかけて来た。

「そうだ、トオルは好きな料理とかあるのかい？　おばさん、大たい概がいのものは作ってやれると思うけど」

「え？　そうだなぁ……」

　ぼくは宙を見て考える。ホントはすぐに思いついていたのだけれど、それがこの世界にもあるものなのか分からず、言っていいのか迷ったのだ。

　だけど他ほかに思いつくものもなく、ぼくは、少し照れながら、ぼそぼそと口を動かした。

「その……えっと……あるかどうか、分からないんだけど……」

「なんだい？　お肉かい？　お魚かい？　流石さすがに高級食材使うものだと調達厳しいかもだけど、それでも味は出来るだけ近づけるよう頑がん張ばるから、言ってみなさいな」

『そうだそうだ、いっちょ凄すげぇもん頼たのんじまえー！』

「当然代金はアンタらにつけるからね！」

『やっぱり高級なのはやめてぇー！』

　酔っぱらい達が泣いておばさんに縋すがる。ぼくはそれを見て沢たく山さん笑った後、「じゃあ」と少しはにかんで、切り出した。

　皆が注目する中、ぼくは「難しいかもだけど……」と、続ける。




「出来たら……その……お、お漬つけ物を……」




『は？』

　ビルマおばさんと皆が（モルジさんまで）、目を丸くしてぼくを見る。……もしかして、やっぱりこの世界にはお漬け物がないのかな……なんて心配していると。

　次の瞬間、皆が一斉に笑い出した。

「あはははははははっ！　なんだいトオル、アンタお漬け物が好きなのかい！」

「あ、うん、一番好き」

「おいおい変わったボウズだな！　遠慮せず、肉とか頼んでいいんだぜ？」

「遠慮じゃないよ！　美味しいじゃんっ、お漬け物！」

「はははははは！　おーいビルマ、持って来てやれよ漬け物！　小さな英えい雄ゆう様がこんなに言うんだから、壺つぼごと持ってきてやれや！」

「え、そんなに!?　いいの!?…………じゅるり……」

『あはははははははははははははは！』

　何故なぜだか、周りの皆に笑われてしまった。正直、何を笑われているのか分からない。酔っぱらい達に頭をぐしゃぐしゃと撫なでられつつ待っていると、ビルマおばさんが本当に大量のお漬け物を持って来てくれた。少し心配だったけれど、それはぼくの世界の「ぬか漬け」そっくりの味で、ぼくは興奮してむっしゃむっしゃと頰張る。

　周りの酔っぱらい達はそんなぼくを眺ながめて、また皆、変な笑顔を浮うかべていた。

　ビルマおばさんが少し苦く笑しよう気味に訊たずねて来る。

「しかしアンタもまた、渋しぶい趣しゆ味みだねぇ。なんか思い入れでもあるのかい？」

　ぼくはその質問に、漬け物をぱくぱく口に運びながら答える。

「うんっ！　お母さんの得意料理だったんだー！」

「なるほど、お袋ふくろの味ってやつかい」

　ビルマおばさんが納なつ得とくする中、ぼくの正面に座っていた赤ら顔のおっちゃんが「ん？」と首を傾かしげる。

「『だった』ってこたぁ、今は違ちがうのか？」

　その質問に、ぼくは相変わらず夢中で漬け物を食べながら、「うんっ」と普ふ通つうに返した。




「前のお母さんはもうどこにもいないし、今のお母さんは、あんまり料理とかしない人だから」




『…………』

「？」

　なんか周囲の喧噪が止まってしまった。見れば、少し遠くにいたファルディオやルウ、モルジさんまでなんか神しん妙みような顔で固まっている。……？　もしゃもしゃと漬け物を頰ほお張ばりながら首を傾げると、目の前のおっちゃんが少し挙動不ふ審しんな様子で「そ、そうか」と鼻の頭を搔いた。

「そりゃあお前……その……大変だな」

「？　大変？　何が？」

「えっと……ほら……なんだ……。つ、漬け物！　食う機会減っちまって！」

「あー、うん、そうだね」

「だ、だろ？」

　途端、なぜか皆がホッと胸を撫で下ろす。……？　なんかよく分からないけど、ぼくはお漬け物を更さらにもしゃもしゃ頰張りながら、「でも」と続けた。

「今も普通にお漬け物は食べられるから、心配しなくていいよ？」

「そ、そか。そうだよな。今のお母さんも、漬け物ぐらいは……」

「うん！　今のお母さんは、お店で好きなもの買って食べなさいって、毎日お金置いといてくれるから。お漬け物は好きな時に食べられるんだ！」

「……そ、そうか」

　なんかまた妙みような空気になってしまった。ぼくは不思議に思いつつも、特段気にもせずに続ける。

「？　あ、でも、ビルマおばさん！」

「な、なんだい、トオル」

「このお漬け物は、コンビニ……お店で売っているのより、凄く美味しいと思います！」

「そ……そうかい。そりゃ……嬉うれしいよ。本当に」

　なんだかビルマおばさんは本当に嬉しそうに微笑ほほえむものだから、ぼくまで笑顔になってしまった。

　ぼくは口の中を一旦リセットするためにも、他の料理に手を伸のばす。これまたどれも凄く美味しい料理で、ぼくは大満足だ。張ってきたお腹をさすりつつ、ぼくは思わず呟く。

「これ、兄さんにも食べさせてあげたいなぁ……」

「お兄さん？　トオルさんには、お兄さんがいるのですか？」

「あ、サクヤ」

　いつの間にかぼくの隣となりの席にやってきていたサクヤが訊ねて来る。ぼくは「うんっ」と応じた。

「二歳上の、兄さん。カッコ良くて、頼たよりになって、なにより凄く優やさしいんだ！」

　ぼくは、人に兄さんのことを話すのが好きだ。こういう自じ慢まんはあまり良くないとは分かっていても、ついつい、上じよう機き嫌げんになってしまう。

　サクヤはふわりと微笑んだ。

「そうですか。トオルさんのお兄さんですものね。トオルさんに似ていて、当然ですよね」

「？　なに言ってるの？　ぼくなんか全然カッコ良くも優しくもないよ？」

「うふふっ。この場でそんな風に思っているのは、多分トオルさんだけですよ？」

「へ？」

　言われてから周囲を見み渡わたすと、皆みんなが、なんだか妙に温かい視線でぼくを見つめていた。

　ぼくは照れて後頭部をぽりぽりと搔かく。……うぅ。褒ほめられるのは嬉しいけど、こういうのは、なんか苦手だ。お腹のあたりがむずむずする。

　ぼくは取り繕つくろうように、「ぼくが兄さんに似てるだなんて、そんなことないよ」と続けた。そうして、皆がやいのやいのとぼくを囃はやし立てる中、恐きよう縮しゆくしながらぽつりと漏もらす。

「それに、えーっと、ほら、ぼくと兄さんは、血が繫つながってないし……やっぱり、うん、全然似てないと思よ？　リョウおじさん──今のお父さんとは、ぼく少し似ているけど」

『…………』

　あれ？　なんかまた、皆の笑顔がぎこちなくなっちゃった。ぼくは自分が何か失敗したのだと感じ、慌あわてて、取り繕う様に続ける。

「あ、そ、そうじゃなくて、ほら、皆は知らないけど、兄さんは、本当に凄い人なんだよ！　ぼくもいつかは追いつきたいけど、まだまだで！」

「そ、そうなんだ」

「あ、だけど兄さん、ここ最近ずっと、入院中なんだ。あ、知ってる？　病院のごはんって、健康にいいけど、あんまりおいしくないんだって。だから、今日のこのビルマおばさんの料理、食べさせてあげたいなって！　だってこれ、ぼくが今まで食べてきた料理の中でも、二番目に美味しいと思うし！　一番はお母さんの漬け物だけど！　本当に！」

　なんとか場の空気を良くしようと必死で喋しやべると、ツカツカとぼくの背後に寄ってきたビルマさんが、「そうかいそうかい」と、ぼくの頭を強く撫でた。おかげで髪かみがぐしゃぐしゃだ。少し抗こう議ぎしてやろうと視線を上げようとすると、なぜか、次から次に周囲の大人達がぼくを取り囲み、ぐっしゃぐしゃと頭を撫でていく。

「ちょ、なに、わ、わ、わ、やめて、うー、うー」

　もみくちゃにされるぼくの頭。終始押さえつけられているせいで、全然、誰だれが何しているのか分からない。流石に勇者の力で跳はね飛ばすわけにもいかないし。

　しばらく耐たえていると、次し第だいにぼくを撫でる人数が減ってきた。そうして、遂ついに二人ぐらいの気配になった時……ぼくは思い切って、わーっと顔を上げた。

『……あ』

「……？」

　するとそこには、ぼくと目があった瞬しゆん間かん、気まずそうに顔を逸そらして咳せき払ばらいする、モルジさんとファルディオの姿があった。二人とも、どこか慌てた様子でぼくの方へ伸ばした手を引っ込めると、そそくさと離はなれたテーブルに戻もどって行く。……なんなんだ。

　ぼっさぼさの髪をしたままぽけーっとしていると、目の前の席の赤ら顔のおっちゃんが、仕切り直すように麦酒ビールを掲かかげて叫さけんだ。

「んなわけで、今夜はまだまだ盛り上がるぜー！」

『おおー！』

　なんかよく分からないけど、村人達の祭り魂だましいに火がついている。大変いいことだと思う。けど、ぼくはもう、結構おねむさんだ。ぼくは目を擦こすると、そろそろビルマさんにごちそうさまを告げ、部屋に戻って寝ねようかと──




「今晩はトオルを囲んで、朝まで飲めや歌えやの大だい宴えん会かいだー！」




『おおー！』

「なんで!?」

　立ち去りかけたぼくをいい歳としした大人達が取り囲む。……なんか本当に、逃にげられそうにない。なんだこれは。

　ぼくは、視線でサクヤに助けを求め──

「トオルさん、今夜は帰しませんよ！」

「ええ!?」

『ひゅーひゅー、お熱いねぇ。ひゅーひゅー』

「なにこの限りなくうざい大人達！」

　そんなわけで。

　その日は本当に、本気で朝まで宴会に付き合わされた。

　子供にこんな夜よ更ふかしを強しいる大人達なんて、聞いたことがない。おかげでぼくなんかもう、朝にはホントくたくたで、これまで人生で一番疲つかれる夜となった。

　……まあ。




　同時に、ぼくのこれまでの人生で一番、賑にぎやかな夜でもあったんだけどさ。




　　　　＊




「ふ、わぁ……ぁ？」

　目を覚ますと、そこは見知らぬ部屋だった。

　木目が人の顔みたいに見える天てん井じよう。少しだけごわっとするけど、お日様の匂においがしてとても気持ちのいいお布ふ団とん。窓から差し込む夕ゆう陽ひに、ファルディオとルウのいびき……って。

「（ああ、そっか……ぼくら、朝に宿戻って来て、すぐ寝ちゃってたんだっけ）」

　上半身を起き上がらせながら、ねむねむと目を擦る。夕方まで寝たのなんて、初めてだ。とても悪いことをしたみたいで、なんだか胸がキュウキュウする。

「（それに……無断外がい泊はくじゃん）」

　ぼんやりとそんなことを考える。家出しちゃったみたいで大層決まりが悪い。あー、でも、あっちじゃ全然時間経たってないんだっけ。うーん、頭じゃ分かっていても、やっぱりソワソワしちゃうなぁ。

　ベッドから降りて「んっ」と背せ伸のびしていると、ファルディオとルウも目を覚ました。ぼくらは互たがいに一言二言挨あい拶さつを交かわし、三人連れだって部屋を出る。

　ドアを開くとすぐ、洗せん濯たくカゴらしきものを抱かかえたサクヤと出くわした。

「あ、皆みなさんおはようございます！　よく眠ねむれましたか？」

「うん、まあ……眠れたというか、眠りすぎたというか」

　ぼくがばつの悪そうな顔で答えると、サクヤがクスクスと笑う。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、今日は村の皆がそうですから。かくいう私だって、恥はずかしながらついさっき起きたばかりで」

「そうなんだ。あれ？　そういえばサクヤ、昨日の夜さ……」

「はい？　どうかしましたか？」

「ん……えーと……なんだっけ？」

　あれ？　おかしいな、今ぼくサクヤを見て、強く「何か言ってあげなきゃ」と思ったはずなんだけど……なんでだっけ？　あれれ？

　ぼくがハッキリせずにいると、サクヤは一瞬首を傾かしげ、しかし特段気にした様子もなく話を進めてきた。

「すぐにご飯の用意を致いたしますから、皆さん食堂へどうぞ。そうそう、洗面所なら、そこの廊ろう下か曲がってすぐですよ。じゃあ、私は準備もあるのでこれで」

「あ、うん、ありがとう」

　ぺこりと会え釈しやくして去って行くサクヤ。ぼくがぼんやりとその背を見つめていると、急にファルディオが頭を小こ突づいてきた。

「なにボーっとしてんだよ。そりゃ、好きな女の子のケツをつい眺ながめちまう気持ちは分からんじゃないが……」

「そ、そういうんじゃないよ！　まったく、ファルディオにはデリバリーというものがないよね！　デリバリーというものがさ！」

「ん、ああ、まあ確かに俺、特に配送サービスは請うけ負おってねぇけどさ……」

「むにゃ？……はにゃ！　まったくもって、ご主人の言うとーり！……むにゃ……」

「毛玉、お前は寝ぼけたまま話に加わるな。ったく、まあいいけどよ……」

　そんなわけで、ぼくらはそのまま洗面所に向かい、三人仲良くシャコシャコと歯を磨みがいて顔を洗う。

　そうして、食堂でビルマおばさん特製の美味おいしいご飯を食べる頃ころには……ぼくはサクヤに関するひっかかりを、すっかり忘れてしまっていたのだった。




　　　　＊




　食事を終えると、ぼくらは三人連れだって村に出た。

「お、トオル！　昨日はありがとうな！」「あ、トオルだー！　こんにちはー！」

　少し歩いただけで、色んな人から挨拶される。正直全然名前は覚えていなかったけれど、それでもなんだかとっても嬉うれしい。

　ぼくがニッコニコして往来を歩くも、しかし、対照的にルウとファルディオはどこか不ふ機き嫌げんそうだった。

「むむぅ、女め神がみ教会の機能しない村に長く止とどまっている場合ではないのですが……」

「こんなやべぇ状じよう況きようの村、補給だけ済ませてさっさと発たつつもりだったのに……」

「なんだよ二人とも、しかめっ面つらしちゃってさ！」

「ご主人はご機嫌そうですな……」

「そりゃそうだよ！　こんなに皆に感謝されて、不機嫌になるはずないじゃん！」

「はんっ、直に滅ほろぶ村でお前の戦せん闘とう能力披ひ露ろうしちまったことの、何がめでたいもんかよ」

「もー、どうしてファルディオはそういう捻ひねくれたこと言うかなぁ」

　まったく、二人とも難しく考えすぎなんだよなー。ちゃっかり祝いの晩ばん餐さんは楽しんでたくせにさー。

　二人はしばらく暗い顔をしていたけど、商店が並ぶ広場まで来ると流石さすがに意識も切り替かわったようだ。ファルディオの「とりあえず、今日は買い物だけしとっか」という言葉にぼくとルウも賛同し、ファルディオにくっついて店を回ることにした。

　とはいえ、ファルディオの「補給」は、食料品店だけで済んでしまった。

「つまらなーい」とぼくが不満を漏らすと、ファルディオは面めん倒どうだ面倒だと悪態をつきつつも、結局は他ほかの店も一通り一いつ緒しよに回ってくれることになった。ぶつぶつ文句を垂れつつ前を歩くファルディオの様子を見て、ルウがぼくの耳元でぼそっと囁ささやく。

「ご主人。あの男はもしや、『お人ひと好よし』という類たぐいの人種なのではないでしょうか」

「ルウ。もしやも何も、最初からあからさまにそうだと思うよ」

　たとえ下心のためとはいえ、見ず知らずの子供の世話をここまでしてくれる人は、そうそういないだろう。

　ぼくとルウがくすくす笑い合っていると、前を歩くファルディオが物もの凄すごく不機嫌そうに「で？」と訊たずねてきた。

「トオルは、何の店が見てぇっつうんだよ」

「えーと、そうだなぁ……」

　食料や日用雑貨見ても仕方ないしなぁ。うーん……。

「あ、魔ま法ほう道具の店とか見てみたい！」

「あー……魔法道具かぁ……」

　ファルディオが微び妙みような表情で頭を搔かく。ぼくが首を傾げていると、ファルディオは周囲をキョロキョロしながら続けてきた。

「魔法道具っつうのは、なんつーのか、一種の贅ぜい沢たく品ひんなんだよな。だから専門店なんざ、田舎いなかにはそうそうねぇんだよ」

「え？　生活必ひつ需じゆ品ひんじゃないの？」

　ぼくの疑問に、今度はルウが答えてくれる。

「ご主人の世界における『大型家電』みたいなものですな。生活必需品ですが、そうそう沢たく山さん買うものでもないですし、田舎には大型電気店もあまりないでしょう」

「あー……なるほど……」

　なんか凄すごくしっくり来る説明だった。うん、やっぱり両方の世界の架かけ橋たる使い魔って、必要なんだなぁ。……戦闘方面じゃ一いつ切さい役に立たないけど。

　ぼくがルウから説明を受けている間にもファルディオは続けて店を探してくれていた。流石に、なにがなんでも見たいというわけじゃなかったため「もういいよ」とぼくが声を掛かけかけた、その時。ファルディオが「お？」と声を漏もらし、ツカツカと先を歩いて行ってしまった。ぼくとルウは顔を見合わせ、彼についていく。──と。

「魔法……武器屋？」

　とある店の前で止まったファルディオが、首を捻りながら看板を読む。生憎あいにくぼくには読めないが、追いついたルウもまた「魔法武器屋《イブロック》とありますな」と言っていたので、ここは「魔法武器屋」で間ま違ちがいないのだろう。

　しかしファルディオもルウも、妙みように怪け訝げんそうな表情を浮うかべている。ぼくが「どうしたの？」と訊ねると、彼らは二人で顔を見合わせ、そうして不思議そうな顔のまま説明してきた。

「いや、魔法を付ふ与よされた武器を扱あつかう店っつうのは、確かにあるんだけどよ……でもそれは、魔法道具屋以上に特とく殊しゆな専門店なんだ。少なくともこんな田舎にあるのは不自然極きわまりねぇっつうか……」

　イマイチピンとこないぼくに、ルウが「ご主人の世界で言えば……」と喩たとえる。

「『田んぼの真ん中にアニメ○ト』みたいな感じですぞ！」

「それは凄い違い和わ感かんだね！」

　とりあえず異様な光景だということは充じゆう分ぶん伝わってきた。

　ファルディオとルウが胡う散さん臭くさそうに店構えを眺める。煉れん瓦が造りの割と立派な店構えで、中に大きな炉ろでもあるのか、煙えん突とつからはモクモクと黒こく煙えんが昇のぼっている。雰ふん囲い気きとしては、ちょっとお洒落しやれなパン屋さんみたいだ。

「入ってみようよ！」

「あ、おいっ」

　ファルディオの制止にも構わず、ぼくは「ごめんくださーい」とドアを押し開く。ひょこっと首を伸のばして中を覗のぞくと、薄うす暗ぐらい室内に、所ところ狭せましと不思議な商品達が並んでいた。

「おおー」

　期待に胸を膨ふくらませながら、店へと踏ふみ込む。ファルディオとルウがそぉっとぼくに続く中、ぼくはくるくると辺りを見回した。

　店の天井に灯あかりの様なものはなく、しかし間仕切りの奥に炉でもあるのか、炎ほのおのものと思われる橙だいだいの光がぼんやりと店内を妖あやしく照らす。

　値札さえ貼はられず乱雑に並ぶ商品達。剣けんや弓や斧おの、鎧よろいや盾たてなんかの定番武器があるのは勿もち論ろん。なんと、燃えさかる水すい晶しよう玉だまや、十字に凍いてついた書しよ籍せき、浮ふ遊ゆうし回転し続ける三角フラスコに、果ては口から無む尽じん蔵ぞうに謎なぞの液体を吐はき出し続けるドクロまで置いてある。そんな店内の摩ま訶か不ふ思し議ぎな光景に、ぼくは……。

「お、おいトオル、もう分かったろ？　こりゃ絶対アレな店だ。田舎にありがちな、変人が趣しゆ味みでやっているボッタクリ系のアレだ。さ、お前もこれに懲こりたら、店主が奥から出て来ないうちに……」

「うっわぁ、すっげぇぇえええええええ！　なにこれ、全部欲ほしいんだけどぼく！」

「うそーん」

　ファルディオがげんなりとして肩かたを落としていた。ルウもどこか引き気味な表情でぼくを見つめていたけど、ぼくとしてはなんでそんな反応されるのか理解出来ない。だってカッコイイじゃん、ここの商品！　全部！

「ぼく、光るものとか大好き！　部屋の天てん井じようにも、蛍けい光こう塗と料りようで光るお星様張ってるんだ！」

「あぁ、なんつーか、素す直なおにガキなんだな、お前……」

「？　子供だけど、それがどうしたの？　とにかくこの店の商品は凄いよ！　全部夢みたいだ！　いいなぁー！　欲しいなぁー！」

「か、買わねぇからな!?　こんな不気味商品なんていくらするか分かったもんじゃ──」

　そう、彼が怒ど鳴なりかけた矢先だった。ガタリという物音と共に、店の奥で影かげが揺ゆれる。

　ファルディオとルウが緊きん張ちようで生なま唾つばを飲み込む中、人影はカツンカツンと威い圧あつ的な靴くつ音おとを鳴らして歩き。そうして、いよいよ間仕切りの陰かげからその姿を現した。




「まったく、ギャアギャアうっさい客だなぁ。冷やかしならとっとと帰れ！」




「ひゃあっ、すいません、すぐにこのガキ連れて帰りますんで──って」

　ぼくの襟えりを摑つかみかけていたファルディオの手が止まる。店主と思わしき人物は、「ああ？」と黒い短たん髪ぱつを乱暴に搔きながら、こちらを睨にらみ付けて来た。

「なんだよ、あたしの顔になんかついてっか？」

「え、あ、いや……」

　ファルディオがぽりぽりと頰ほおを搔く。彼が何に戸と惑まどっているのか、ぼくにはよく分からなかった。確かに、店の人は綺き麗れいな小麦色の肌はだをした、健康的な美人のおねーさんだったけどさ。でも、だから一体なんだというのだろう。

　ぼくはファルディオが言葉を失っている隙すきに、おねーさんに駆かけ寄って話しかけた。

「おねーさん、おねーさん！　ここの商品は全部カッコイイね！　最高だね！」

「お、分かるかボウズ！　そうかそうか！」

　ニカッと快活に笑い、中ちゆう腰ごしになって頭を撫なでてくれるおねーさん。炉の傍そばは暑かったのか、大きめに開いたシャツから見える豊満な胸の谷間に、大おお粒つぶの汗あせが一筋流れていく。

「（ごごごっくん！）」

『？』

　突とつ如じよ店内に響ひびいた、大きな、まるで生唾を飲み込んだような音に、ぼくとルウとお姉さんが一いつ斉せいに反応した。振ふり返ると、なぜかファルディオが不自然な程ほどぼくとおねーさんに背中を向け、何もない棚たなの方を「ヘー、コンナノモアルノカー」と眺ながめていた。

　気を取り直して、ぼくはおねーさんに向き直る。

「特にあのドクロなんか、超ちようイカしてると思う！」

「おお、ボウズは分かってんなぁ！　そう、アレはあたしの自信作なんだよ！」

「だよね！　あ、でも、酷ひどいんだ。ファルディオなんか、この店のことを変人のボッタクリ店だなんて──」

「──言うヤツがいたら、ぶん殴なぐってやりたいなって、話していたところでしてね！」

　ぼくの言葉を華か麗れいに、まったく不本意なカタチで引き継ついだファルディオが、超キラキラとした笑え顔がおで……ぼく達には絶対見せない態度でおねーさんに話しかけていた。

「俺はファルディオと言います！　貴女あなたのお名前は？」

「はぁ……どうも。店主のエイリです……」

　一応礼をするおねーさんに、ファルディオは更さらに続ける。

「いやそれにしても素晴らしい！　ホント、ここの商品は全すべて素晴らしい！　特に……ほら、あの豪ごう奢しやな剣なんて、大層なシロモノとお見受け致いたしますが！」

「いや、アレは失敗作のナマクラだから、市し販はんの鞘さやで見み栄ばえだけ整えたお飾かざり……」

「でしょう！　そう、その意図がキッチリと見事にはまった結果、ここまで業わざ物ものに見せかけてしまうというそのスキルにこそ、俺……私は心底感激したのですよ、ええ！」

「や、装そう飾しよくしてくれたの自体は暇ひましてただけの無職のダチなんだけど……」

「それはますます素晴らしいですね！　無職のご友人の才覚を見事見み出いだし適切な仕事を提供するその慧けい眼がんと慈じ悲ひの心……この大魔導師ファルディオ・メルクリウス、心底感かん銘めいを受けました！　ええ！」

　言いながら、エイリおねーさんの手をきゅっと両手で包むファルディオ。正直超きもい。しかし一応客だからなのか、おねーさんは「あ、ありがとう」と引きつった笑顔で応じていた。……客商売って大変だなー。

　ファルディオがキラキラ笑顔のままおねーさんから離はなれ、再び店内の商品をテキトーに絶賛しまくり出す中、ぼくとルウはすっかり白けた表情で彼を見つめていた。

「ファルディオってさ……なんか、こう、ある意味、凄いよね……」

「そうですな。名めい誉よ欲よく、金きん銭せん欲よく、そして色欲にまで忠実で、態度は軽けい薄はくかつ尊大、しかしてその実態はなんの実力も持ち合わせない小者と……おおよそ子供の反面教師としては百点満点の人物と言っていいでしょうな」

　現状、この世界における自分の保護者が彼なんだと思うと、なぜだろう、少し涙なみだが込こみ上げてくる。

　ぼくとルウがながーい溜ため息いきを吐ついていると、調子に乗ったファルディオが店内の武器を手にとって検分し始めていた。おねーさんが「あ、おい、素人しろうとが触さわるのは危険だぞ」と忠告しているのに、ファルディオときたら、「俺を誰だれだと思っているんですか」と気持ちの悪い笑顔で受け流すのみ。……いや、誰だと思っているも何も、実際誰なんだよファルディオ。ただの迷めい惑わくなヘルファイア使いじゃないかっ。

　しかもファルディオ、あんだけ自信満々な態度のクセに、実際内心では少しびびっているらしく、明らかに危険そうな剣や斧からはさりげなく距きよ離りをとっていた。そうして、「これなんか素晴らしいですね」という軽い言葉と共に、これ以上ないぐらい無害そうな一品……鋼はがねで出来た手て袋ぶくろらしきものを手に取り、拳こぶしにはめる。

「それは《ライジンググローブ》っつうんだ。拳けん闘とう用の防具で……」

　おねーさんの説明を、ファルディオがニコッと笑って引き取る。

「ああっ、拳を痛めないようにするんですね！　おいトオル、お前これ使ったらいいんじゃないか？　俺様が奢おごってやるぜ？」

　明らかにこの店で一番安そうな手袋を、さも自分は超太っ腹だと言わんばかりの態度でぼくに奢ってくれようとするファルディオ。

「いや、だからぼくは本来、パンチやキックは苦手で……」

「いいからいいから！　ね、エイリさん！　この素晴らしい装着感、さぞ素晴らしい魔ま法ほう防具とお見受け致しましたよ！」

　ファルディオが馴なれ馴れしく微笑ほほえむ。非常に胡散臭い。

　しかしおねーさんは、こんな軽薄な言葉でも自分の作品を褒ほめられると嬉うれしいらしく、少し得意になった様子で胸を張って説明しだした。

「おうっ、確かに絶大な魔法効果のある自信作の防具さ！　中の革かわには水魔法がかけられ、拳を程よい弾だん力りよくで守り！　更にこの武具の肝きもたる外がい殻かく部分は、なんとあたしが自ら開発した新素材──」

「お！　丁度そこにおあつらえ向きのサンドバッグがあるじゃないですか！　どれ、ちょっと実際に効果確かく認にんの試ためし打ちでも……」

　言いながら、ファルディオがこれでもかと格好をつけながら、シュッと、サンドバッグに渾こん身しんの右ストレートを繰くり出す。その拳が猛もう烈れつな勢いでバッグに衝しよう突とつする瞬しゆん間かんも、エイリおねーさんはマイペースに説明を続けていた。




「──《衝しよう撃げき》を《電撃》に変へん換かんする素材で作られた、革新的防具なのさ！」




「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　バチバチという凄すさまじい音と共に発光するファルディオ！　おおっ、感電した人の骨って本当に見えるんだ！　魔法のせいかどうかは分からないけど、とにかく凄すごいや！

　数秒間たっぷり感電し、果てにはぶすぶすと服を焦こがしながら髪かみがアフロ状になったファルディオが……しばし呆ぼう然ぜんとした後、キャラ作りを放ほう棄きして全力で叫さけぶ。

「直に触ふれる装備に雷かみなり属性付ふ与よさせてんじゃねえよ！　おまけに内側への水属性付与で電導率まで完かん璧ぺきでやんの！　なんのコンボだよ！　一体どういうつもりの商品!?」

「？　だから防具だって説明したろ？」

「防具とは真逆の性質じゃねえか！　むしろ装備者にダメージ与あたえる気満々だろ！」

「おいおい、浅はかな考えだな。防具とは、争いの被ひ害がいを減らすためのものとあたしは考える。つまり……そもそも敵を攻こう撃げきする気をなくすこの手袋こそ、至高の防具なのさ！」

「チクショウッ、いくら美人でも、結局は変人のやるアレな店だった！」

　すっかりいつものキャラに戻もどって悪態をつくファルディオ。そんな彼の様子に、ルウが「やれやれ」と溜息を吐つく。

「まったく、用よう途とも訊きかずに勝手に使う方が悪いのですぞ！　ですよね、女主人！」

「あ、ああ、そうだな。……それはいいけど、お前は……」

　少しびっくりした様子のエイリおねーさんに、ルウはくるりと回りながら自己紹しよう介かい。

「申し遅おくれました、女主人。ルウはご主人の使い──いや、魔法人形のルウです。以後お見知りおきを！」

「ほほう、魔法人形ね……。……なあお前、ちょっとだけあたしに体調べさせてく──」

「そ、それはそうと女主人！　こちらの商品はなんですかな！」

　妖しく光るエイリおねーさんの目に怯おびえる様に、ルウが話を逸そらす。

　ルウが指し示したのは、少し大おお振ぶりのハンマーだった。怪け訝げんそうにハンマーを睨み付けるファルディオに対し、おねーさんが「ああ、それは《風のハンマー》だ」と笑顔で応じた。

「グリップにはうちの特産である『ゴムックス』の原材料でもある最高級のゴム革がわが巻かれ、すべり知らずで非常に持ちやすくなっている。うちの店には珍めずらしく、初めて客目線に立った商品と言えるな」

「基本客目線立てておけよ。まぁ……しかし、どうやらこっちはまともそうだな」

　説明を聞きながらファルディオがハンマーに手を伸のばす。おねーさんが続けた。

「肝かん心じんの魔法要素だが、実際鎚つちの頭部はただ重くて頑がん丈じようなだけの金属だ。しかし重要なのはそこじゃない。柄えだ。これもあたしの開発した風属性の新素材で出来ていて……なんと、本来なら重たく扱あつかい辛づらい鎚を、子供でも扱える重量にしてしまう！」

「ん……おおっ、確かに！」

　彼はハンマーを軽々と持ち上げ、店の真ん中まで行ってぶんぶんと振り回す。た、確かにこれは凄い魔法武器だ。大振りの金属製ハンマーを片手でいとも簡単に弄もてあそぶ様子は、まるで彼を歴戦の勇士の様にさえ見せる。

　ファルディオ自身、その万ばん能のう感かんに酔よったのか、すっかり上じよう機き嫌げんにぶんぶんと《風のハンマー》を狭せまい店内で振り回し始め、ぼく達が若じやつ干かん迷惑に思い始めた矢先のことだった。

　彼の様子をぼんやり見守っていたエイリおねーさんが、「ああ」となんでもないことの様に補足説明を付け足す。




「まあ当然、その効果の代だい償しようは、後でまとめて使用者に還かえるんだけどな」




「え──」

　刹せつ那な、突如としてファルディオの動きが止まったかと思ったら、顔にねばっこい脂あぶら汗あせをダラダラと搔かき始め──直後、がくりとその場にくずおれてしまった！

「ふぁ、ファルディオ!?」

　流石さすがのぼくとルウも心配になって駆け寄る。見れば、ファルディオは四つん這ばいでうずくまったまま、全身が痙けい攣れんしていた。こ、これは流石にヤバイんじゃ……！

　ぼくらが慌あわてていると、エイリおねーさんはハンマーを回収しつつ、説明を続けた。

「ちなみに、《風のハンマー》が求める代償ってのはな、魔力ではなくて……」

「ま、まさか女主人！　その武器は使用者の体力……いや、生命力を吸って絶大な威い力りよくを発揮する、魔ま剣けんの類だとでも──！」

　ルウが愕がく然ぜんとしながら訊たずねると、エイリおねーさんは……カラカラと笑いつつ、恐おそるべき真相を口にした！




「全身を襲おそう強きよう烈れつな筋肉痛として、顕あらわれる！」




「ぐぬぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ファルディオが痙攣しながら悲鳴をあげる。…………。

「ちなみに、当人に腕わん力りよくや体力がなければないほど、その代償──つまり筋肉痛はキツイものとなるわけだが……」

　そこでエイリおねーさんはハンマーを肩かたに担かつぎつつ、ファルディオの惨さん状じようを確認して、やれやれと溜息を吐く。

「あの程度の使用時間でこれほどの筋肉痛に襲われるヤツを、あたしは初めて見たよ」

『そ、そうですか……』

　ぼくとルウの嘆たん息そく混じりの声が重なる。ファルディオはブツブツとなにやらこの店に対する呪じゆ詛その様な言葉を呟つぶやいていたが、口まで痙攣しているせいか何言っているのか全然分からない。むしろ彼の情けなさしか伝わってこない有様だ。

　ぼくはファルディオのアレな大人さにすっかり呆あきれつつも……しかし、同時にこの店、そしてエイリおねーさんへの認識も改め始めていた。

「（確かにファルディオの言う通り……結構アレな店なのかも）」

　そのぼくの印象を裏付けるかのように、ハンマーを片付けたエイリおねーさんが愚ぐ痴ちる。

「まったく、三ヶ月ぶりに客が来たと思ったら、これだもんな……」

『（三ヶ月ぶりなんだ……）』

　ぼくとルウが妙みように納なつ得とくしていると、エイリおねーさんは商品棚だなを見回しながら更さらに愚痴を続けた。

「なあ、そこのボウズ……名前なんだっけ？」

「あ、トオルです」

「トオル？　ああ、昨日外で英えい雄ゆうだなんだと騒さわがれてたヤツか。まあいいや。トオル、お前も、うちの商品はイケてると思うだろ？」

「あ、うん、まあ……その……見た目とか素材とかは……」

　ぼくはごにょごにょと口ごもる様に答える。そう、《ライジンググローブ》も《風のハンマー》も、見た目は素す直なおにカッコイイし、それぞれに宿る効能も、そんな新素材を作る技術も、かなり凄いと思うんだ。だけど……。

「そうだよなぁ……。……あたしには一体あと、何が足りないんだろうか……」

『（センスだと思います）』

　ぼくとルウはすぐにそう思ったものの、口には出さなかった。出せなかった。

「ぐにょぉおおおおおおおおおおおおおおお」

　──と、流石にファルディオが可哀かわい想そうになってきたため、ぼくとルウは彼を宿屋に運ぶためにも、おいとまさせて頂くことにした。が、エイリおねーさんは一人ぶつぶつと武器の改良方法を検討し出してしまい、全然反応してくれない。……商品の話題以外は。

　仕方ないのでぼくは、とりあえず今日見た武器達に関する、誰だれにでも分かりそうな改良点をエイリおねーさんに伝え、彼女がハッとした様子で「お前は天才か？」と目を見開いた隙すきに、挨あい拶さつだけしてファルディオを背負い店を出たのだった。

　宿まで歩きながら、ルウが「大変ユニークな店でしたが……」と独り言の様に呟く。

「あの店も、もうすぐなくなってしまうのですな」

「…………」

　ぼくはそれに何も答えられず、黙もく々もくと、ファルディオを背負って歩いたのだった。








第四章









　結局、ファルディオの回復には実に一週間以上を要した。普ふ段だんどんだけ運動してなかったんだよとぼくとルウは呆れっぱなしだったけど、流石に見捨てて旅にも出られないし、なによりヴェリール村の居い心地ごこちがすこぶるいいのもあって、ぼくらもまたズルズルと滞たい在ざい期間を延ばしていた。

「くそ、流石に宿賃がやべぇ……。こりゃ一刻も早くルザルに赴おもむいて、トオルで一ひと稼かせぎしねぇと……」

　ベッドの上でファルディオが尻しりを搔きながら呟く。どうやらぼくが部屋にいるのに気付いていないらしい。……ただでさえ貧ひん弱じやくなのに、その上感覚まで鈍にぶるとは……ファルディオの弱体化が止まらない。パーティメンバーのレベルが勝手に下がる異世界冒ぼう険けんって、難易度が高すぎる気がするんだけど。しかもなんか、ぼくを利用しようとしているし。

　ぼくは彼に気付かれない様そぉっと部屋を出ると、食堂へと向かった。

「あ、おはようございます、トオルさん！　今日は少し朝あさ寝ね坊ぼうさんですね」

　朝食の準備をしていたサクヤが、笑え顔がおで挨拶をしてくれる。ぼくも元気に応じつつ、いつもの自分の席についた。すると、すぐにサクヤがぼくの前に、実に自然な動作で漬つけ物の載のった小皿を追加する。……一週間以上も寝しん食しよくを共にした結果、最も早はやちょっとした家族の様相だ。少なくとも、ぼくの中で最早ここは「異世界」ではなくなりつつある。……いいことなのか悪いことなのかは、よく分からないけど。

　いただきます、と手を合わせていると、洗面所からルウがふよふよ出て来て、ぼくの隣となりの席……わざわざルウ用に高くして貰もらった席に着地した。

「おひゃようごじゃいましゅ、ご主人……」

　うとーっとしたまま話しかけてくるルウ。……可愛かわいい。ルウはホント、ヘンに生意気な口さえ利きかなければ、普通に可愛い生き物なんだけどなぁ。

「はい、ルウちゃんも、朝ご飯ですよ」

　サクヤがルウの前に人間と同じ朝食メニューを出す。……実にいいご身分だ。

「こりはこりは、感謝でしゅじょ、しゃくやしゃ…………ＺＺＺ」

「ルウちゃーん？　ちゃんとご飯食べないと駄だ目めですよー？」

「はっ……ルウ寝ねてませんぞ。ルウ寝かしたら大したものですぞ。……ＺＺＺ」

「はーい、ルウちゃん、じゃあスープ飲みましょうね。お口あーんして下さい」

「ＺＺＺ……ズズズ……ＺＺＺ……うましですぞ……ＺＺＺ……」

「はいはい、ルウちゃんはほんと朝弱いんですから。じゃあどんどん飲みましょうね」

「…………」

　なんとなく、自分のスプーンをぎゅっと握にぎり込む。ほ、ホントいいご身分だよ！　まったくもう！　べ、別にぼくは、子供じゃないから、サクヤに食べさせて貰いたいだなんて、ちーっとも思わないけどね！　うん！

「？　どうかしましたか、トオルさん？　そんなに見つめて……」

「え!?　い、いや、なんでもないよ！　ただサクヤ見てただけ」

「え……。た、ただ私を見て……？　えと……それは……どういう……」

「えーと……」

　困った。まさか自分も子供みたいに扱って欲しいだなんて、死んでも言えない。また、サクヤが妙に上うわ目め遣づかいでチラチラ覗うかがってくるものだから、ぼくの胸のソワソワが全然収まらない。

　そうこうしていると、サクヤがルウの世話を中断し、何かとても真しん剣けんな表情でぼくの目を見つめる。

「あの……トオルさん。その、お願いがあるんですけど」
















「う、うん。えと……な、なぁに？」

　どうしてだろう。サクヤに目を見つめられると、体の動きがぎこちなくなっちゃう。

　ぼくが背筋をぴんと伸のばし、まばたきも出来ずにいると、サクヤはしばらく何か迷う素そ振ぶりを見せた後……意を決した様に、切り出してきた。

「あ、あの、もしよろしければ、わ、私と一いつ緒しよに──」

「さあさっ、そろそろテーブル片付けちまうよ！」

　サクヤが何か言いかけた矢先、快活な声と共にビルマおばさんが食堂へ入ってきた。ぼくとサクヤは悪いことをしていたわけでもないのに、ビクンと反応してしまう。

　ぼくらの様子を見たビルマおばさんが「おやぁ？」と首を傾かしげた。

「何か、お取り込み中だったかな？」

「えと……」

「そ、そんなことないです！　うん！　ご、ご飯今日も美味おいしいです！」

　言葉が詰つまってしまった様子のサクヤに代わり、ぼくは何故なぜか慌あわてて言い訳をすると、勢い良く朝食を口に詰め込んだ。そのまま全すべてを食べ切ってしまうと、ぼくは「ごちそうさま！」と椅い子すを飛び降り、、逃にげるように玄げん関かんへと向かう。

「じ、じゃ、行ってきます！」

　少し嚙かんでしまいながらもそう声を上げると、ぼくはビルマおばさんの「いってらっしゃい」も聞き終わらないうちに宿を出た。

　しばらく走り、未いまだ魔ま物もの襲しゆう撃げきの爪つめ痕あとが残る村の広場まで来たところで、ぼくは「ふぅ」と息を吐はく。……あれ、おかしいな。この程度の運動なら勇者の能力で全く疲ひ労ろうしないはずなのに……今はちょっとだけ心臓がドクンドクンしているや。ヘンなの。

　ぼくはそこで数回深呼吸をすると、改めて村の中を歩き出した。

「よぉしっ、今日もお仕事頑がん張ばるぞっ！」

　むんと気合いを入れて張り切り、大おお股またでずんずんと歩く。村の中に異常はないか、誰か困っている人はいないか。その様なことに注意を払はらいつつも、基本的には気の向くに任せて村内を見て回る。

　この一週間程ほどというもの、このパトロール作業こそが、ぼくのお仕事だ。

　仕事と言っても、お金が貰えるわけじゃない。ぼくとルウの分の宿代は要いらないって、ビルマおばさんも言ってくれている（ちなみにファルディオの代金は免めん除じよしないあたり、ビルマおばさんはやり手だ）。

　だけど、一いつ泊ぱくならまだしも、長期間宿しゆく泊はくするとなると、話は別だ。甘えてばかりもいられない。なにより、ぼくはとても暇ひまだ。

　だったらと、ぼくは村の見回りを買って出た。いよいよ《シュ・ロッカ》も近付き、先日には例の魔物の一件もあったばかりだ。そのためこのパトロールは、すぐに村人の皆みんなに、くすぐったい程の感謝と共に受け入れて貰えた。

　そうして、一週間。今や村の中を歩くと、住人の皆が笑顔でぼくに声をかけてくれる。

「おう、トオル！　今日も見回りご苦労さん！　そうだ、ほら、昨日うちの畑でとれた野菜だ！　ビルマに漬け物にして貰えよ、はっはっは」

「トオルー！　昨日サクヤおねーちゃんとね、トオルの話したんだよ！　ずっとこの村にいてくれたらいいのにねって！　ルウも！……え？　ファルディオ？　誰それ？」

「お、ボウズ！　なあなあ、聞いてくれよ！　ボウズに言われた改良点を意識して作った新作魔法武器がもうじき完成しそうなんだ！　今回はあたしの自信作だぜぇ？　なんせ使いようによっちゃあ……小さな村一つ滅ほろぼす程の威い力りよくが出る計算だからな！　あそうだ、これ折角だから、完成したらお前にくれてや──っておい、ボウズ！　なんであたしを無視してダッシュで逃げるんだよ！　おーい！」

「あ、トオル君！　ちょっとキミさ、うちのゴムックスの広こう告こく塔とうにならないかい？　《シュ・ロッカ》前に在庫を高値でガーッと売り捌さばいてしま──『ヴェリール村の、ゴムックス！』って、ああ！　僕が条件反射で叫さけんでいる隙に逃げるなんてぇ！」

　──と、こんな感じだ。実に温かくていい村──かどうかは少し疑問だけど、まあ、ホント賑にぎやかな村では、ある。

　一通り挨あい拶さつを終えた後、ぼくは村の外周をぐるっと見回り、最後に郊こう外がいのゴムックス工場へと向かい、これまた工場の外周を見回る。

　そうしていると、休きゆう憩けい時間なのか、工場から外に出て伸びをしているモルジお爺じいさんとバッタリ会った。

「なんじゃ、トオルか。今日の見回りはどうじゃ？」

　あの宴うたげの晩以来、なぜかすっかり態度の軟なん化かしたモルジさんが話しかけてくる。ちなみに彼、ここの工場長であると同時に、村長さんでもあったようだ。本人は「カタチだけの村長じゃがの」とか言っているけど、こうしてぼくに会う度たび見回りの報告を求めてくるあたり、やはり立派に村長さんだと思う。

　ぼくはモルジさんに挨拶した後、少し深刻な表情で報告した。

「今日は五体ほど追い払いました。それであの、積極的に襲おそって来たのも一体……」

「そうか……。うちの工場の方は、またオンジュの実を詰めた樽たるが消えたよ」

「また？　ぼくらが来てからずっとだね」

「…………（じー）」

「いや、ぼくら犯人じゃないよ!?」

「ほっほっほ、冗じよう談だんじゃよ。それにアレは元々《シュ・ロッカ》までに使い切れるアテもない、結局は廃はい棄きする予定のものじゃしの。じゃが……いよいよ、こんな食用に向かないものにまで魔物が手を伸ばし始めたのかと考えると、のぅ……」

　モルジさんは顎あご髭ひげをさすり、溜ため息いきを吐つく。

「そろそろ、限界かの……」

「…………」

　ぼくは思わず黙だまり込んでしまう。……この一週間というもの、ぼくが見回りで遭そう遇ぐうする魔物の数は確実に増えつつあった。

　基本的に魔物は、人類の敵と言えど、村の中にまではそうそう入って来ない。魔物だって生き物。やっぱり最優先は自分の命だから、明らかな人間の縄なわ張ばりに特とつ攻こうを仕し掛かけたりはしない。しかし、ここ数日はそうとも言い切れなくなってきていた。

　原因は当然《シュ・ロッカ》だ。大規模な魔物集団がこの地に近付くにつれて、元々この周辺に住む魔物達も色めき立ち、結果、普ふ段だんは絶対とらない行動に出るらしい。

　モルジさんがやれやれと首を振ふった。

「《シュ・ロッカ》本隊が到とう達たつするまではまだ時間があるとタカを括くくっていたが……そうも言っていられないようじゃな。《神無かんな節せつ》の自然災さい害がいを甘く見過ぎたか」

「ぼく、もっと一いつ生しよう懸けん命めい見回りするよ」

「それにも限界があるじゃろて。それに、実際本隊の到達も近いしの」

「あと一週間、あるかないか……だったっけ」

「そうじゃ。どちらにせよ、そろそろ最終避ひ難なん開始じゃな」

　工場の方を見ながら、モルジさんが呟つぶやく。実際、《シュ・ロッカ》本隊はもうこの村の目と鼻の先まで迫せまっていたりする。それでも意外と住人がゆったりしているのは、《シュ・ロッカ》の進行速度が極きわめて鈍のろいからだ。魔物は集団を維い持じするために、移動速度を最も足の遅おそい魔物に合わせるらしい。その速度、実に人間の平均的歩行速度の、約半分。本当に鈍い進行だ。

　しかしそれだけに、集団は常に強固な密度を保ち、経路上の自然も人工物も根こそぎ荒あらし尽つくす。

《シュ・ロッカ》はただ愚ぐ直ちよくに、直進し続ける。前へ、前へ、前へ。

　彼らが直進をやめる条件は、大きく分けて三つだけ。

　一つは、《神無節》の終わり。《加護節》が始まると、《シュ・ロッカ》に参加していた魔物達は自然に散っていくらしい。この条件ならば、ぼくが急いで旅すればなんとか達成できるんじゃないか、と思ったけれど、勇者の旅の行程はいくら少なく見積もっても一ヶ月以上はかかるらしい。とても残念だ。そして今ののんびりペースが密ひそかに申し訳ない。

　二つめは、《シュ・ロッカ》が目的地に到達した時。ただし、毎回その目的地や発生地点が違ちがう上、殆ほとんどのケースにおいて目的地到達以前に勇者が《加護節》をもたらすため、この事例は殆どないらしい。以前のケースも数百年前らしく、詳くわしい文ぶん献けんも残っていないため、《シュ・ロッカ》が目的地に到達した時、一体何が起こるのかは不明。

　そして三つめは、至し極ごく単純。集団を維持しての移動が不可能と判断される経路にぶち当たった場合だ。集団を構成する殆どの魔物は飛べない陸上生物のため、例えば切り立ったガケだったり、激流だったり、海だったりにぶつかれば進路が変わる。

　とにかく物理的に進行が不可能な場合、もしくはたとえ可能でも集団に多大な被ひ害がいが出るような場合は、その直進を止め、大きく迂う回かいを始める。まあ当然の話だよね。

　だったら村の周りに柵さくでもつければいいんじゃないかと思ったものの、どうやらその程度じゃ全く話にならないらしい。以前の《シュ・ロッカ》においては、たまたま経路上にあった、大昔の戦争で使われた堅けん牢ろうな砦とりでを、ものともせずに破は壊かいし尽くしていったらしい。つまり、人工物で彼らの歩みを遮さえぎるのはほぼ不可能に近い。やれるとしても、国家予算レベルの防衛施し設せつを建造しなければいけないという。……まさに、天災と言うほかない。

　ぼくは、物もの凄すごく大きくてのろまなロードローラーが迫ってくる様子を連想した。回かい避ひだけならとても簡単に出来るけど、立ち向かうのは絶望的。それが《シュ・ロッカ》。

　モルジさんは暫しばらくゴムックス工場を見つめると、一度何かを天に祈いのる様に目を瞑つぶり、その直後、何か決意した様子で「よし」と呟いた。




「現時点をもって、ヴェリール村の完全廃棄を決定する」




「え……」

　その言葉に、なぜかぼくは大きなショックを受ける。……この村は別にぼくの地元というわけでもないし、近々全員が退避することは決まっていたことだし、だから別に人が怪け我がするわけでも、まして死ぬわけでもないというのに……ぼくは自分でも意外な程に、モルジさんの決定がショックだった。

　自分の報告が決断の引金になってしまったという引け目も、あったかもしれない。ぼくは気付いたら、考えなしに反論めいた言葉を口にしてしまっていた。

「えっと、あの、そういうのは、他ほかの人の意見も聞いてからがいいんじゃ……」

「いや、この段階で意見を聞くも何もなかろうて。むしろこういう最終決断を下すのが、村長の、殆ど唯ゆい一いつの務めというものじゃ」

「だけど……あの……もっと……こう……」

「？　なんじゃ？　らしくもなく、今日は随ずい分ぶんと粘ねばるの？」

「…………」

　自分でも何が引っかかっているのか分からなかった。皆に危険が迫っているから、退避する。……当然の話だ。むしろ、先日の魔ま物もの騒そう動どうの様な事態が起こるより先に……もっと早くそうすべきだったんじゃないかとさえ思う。

　だけど……なんでだろう。胸の中のモヤモヤが晴れない。

　しかし結局はそれ以上ぼくから反論することも出来ず、モルジさんの決定は、その日のうちに全村人へ通達されることとなった。

　そして……その翌日の、早朝のことだった。




　サクヤが、村から消えたのは。




　　　　＊




　最初にサクヤがいないことに気が付いたのは、サクヤの父親であり、宿の主人であるデントおじさんだった。

　普段は裏方仕事に徹てつしていて、ぼくらとは殆ど顔を合わすことがないデントおじさん。だけどその日ばかりは、早朝からドンドンとけたたましくぼくらの部屋のドアを叩たたき、ねぼけまなこで出たぼくの両りよう肩かたを、真っ青な表情で乱暴に摑つかんで来た。

「サクヤは！」

「サクヤ……ですか？」

　そのあまりの緊きん迫ぱく感かんに、ぼくは目を擦こするのもやめ、すぐに頭を切り換かえる。背後でファルディオやルウが喧けん噪そうから逃のがれようと布ふ団とんに潜もぐり込む気配を感じながら、ぼくはデントおじさんの今にも泣き出しそうな瞳ひとみを見つめ返した。

「サクヤが、どうかしたんですか？」

　ぼくの疑問に答えもせず、ぼくらの部屋の中を見回すデントおじさん。なぜだか分からないけど、どうやら彼はサクヤがぼくらと一いつ緒しよにいると考えていたらしい。

　デントおじさんがサクヤの不在を確かく認にんすると同時に、ぼくは彼に訊たずねる。

「あの、この時間なら……サクヤはビルマおばさんと、朝食の準備とかしているんじゃ？」

「あ、ああ……」

　サクヤがぼくらの部屋にいないのを見てとると、デントおじさんは少し平静を取り戻もどした様子で、ようやく説明を始めてくれた。

「そ、それがいつまで経たっても台所に現れないから、寝ね坊ぼうだなと考えたビルマが部屋を確認したんだが、既すでにサクヤの姿はなく……」

　しかしここまで聞いてもなお、ぼくにはイマイチ、デントおじさんがここまで蒼そう白はくになって焦あせっている理由が分からなかった。

「えと……朝の散歩とかに行ったんじゃ？　ほら、村の見納めとか……」

「いや……」

　なぜか少し口ごもった様子でそう呟き、もう一度、ぼくらの部屋を確認するデントおじさん。

　なんだか疑われているみたいで少しムッとしたぼくは、少しきつめの口調で訊ねた。

「もしかして、ぼくらを疑っているんですか？」

「いや、疑うだなんて、そんな、違うんだ、そうじゃなくて」

　本当に慌あわてた様子で手をわたわたと振るデントおじさん。

「てっきり、行くならキミらを……いや、トオル君を連れ出すものとばかり……」

「行く？　デントおじさん、もしかして、サクヤの行き先が分かっているんですか？」

「あ、いや……」

　どうにもハッキリしないデントおじさん。なんだかジワジワと胸の奥から嫌いやな予感が首をもたげ始めたぼくは、焦じれて、叫さけぶように訊ねた。

「おじさん！　ちゃんと説明してっ！　おじさんは、サクヤが、どこに行ったと思うのさっ！」

「っ……それは……」

　デントおじさんは顔を顰しかめて非常に言い辛づらそうに俯うつむくと……しかし、数秒後、意を決した様子で、ぼくの瞳を見つめ……答えた。




「サクヤは……もしかしたら、《シュ・ロッカ》に向かったんじゃないかと……」




「──はぁっ!?」

　ぼくが啞あ然ぜんとすると同時に、背後でファルディオとルウが飛び起きる気配がした。




　　　　＊




　ぼくらがサクヤの失しつ踪そうを知って十数分後には、村人のほぼ全員が、集会所を兼かねている酒場へと集合していた。以前、ぼくを囲む会が行われた場所だ。しかしあの時と今とでは、そこを満たす空気が一八〇度違う。

　どよどよと村人達の不安の声が木霊こだまする会場に、普ふ段だんなら歌い手や踊おどり手が活かつ躍やくするであろうステージ上から、モルジさんの声が響ひびき渡わたる。

「静せい粛しゆくに！　静粛に！」

　彼の怒ど号ごうにも似た掛かけ声に、集団の声が萎しぼむ。

　その隙すきに、間かん髪はつ入れずモルジさんが続けた。

「まず、昨晩から今朝にかけて、サクヤの姿を目もく撃げきした者は、名乗りをあげよ！」

　モルジさんの言葉を受け、場がシンと静まり返る。一人たりとて目撃者がいないのかと思われたその時、遠えん慮りよがちな様子で細身の男性が手を上げた。

「あの……オレ、ちょっと前に、見たかも……」

「どこでじゃ！」

　モルジさんの剣けん幕まくにびくっと怯おびえながらも、男性はひょろ長い指で村はずれの方向を指し示した。

「その……オレもまだ寝ぼけてたから、見間違いかもって思ったんだけど……小さい人ひと影かげが、馬使って工場の方へ行くの、うちの窓から見た気が……」

　その証言に便乗するように、「あ、私も……」と新たな声が上がる。

「朝支し度たく中に見たと思います、馬使っているサクヤちゃん。でも、おかしいわね。ジーンが言っているのとは、逆方向だった気がするけど……」

「な、なんだよ！　オレが噓うそ言っているとでも!?」

「べ、別にそんな風には言ってないでしょ！　でも私が見たのは確かに、工場とは真逆の、ホゼ平原の方へ向かう姿だったのよ」

　彼女の言葉に、再びどよどよとざわめきが起こる。

「おいおい、ホゼ平原って言ったらお前、今丁度《シュ・ロッカ》が迫せまって来ているあたりじゃあ……」

「やっぱりサクヤのヤツ……」

「なんで止めなかったんだよっ、レイ！」

「ま、まさかサクヤがそんな馬ば鹿かげたことするなんて、思わないじゃない！」

「ちょ、ちょっと待ってよ、そんな言い方って──」

　ぼくが女性の発言の何かに引っかかって反論の声を上げようとしたその刹せつ那な、モルジさんの大きな声が場に響き渡った。

「静粛に！」

　荒あれ始めた場に活を入れる声。ぼくらが黙だまったのを確認すると、モルジさんはサクヤを見かけたと言う女性への質問を続けた。

「レイ。その時、サクヤの様子になんぞ変わったことなどなかったかの？」

「か、変わったこと？　そんなこと言われても……。……ああ、でも、何か大荷物運んでいるなぁとは思ったわ」

「大荷物？」

「よく見なかったけど、樽たるみたいなのを馬に括くくり付けていたような……。でもあれ、ビルマんとこで使っている馬でしょ？　だからてっきり、宿で使う食材かなんかだと……」

　彼女の証言を聞いたビルマおばさんが、首を横に振ふる。

「うちが食材を仕入れるのはいつも昼時だし、今は宿しゆく泊はく客も少ないから馬を使うこともないよ。でも、馬の世話はあの子の仕事だったから、連れ出すのは簡単でしょうが……」

　証言する彼女の顔は、隣となりのデントおじさん同様蒼白だ。

　モルジさんが更さらに目撃情報を募つのるも、他ほかに有力な情報は出て来なかった。

　彼が次の動きを決めあぐねる中、村人達が再びざわめきだす。

「まったく、普段は物わかりの良い娘むすめなのに……こういうとこがまだ子供だよなぁ……」

「何もこれから皆みんなで避ひ難なんしようって時になぁ、まったく。これで村全体の撤てつ収しゆうが遅おくれたらどうやって責任とって──」

「っ！」

　皆の呟つぶやきにカッと来て前に出かけた矢先、隣にいたファルディオにぐっと腕うでを摑つかまれた。

「なんだよっ！」

「お前こそなんだよ。今はガキ同士の友情ごっこ持ち出していい場面じゃねえぞコラ」

「っ」

　ファルディオの顔は今まで見たことない程ほど真しん剣けんだった。……これは本気で子供を窘たしなめる大人の目だ。思わず萎い縮しゆくする。だけど……それでもぼくは譲ゆずれなかった。

「だってサクヤが……！　なのにみんな、サクヤのこと……！　いやそれより、今はとにかく一刻も早くサクヤを助けに……ぼくだけでも先に──」

　自分が何を言いたいのかまとまっていない。サクヤのことを考えて必死で頭を回転させていると、ふと、前回この酒場で過ごした夜のことを思い出した。そうだ。確かあの時も、サクヤが皆に何か言われて、同じ様な不快感をぼくは抱いだいて……だけどぼくはどうしても眠ねむくて……でも耳だけでは聞いていて……。

　何か思い出しかけていると、今度はルウがぼくの前にやってきた。

「ご主人、今回ばかりはルウもファルディオに賛成ですぞ。《シュ・ロッカ》に関しては、ルウ達部外者が口を挟はさむべきことではございません」

「部外者？　誰だれが部外者なもんか、ぼくならサクヤを──」

「ご主人！」

　ルウが初めてぼくに大声を上げる。その後、周囲に聞かれぬ様少し声を潜ひそめて続けてきた。

「ご主人はもしや、勇者のご自分ならば、たとえたった一人でも、サクヤさんを救出した上……ともすれば《シュ・ロッカ》の解決まで図はかれるのではないかなどと、甘っちょろい幻げん想そうを抱いているのではありませんか？」

　そのルウらしからぬ手厳しい言葉に、ぼくは戸と惑まどいながらもなんとか返す。

「お、思ってるさ。それが何か悪いの？　だ……だってルウも知ってるでしょ!?　ぼく、あれでもまだまだ全然本気出してないん──」

「思い上がるのもいい加減にして下され！」

「！」

　ルウの厳しい剣幕に、ぼくのみならず、ファルディオまで目を見開く。

　ルウは自分でも少し驚おどろいたのか、こほんと咳せき払ばらいして仕切り直した後、しかしそれでも普段よりはずっとキツめの口調で続けてきた。

「何度説明すれば分かって頂けるのですか、ご主人。貴方あなたは、戦うために呼ばれているのではないのですぞ。あくまでオプションに過ぎない身体能力を頼たよりにするのは、やめて下され！」

「そ、そんなこと、言われなくたって重々分かって──」

「本当にですか？　ご主人は、通常の子供と同じ能力しか持たなくても、今と全く同じ判断をされていたと言い切れますか？」

「それは……」

　そんな風に言うのはずるい。実際今のぼくには力があるんだ。切せつ羽ぱ詰つまった際に、その力を勘かん定じように入れて考えることの、一体何が悪いっていうんだよ。

　それに……と、自分の胸の奥に問い掛けてみる。

　……うん。そうだ。たとえ、あっちの世界にいた頃ころのぼくでも……今と同じ状じよう況きように陥おちいったら、結局はサクヤを助けに走っただろう。それは、間ま違ちがいない。

　ぼくが揺ゆるがぬ決意を込こめてルウを見つめると、彼もまたジッとぼくの目を見つめ返し……そして数秒後、何かを諦あきらめた様にくるりと背を向けた。

「……ふぅ。申し訳ありませんが、ここでお別れですな、ご主人」

「な──」

　突とつ然ぜんの信じられない発言に、呆ぼう然ぜんとするぼく。ファルディオが何か言いかける中、ルウはふよふよと酒場の開いた窓に向かいながら続ける。

「ルウは、高くは飛べなくとも、人の歩けない場所を通ることは充じゆう分ぶん可能なのです」

「はぁ？」

「つまりは……」

　ルウは窓まど枠わくまで移動した所で、こちらをちらりと振り返って告げる。

「ルウだけなら、闘とう技ぎ都市ルザルまで、半日かからず辿たどり着けるということです！」

「？」

「──っ!?　てめぇ、このっ、まさか！」

　ぼくが今一つピンと来ずにいると、何かを察したらしいファルディオが、ルウをとっ捕つかまえようと窓に駆かけ寄る。しかし時既すでに遅おそし、ルウは窓からひょいっと飛び立った。

「ルウは、ご主人の使い魔まですからな！　ご主人の安全こそが第一なのです！」

「こらっ、てめ、待ちやがれっ！　おいこらぁ！」

　窓の外に向かって怒ど鳴なり声を上げるファルディオ。酒場の皆も何事かとこちらに注目する中、ぼくが未いまだに事態を飲み込めずにいると、ファルディオが窓枠を強く叩たたきながら舌打ち混じりに呟いた。

「んの野や郎ろう！　ルザルの女め神がみ教会に報告してトオルを保護させる気かよっ」

「！」

　ルウの行動意図を今いま更さらながらに把は握あくし、ショックを受けるぼく。そんな……今保護なんかされたら、絶対に《シュ・ロッカ》やこの村から遠ざけられるに決まって……！

　そして、どうやらショックを受けたのはぼくだけじゃなかったらしい。

　ファルディオが、ワシャワシャと赤あか髪がみを搔かきむしりながら呻うめく。

「あーっ、もう！　これじゃあ、闘技大会に子供のトオルを出して、大穴一点張りからの一いつ攫かく千せん金きん計画が水の泡あわに……」

　そこまで言ったところで、ようやくぼくの存在に思い至ったらしい。ファルディオは一いつ瞬しゆん「しまった」という顔をしたものの、しかしすぐに、どうせもう破は綻たんした計画だと諦めたのか……どこか投げやりな様子でぼくに向き直った。

「んだよ、その目。おいおい、オレのこと軽けい蔑べつでもしたのか？　はんっ、んなもん、今更だろうがよ……」

「……っ」

　確かに今更だ。彼が何か企たくらんでいることなんて、最初から分かりきっていた。分かりきっていたことなのに……なぜだろう。いざ面と向かってこう言われてしまうと、とても腹立たしく……そして、無む性しように、悲しい。

　でも、ここで泣いたりするのは、あまりに悔くやしい。絶対に嫌いやだ。

　ぼくはぐちゃぐちゃの感情をなんとか飲み込んで、ファルディオの顔を見上げた。

「で、でもそれなら、ファルディオは、ぼくと一いつ緒しよにサクヤを助けに行ってくれ──」

「は？」

　小馬鹿にした様子でぼくを眺ながめる。それは明らかに、拒きよ絶ぜつの態度だった。

「冗じよう談だんよせよ、トオル。そんなリスクを、なんでオレが冒おかさなきゃいけねーんだよ」

「リスクって……！　ファルディオは、サクヤのことがどうでもいの!?」

「どうでもよくはねぇな。助かって欲しいなとは、思うぜ。本当に。心から」

「だったら──」

「でも、それだけだ」

「…………え？」

　彼の言葉に、体からガクンと力が抜ぬける。

　愕がく然ぜんとしたぼくの目を見つめながら、ファルディオは酷ひどく冷静に、淡たん々たんと語る。

「サクヤのことは嫌きらいじゃねえよ。一週間以上寝しん食しよく共にしてりゃあ、そりゃな」

「じゃあ……」

「でもそれは、命を賭として助けたい、守りたいだなんてレベルじゃ到とう底ていねぇ」

「そんな……薄はく情じようだよ」

「薄情？　薄情だって？」

　その瞬間、自分がファルディオの中の何か、触ふれちゃいけないものに触れてしまったのが分かった。ファルディオはどこか吹ふっ切れた様子で「はははっ、そーか、俺が薄情か！　薄情ね！　結構なことじゃねえか！」と声のボリュームを上げる。

「俺は至し極ごく真っ当なこと言っているつもりだぜ？　むしろおかしいのは……」

　そこで区切って……村人の視線が集まる中、ファルディオは、いよいよ決定的な言葉を告げる。




「赤の他人を助けるために命を張れと強要する、お前のその、宗教じみた独善っぷりだろ」




「…………」

　口がぱくぱくと、金魚の様に動く。言い返したいのに、言い返せない。

　ぼくのそんな様子が痛ましかったのか、ビルマおばさんが「ちょっと！」とファルディオに注意する。

「アンタ、いくらなんでも言い過ぎなんじゃないのかい!?　相手はただ友達想おもいの、健けな気げな子供じゃないか！」

「健気な子供、ね」

　ファルディオはそう呟いてぼくに背を向けると……本当に忌いま々いましそうに……そしてどこか苦しそうな表情で、吐はき捨てるように続ける。

「俺の一番嫌いな生き物だ」

「アンタねぇ！」

　いよいよビルマおばさんがファルディオに摑つかみかかろうかという時──彼は、唐とう突とつに「あーあ、やってられっかよっ」と声を上げ、ギシギシと板を鳴らして酒場の入り口まで歩き、そのまま振ふり返ることもなくペラペラとまくしたてた。

「こちとら、もうこんな滅ほろびを待つだけの村にいる理由なんざ一つもねぇんだ。丁度稼かせぎのアテも消えたことだしな。んなわけで、オレは一抜けさせて貰もらうぜ」

「ちょっと、アンタ、トオルは……」

「トオル？　ああ、そこの、ちょっと強いだけの驕おごったガキのことだったら……」

　そこまで言って、彼はその冷たい目だけを一瞬こちらに向け、しかしすぐに外へと歩き出した。

「最初っから、お互たがい、仲間でもなんでもねぇよ。じゃあな」

　それだけ言って、ドアを強く閉めて出ていくファルディオ。酒場が沈ちん黙もくに満たされるも……誰も、ぼくに慰なぐさめの言葉はかけてくれなかった。

　唯ゆい一いつ、サクヤの両親であるビルマおばさんとデントおじさんだけが、そっと俯うつむくぼくに寄り添そってくれたものの……彼らとて、それ以上の言葉はかけてくれなかった。

　なぜなら……ファルディオが、ぼくに言ったことは。




　きっと、そっくりそのまま、この村の人達の、本音だったから。




『…………』

　サクヤのことは助けたい。助かって欲しいと思う。心から。

　だけど。

　だからって、死ぬと分かっているような場所に飛び込んでいったりは出来ない。

　ビルマおばさんの、ぼくの肩かたに乗せた手に力が籠こもる。……彼女達二人だけは、きっと、今すぐにでもサクヤを助けに行きたい、飛び出したいと思っている。だけれど、それを必死で抑おさえている。なぜなら……勝手な行動が、より多くの被ひ害がいを出すことに繫つながりかねないから。《シュ・ロッカ》に手を出した娘むすめの保護が、どんな犠ぎ牲せいを払はらい、どのような結果を招くかが、予想もつかないから。だから……ジッと、耐たえている。まず村全体としての方針が決まるのを、ジッと。……でも……ぼくは……。

　酒場が重苦しい沈黙に支配される中、モルジさんが大きめの咳払いをして、自分に視線を集める。

「では、今後の対処を決めたいと思うのだが、まずサクヤの捜そう索さくはワシと、ビルマとデントで──」

　そう彼が言いかけた時だった。これまでソワソワしていた村人の一人が、耐え切れなくなったように声を上げる。

「そんなことより、先に村の撤てつ退たいの手はずを整えるべきだろう！」

　ぼくにとっては、信じがたい言葉だった。啞あ然ぜんとしてそちらを見る。
















　しかし、そんなぼくの思いに反して、村人達からは次々に賛同の声が上がり始める。

「そうね、サクヤのことは心配だけれど、まずは村のことからよね」

「ああ、まずは予定通り撤退すべきだな。サクヤの件はそれからでいいだろう」

「二次被害が出るのが一番怖こわいしな。それにサクヤだって馬ば鹿かじゃないんだ、身に危険が迫せまれば自分で逃にげてくるだろ」

「全撤退用の馬車の準備、早めておかないと……」

「それにしてもサクヤのヤツ、なにしてんだか。一人で《シュ・ロッカ》が止められるわけでもあるまいし。まったく」

「モルジさんも災難だな。サクヤがどこにいるか見当もつかないんじゃ、捜さがすのも一苦労だ」

「そうだぜ村長。ああ、この騒そう動どうのせいで持ち出せなかった財産の賠ばい償しようは、後できっちり請せい求きゆうするべきだと自分は──」

　そこまで聞いたところで、ぼくの中の何かが、ぷちんと切れた。

　ビルマおばさんの制止も構わず、モルジさんの前まで駆けて行くと……ぼくは……目に一いつ杯ぱいの涙なみだを溜ため、怒いかりで真っ赤に染まった顔を村人達に振り返らせて、叫さけぶ。

「馬鹿じゃないのっ！」

　ぼくの大声に、酒場の喧けん噪そうが止まる。一瞬の後、大人の一人が少し腹を立てた様子で何かぼくに言いかけようとしたけど……ぼくは彼を涙目で強く睨にらみ付けて威い圧あつし黙だまらせると、そのままその場の全員に向けてぐちゃぐちゃの心の中をぶち撒まけた！

「なんで、誰だれもサクヤの気持ちが分からないのさ！　なんで、誰もサクヤの行動が予想出来ないのさ！　なんで、誰もサクヤを助けに……ううん、手伝いに行こうとしないのさ！」

「手伝いに？　ちょっとトオル君、キミ一体何を言って……」

　ぼんやりとした口調で訊たずねてきた若い女性を睨む。彼女もまた「う」っとぼくの視線に気け圧おされる中、ぼくは更さらに叫び続ける。

「サクヤはこの村のことを誰より好きなんだ！　この場にいる誰よりも！　賢かしこいふりしてすぐ全部諦あきらめちゃう大人なんかより、全然！」

「待ちなよトオル君。僕達だって、なにも簡単に村を諦めたわけじゃあ……」

「噓うそだ！」

　ぼくは酒場の中の皆みんなを睨ねめ回す。皆が皆……戸と惑まどった様にぼくを見るだけで、誰だれ一人ひとり、ぼくの言わんとしていることに気付いていない様子だった。

　……ああ、やっぱりだ。

「諦めてなかったら、今サクヤのやろうとしていることが、まったく分からないはず、ないじゃないか！」

「？　トオル、お主は一体何を言っておるんじゃ……？」

　ぼくの前に回り込んできたモルジさんが、首を傾かしげる。そしてこれに関しては、サクヤを本気で心配しているビルマおばさんもデントおじさんも、分からない様だった。

　それもそのはずだ。この人達だって、あの時……あの、宴えん会かいの夜、サクヤを窘たしなめた側なのだから。

　ようやく、全部思い出した。

　あの宴会の夜……サクヤは、寝ねているぼくの横で、周りの大人達に提案していた。




　ぼくに、《シュ・ロッカ》問題の解決協力を、頼たのんでみようって。




　しかしそれに対して大人達の反応は、冷ややかなものだった。

　いくら強いとはいえ、子供に頼たよるなんてありえない。

　そもそも、トオル一人が協力してくれたところで、《シュ・ロッカ》は止まらない。

　皆もう受け入れているのだから、今いま更さらそんなことを言って大人を困らせるな。

　様々な言葉でサクヤは諭さとされ窘められ、果てには、怒おこられてさえいた。無神経だと。子供だと。……特に、悪いことを言ったわけでもないのに。

「おかしいと思ったんだ。この一週間、ぼくがこんなにパトロールしたり、たまに力を見せたりもしているのに、誰一人として、一回も、冗じよう談だんでも、《シュ・ロッカ》のことを頼んでこない。最初は、ぼくの身を案じてくれる、優やさしい人達だからかなと思ったけど……それだけじゃなかったんだね。

　きっともう一つの理由はさ……最初から大人が皆、諦めちゃっていて。更には、そういう空気で、子供の口さえ塞ふさいじゃっていたからでしょ。サクヤに、そうしたように」

『…………』

　ぼくの言葉に黙り込む皆。しかしすぐに、中の一人が反論してきた。

「だからなんだって言うんだ。トオル君、キミには悪いが、これは子供が口を挟はさむことじゃない。それに《シュ・ロッカ》はキミ一人の力でどうにかなるようなものじゃないということは、誰でも分か──」

「そんなだからっ、サクヤの行き先も、やろうとしていることさえ分からないんじゃん！」

　ぼくの叫びに再び場が静まり、そしてモルジさんが「ふむ」と反応する。

「その口ぶりだと、トオルはサクヤの行動を知っているようじゃが、もしや事前に……」

「聞いてなんかいないよ！　でも、分かるよ！　普ふ通つうに考えたら分かるから！」

「？　トオル、今は時間がないのじゃ、ちゃんと皆に分かる様に……」

　モルジさんのその言葉に。いよいよ業ごうを煮にやしたぼくは、全力で叫ぶ。

「《シュ・ロッカ》が進路変へん更こうする条件！　この村の特産の、オンジュの実！　数年前にあったっていう、生物がしばらく立ち入れなくなる程ほどの工場の事故！　ここ一週間程消え続ける実が詰つまった樽たるに、今日の朝樽を運んでいたサクヤ！　これだけ色々揃そろっていて、どうして、誰一人分からないんだよっ！　考えもしないんだよ！　ぼくより、ずっとこの村に愛着持っているはずの人達が！　どうして！」

　ぼくの発言を受け、モルジさんはハッとした様子で……額に汗あせを浮うかべつつ呟つぶやく。




「オンジュの実を大量に破は裂れつさせて、例の事故を意図的に再現させるつもりか……！」




『！』

　モルジさんの言葉にどよめく村人達。

「そんなこと出来るわけが……」「いや、あの事故の時はしばらく魔ま物ものさえ近寄れなかったから……」「一時しのぎだろ」「いや……そうか、一時しのぎで充じゆう分ぶんなんだわ、《シュ・ロッカ》が進路を少し変えるまでもてば、それでいいわけだから……」「「《シュ・ロッカ》は先頭集団が辿たどった経路についていくんだっけか……」「だからって、無む謀ぼうにも程が……」「そうだ、そんな荒あらい方法で出来るわけ……」「所しよ詮せん子供の……」

　村人達が騒そう然ぜんとする中、ぼくは今一度、皆に語りかける。

「これで分かったでしょ!?　サクヤは、一人でも、大人に何を言われても、この村を守ろうと必死なんだよ！」

『…………』

「ほら、それが分かったら、すぐにサクヤを手伝いに行こうよ！　ぼく一人で村を守ることは難しいかもだけど、皆が一いつ緒しよなら。もしかしたら──」

　ぼくがそう促うながしかけた、その時だった。深刻な表情で髭ひげをさすりつつ、モルジさんが「いや……」と前に出る。

「じゃとしても、やることは変わらんよ。村人を退たい避ひさせ、サクヤを連れ帰る」

「！　そんな、どうし──」

「不確実だからじゃ！」

「っ！」

　モルジさんは厳しい口調でぼくを怒ど鳴なった後、しかしすぐに一転して優しい表情を浮かべてぼくの肩に手を置き、膝ひざを折って、諭すように語りかけてきた。

「分かっておくれ、トオル。今のお主には薄はく情じような大人達に見えるかもしれんが……ここには、この村を大事に想おもっていない者も、サクヤを心配していない者も、誰一人おらん」

「だったら……！」

「しかし、皆それぞれに、守るべきものがある。それは家族であり、友人であり、生活であり……ワシの場合は、村の皆の確かな安全じゃ」

「！」

「確かに、サクヤの作戦が成功する公算は、多少あるやもしれん。しかし……それは果たして、村人達の退避の時間を全すべて犠牲にして賭かけるほど、価値のあるものじゃろか？」

「それは……」

　言い返せずに思わず俯うつむく。……ファルディオに言われたことと、同じだ。命を賭とす価値の、ある、なし。理り屈くつは分かる。……だけど……だけど……。

　顔を上げると、モルジさんが、ふっと微笑ほほえんだ。

「ありがとうの、トオル。サクヤのこと、村のことを、客人であるお前さんがそこまで考えてくれたこと……ワシは本当に嬉うれしく思う」

「…………」

「じゃが、皆にもそれぞれ、やるべきことがある。じゃから……」

「…………」

「ワシと、ビルマとデントと一緒に、サクヤを捜して連れ帰ろう？　のう？」

「…………」

　モルジさんが、こんなぼくに、最大限譲じよう歩ほしてくれているのが分かる。周りの村の皆も、ぼくのことを今、優しい目で見てくれているのは、充分分かる。……ぼくだって本当は、分かっているんだ。

　ぼくの主張はとても子供で、ワガママで、浅はかなんだって。

　だけど。

　だけれど。

「……さて、皆の衆、そういうわけじゃから、各おの々おの撤てつ退たいの準備にかかりなさい」

　そうモルジさんが言い、村の皆が解散を始めるのと同時に、ビルマおばさんがぼくの肩かたに手を置いてくれる。とても温かく、強い手だ。娘むすめのことが心配でならないのに、村や、それどころか今はぼくのことまで心配してくれている。

　いや、彼女だけじゃない。皆がそうだ。さっきまでのぼくは、頭に血が上っていて、気付けなかった。……村の皆が、こんなにも、悔くやしそうな表情をしていたことに。

　本当に、ここは素す敵てきな村だ。心の底からそう思う。

　でもだからこそ……サクヤの気持ちが、余計に……痛いほどに、理解出来て。

　そうしたら、やっぱり彼女の想いに報むくいたくて……。

　気付いたらぼくは、自然に、ぽつりぽつりと、語り出していた。

「……ぼくの前のお父さんとお母さんは、冷たい海に船が沈しずんで、亡なくなったんだ」

『────』

　場の空気が止まる。皆がぼくを振ふり返る中……ぼくは、自分が何を言いたいのかも分からず……だけど、心の奥から湧わいてくる衝しよう動どうに突つき動かされて、淡たん々たんと、俯いたままで語り続けた。

「酷ひどい事故だったんだって。三千人以上も乗っていたのに、助かったのは、二百四人だけの……本当に、酷い事故」

『…………』

「それで……その二百四人の内の一人が、その……ぼ、ぼくなんだけど……」

『な──』

　場の空気が凍いてつく。ぼくはしかし、構わず淡々と話し続けた。

「ぼくなんかが極ごつ寒かんの海に放ほうり出されて助かった理由は簡単でさ。父さんと母さんが、ずっとぼくのことを……その体で温めてくれていたから、なんだって」

『…………』

「だけど正直、ぼくはその時のことを、全然覚えてないんだ。事故の前後から、全然記き憶おくなくて。なんでその船に乗っていたのかも。だから、とても辛つらいトラウマがあるとか、そんなことはなくて。気付いたら、ぼくが助かって、父さんと母さんがいなくなっていたっていう……ただ、それだけの、話なんだけど」

『…………』

　誰だれかが、ごくりと唾つばを飲み込む音がして、なんだか申し訳なく思ってしまった。こういう話は、本当は、したくないし、するべきじゃい。聞く方も、語る方も、何も楽しくなんかない。そんなことはもう、いやって程に知っている。

　だけど……今は、今だけは、どうしても言っておきたいことが、あって。

「でも……そのことで、子供のぼくなりにだけど、学んだことが、一つだけあるんだ」

「……何じゃ？」

　悲しそうな瞳ひとみで訊ねて来る、モルジさんに。ぼくは……キッパリと、告げた。




「『仕方ない』と『諦あきらめる』は、セットの言葉なんかじゃ、ないんだってこと」




『…………！』

　皆みんながハッとした表情でぼくを見る。ぼくは更さらに続けた。

「船が事故にあったことは、もしかしたら、仕方ないことだったのかもしれない。でも、……ぼくが助かったのは、お父さんとお母さんが、諦めないでくれたからだ」

『……っ』

　なぜだかビルマおばさんが、泣きそうな顔をしていた。……ぼくの言いたいことが、伝わってくれたのかな。そうだったらいいな。

　ぼくはこの話を初めて上手うまく喋しやべれたことにほっとして、それがなんだか少しだけ嬉しくて。だからこそ、もう決心も、すっかり固まっていて。

「だから、そんな素敵な父さんと母さんに命を貰もらったこのぼくもさ──」

　ぼくは今まで強こわ張ばっていた表情を緩ゆるめると──とてもスッキリした顔で、叫さけんだ。




「──簡単に大事なものを諦めたりは、絶対にしたくないんだ！」




　言うと同時に、勇者の脚きやく力りよくを使って猛もう烈れつな勢いで酒場を飛び出す！

「トオル!?」「トオル君！」

　二人の制止にも構わず、ぼくは更に踏ふみ込んで酒場から離はなれる。ちらりと確かく認にんのために背後を振り向くと、酒場からモルジさんとビルマおばさんが血相を変えて飛び出してくるのが見てとれた。やっぱり少しだけ申し訳ない気持ちに──って。

「（あれ？　酒場の外に誰かいた？）」

　一いつ瞬しゆん入り口脇わきの壁かべ横よこに人ひと影かげらしきものが見えたものの、酒場はすぐに遠ざかって見えなくなってしまう。……まあわざわざ戻もどって確認する程のことでもないか。

　僕は前に向き直ると、疾しつ風ぷうの如ごとき速さで先を目指す。

　……村人の皆にも事情がある。守るべきものがある。だからこそ、それぞれに今、なすべきことがある。

　うん……モルジさんに諭さとされて……ファルディオに怒おこられて、それは、よく分かった。ぼくの特とく殊しゆな価値観を皆に押し付けちゃ、いけない。そこはぼくが、子供だった。

　でも、だったら。

　ぼくの……ミカミトオル個人としての、今、守りたいものは。




「（待っててサクヤ……！　ぼくが……たとえ一人だけでも、キミの味方でいるから！）」




　ぼくは決意を新たにすると、更に強く地面を蹴けり込んだのだった。








第五章









　疾風の如く、地を這はう様に駆かける。

「（やっぱり体を低くした方がいいな。それに腕うでもあまり動かさないで……そっか、忍にん者じやの動きのイメージで……）」

　走りながら、徐じよ々じよに体の動かし方のコツを摑つかんでいく。これまでは人の目を気にして力を抑おさえてきたけれど、今やそんなことは関係ない。サクヤに一刻も早く追いつくことを考えつつも、その中で出来るだけ自分の身体能力を正確に把は握あく出来る様努める。

「（脚力的にはまだ速度を上げられそうだけど、これ以上はぼくの感覚が追いつかないよな。今でも結構危ないし。……正直、全然扱あつかいきれそうもないや）」

　改めて勇者の力に驚おどろく。こんな速度でもう数分走っているのに、全く息が切れない。体力は殆ほとんど無む尽じん蔵ぞうと言っていい。同様に、力も強いみたいだけど……。

「（やっぱり限界値が分からないなぁ。腕わん力りよくなら、ゾウさんみたいな大きさの岩が持ちあげられるとこまでは、確認したけど。でもまだ余よ裕ゆうあったし……）」

　ルウには慢まん心しんするなと叱しかられたけど、それでも、やっぱりぼくは自分の能力が極きわめて高いと確信していた。多分、ルウやファルディオが想定しているより、ずっと。

「（まあ、使いこなせないんじゃ、意味ないんだけど……）」

　目下一番の問題がそれだった。たとえ身体能力が高くても、それを動かすぼくの意識が追いついていないんじゃ、宝の持ち腐ぐされもいいところだ。まるで超ちよう強い高性能ロボットに、取とり扱あつかい説明書もなしで乗らされた気分だ。扱えれば強くても、生憎あいにく、ぼくには操作方法が分からない。

　一応、何かに気を遣つかう必要さえなければ、思い切った行動はとれる。それこそ、以前オオカミさんに放った攻こう撃げきの様に、馬ば鹿かげた威い力りよくも出せる。

　でも、こうやって走る行こう為いとかに顕けん著ちよなのだけど、制せい御ぎよを必要とする行動が物もの凄すごく難しい。こればかりは少しずつ慣れるしかないのだろうけど……。

　ぼくは一定速度で走ることに慣れると、少しずつ段階的に跳ちよう躍やく運動を試ためしたりしつつ、ホゼ平原への道を駆け抜ぬけた。

　そうして、約十分ほど経過した頃ころだったろうか。

　徐々に周囲から木が少なくなっていき、更に数秒走った頃には、いつの間にか周囲にだだっ広い草原が広がり始めていた。

「（これがホゼ平原……！）」

　ふと気付けば目の前には、地平線まで続く緑のカーペット。草花は風にそよぎ、青々とした空は驚く程ほどに広い。都会育ちのぼくが初めて見る雄ゆう大だいな景色が、そこに広がっていた。

「（わぁ、すごぉ……じゃなくてっ、サクヤ捜さないと！）」

　幻げん想そう的な光景を目にして一瞬観光気分になってしまったものの、すぐに気を引き締しめ直して、辺りの探たん索さくを開始する。

　当初はあまりに広すぎて戸と惑まどったものの、しかし、割と簡単に手がかりは見つかった。少し進んだ先に、等とう間かん隔かくに並べられた樽たるが見えて来たのだ。

「（あれは……）」

　力強く地面を踏み込んで一気に近付くと、やはり、思った通りそれはオンジュの実を詰つめた樽だった。全部で二十以上はあろうかという樽が約五メートル程の間かん隔かくで並び、それら全すべてが導火線の様なもので繫つながっている。どこで調達したのかはしらないけれど、どうやら火薬を使って実を一気に破は裂れつさせる算段らしい。

「（なるほど、一時的に、すごく濃のう度どの高いガスの壁を作る気なんだ……）」

　コンビニで五百円とかで売っている、火花が噴ふき出す設置型花火を連想する。

　子供の発想と言われればそれまでだけれど、ぼくとしては、充じゆう分ぶんやってみる価値のある作戦だと思った。どうせ廃はい棄き予定の樽だったんだし、やるだけやってみればいい。

「なんでこんなことさえ、させてくれなかったのかなぁ……」

　ぼくは頭を搔かきつつ、思わずひとりごちる。

　やっぱりちょっと納なつ得とくいかない。そりゃ、サクヤやぼくの考えは浅はかなのかもだけれど、この作戦なら別にこちらの命の危険はなさそうだし、充分やってみるに値あたいすると思うのだけれど。サクヤの今の行動を考えるだに、大人達は、こういう作戦さえも問答無用で却きやつ下かしてしまっていただろうわけで。うーん……。

「──っと、そうだ、サクヤは……」

　樽は見つけたものの、肝かん心じんのサクヤが周辺にいないことに気が付く。作戦を行うなら、あとは《シュ・ロッカ》が来たのを見計らって、導火線に火をつけなきゃ──と。

「…………きゃぁぁぁあ！」

「!?」

　前方から、女の子の──サクヤの悲鳴が聞こえた気がした！

　ぼくは一目散に駆け出す！　何かにぶつかる可能性も考こう慮りよせず、今出せる最高速度で地を駆ける。すると……。

「！　サクヤ！」

　一瞬の後に、サクヤの後ろ姿を見つけるも……それと同時に、彼女が魔ま物ものの群れに囲まれていることが一目で分かった。

　彼女の後方、つまりこちら側には、以前も闘たたかったオオカミの群れ。そして前方には、初めて見る、巨きよ大だいなカマキリの様な魔物。

　周囲を完全に魔物に囲まれへたり込むサクヤに、大カマキリがその鋭えい利りな手を振ふりかぶる！

「サクヤぁああああああああああああああああ！」

　ぼくは咄とつ嗟さに地面を強く蹴り込み、以前クマ型の魔物と戦った時の様に跳躍、間かん一いつ髪ぱつのところでサクヤの前へ颯さつ爽そうと、見事に滑すべり込み──

「トオルさん!?」

「お待たせサクヤ、今助けに──」

　とまで、カッコつけて言ったところで。




　自分に、大カマキリの鎌かまを受け流す武器も防具もないことに気付いた。




「危ない！」

「うわぁっ!?」

　サクヤが叫ぶと同時に、大カマキリが問答無用で鎌を振り下ろして来る。絶対絶命のその状じよう況きようで、ぼくは──

「っ、はっ！」

《!?》




　──ぼくは、カマキリの刃はを両手で挟はさむように受け止めて、にこりと笑い返した。




「よぅし、高速移動で目を慣らしてきた甲か斐いがあったぞっ、っと！」

《？？？》

　何が起こったのか理解出来ないのか、魔物ながらに戸惑った様子のカマキリの巨きよ体たいを──ぼくは鎌ごとぐらりと持ち上げる。そうして──

「うぅりゃあぁああああああああああああああああああああ！」

　そのままカマキリの巨体を、ぶんっ、と周囲をなぎ払はらう様に振り回し……カマキリ討とう伐ばつついでにサクヤを囲んでいたオオカミの群れ達をまとめて吹き飛ばす！

《ギャゥッ！》

　オオカミ達は派手に吹き飛んだ末に倒たおれ、そのまま遠くに思い切り放ほうったカマキリも、激しい勢いで地面にどさりと落ち、光に変へん換かんされていく。

　草の上にへたりこんだまま、その光景を啞あ然ぜんと見守るサクヤ。ぼくは「ふぅ」と息を吐はいた後、彼女へと向き直った。

「トオル……さん？」

　呆ぼう然ぜんとこちらを見つめる彼女に。ぼくは……。

　腰こしに手を当て、ほっぺをぷくっと膨ふくらませて、抗こう議ぎしたのだった。




「お外で遊ぶ時は、ちゃんとぼくも誘さそってくれなきゃ駄だ目めじゃないかっ、サクヤ」




　　　　＊




「ここまで来る途と中ちゆうで、不運にもオオカミに追われてしまいまして……」

　説明しながら立ち上がるサクヤを手助けしつつ、視線は前方へと向ける。……正直少し前から視界には入っていたんだけど……アレ、マジですかぁ……。

　サクヤもまた、緊きん張ちようの面おも持もちでぼくの横に並び、例の「それ」を見つめ続けた。

「平原まで逃にげて来られたのはいいのですが、そうなると今度は、当然前方の《シュ・ロッカ》から出て来た魔物にぶつかってしまい、結果……」

「囲まれてしまった、と。……あれ？　馬は？」

「ああ、それなら……」

　サクヤはそこで、何故なぜかとても照れ臭くさそうに苦く笑しようする。




「彼まで私と一いつ緒しよに死ぬことはないなぁと思って……魔物が私に群がっている隙すきに、思いっきりお尻しり叩たたいて逃がしちゃいました」




「……え？」

　思わず彼女の方を見る。サクヤは、まるで悪戯いたずらを見つかった子供のように、ぼくからさっと視線を逸そらした。

「結局トオルさんに助けて貰もらっちゃって……なんだかお恥はずかしい限りです」

「いや……そんなことは……」

　ぼくは心の底から驚おどろいていた。普ふ通つう、自分の命が危ない状況で、咄嗟にお馬さんの安全を考えたり出来るか？　そんなの、大人だって絶対無理だ。いや、きっと叱られちゃう様なことなんだろう。でもぼくは……ぼくはやっぱり、そんなサクヤが大好きだ。

　ぼくの沈ちん黙もくをどう捉とらえたのか、サクヤは更さらに申し訳なさそうに続けてきた。

「馬鹿ですよね……私。トオルさんも、もう大体お見通しなんですよね、私のこと……」

「え、あ、うん……」

　ちらりと自分が並べた後方の樽を覗うかがい、再び前方に視線を戻もどすサクヤ。

「今なら、大人達があんなに私を怒おこって、撤てつ退たいを優先させた理由が、分かります……」

「うん……それは、そう、だね……」

　同意しながら、ぼくもまた、改めて前方を見やる。

　そこに、広がるのは。




　地平線を覆おおい尽つくすほどの、魔物の群れ、群れ、群れ。




　多種多様な魔物が視界一いつ杯ぱいに蠢うごめき、ジリジリとこちらに押し寄せてくる様さまだった。

　サクヤと二人、あまりの光景にごくりと唾つばを飲み込む。

「はは……私が一週間かけてせっせと用意した樽の列も……この光景の前じゃあまりにちっぽけすぎて、ちょっと笑えてきますね……」

「……そう、かも、ね」

　流石さすがにフォロー出来なかった。ぼくもまた、自分の判断の甘さを痛感していたから。

　これが、《シュ・ロッカ》。絶望の自然災さい害がい。

　何が巨大ロードローラーだ。そんな生なま温ぬるいもんじゃなかった。人間の作ったもので喩たとえられる様な、そんな規模の存在じゃあ、なかったんだ。

　サクヤが、喉のどから掠かすれた声を絞しぼり出す。

「それでも私は……出来ることなら、やるだけは、やっておきたいです」

「実を破裂させてガスの壁かべ作ってみるってこと？」

　ぼくの問い掛かけに、サクヤがこくりと頷うなずく。

　まあたとえ焼け石に水だったとしても。何もしないで終わるよりはずっといい。あまりの光景に吞のまれてはしまったけど、ぼくもその作戦自体には相変わらず賛成だ。

　ぼくらは《シュ・ロッカ》の様子に注意を払いつつも、ゆっくりと樽の列まで後退した。

　そうして、サクヤが並べた樽に繫がる導火線の端はしに、魔法道具で火をつけようとした──次の瞬しゆん間かん！

「っぶない！」

　遠くから高速で飛来した車ほどの大きさの岩が、サクヤの体を掠めていく！　間一髪でぼくが飛びつき、直ちよく撃げきを免まぬかれたものの、岩はすぐ後方の地面に着ちやく弾だんし、その衝しよう撃げきと風圧でぼくとサクヤは数メートル程転がる様に吹き飛ばされた。

「っぅ……サクヤ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「う、うん、大丈夫……」

　サクヤの顔や服は土で汚よごれてしまっていたものの、特に目立った傷はなさそうだった。

　ホッと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、ぼくは第二撃の気配を察知し、慌あわててサクヤを抱だきかかえて跳ちよう躍やくする。

《ズンッ！》

　再び、僕達のいた地点に着弾する大岩。今度は早い段階で避よけられたから風圧に煽あおられることもなかったけど、それにしても、恐おそろしいほどに正確かつ凶きよう悪あくな攻こう撃げきだった。

　体勢を整えつつ、大たい砲ほうの様な攻撃の発射方向を見やる。……そこにいたのは、薄うす茶ちやけた体毛を持つ、毛むくじゃらの一つ目巨きよ人じんだった。大おお幅はばに先行するカタチで、《シュ・ロッカ》から抜ぬけ出てきている。

《ブゥォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！》

　地じ響ひびきの様な雄お叫たけびを上げる巨人。サクヤはその声に震ふるえつつも、声を上げる。

「そんな、トロールまで《シュ・ロッカ》に参加するなんて、聞いてない……！」

「トロール？　ええとそれは……なんかまずい感じの魔物……なのかな？」

　頰ほおをひくひくさせながら、目の前の馬ば鹿かげたサイズの魔物を見つめる。

　サクヤが焦あせりを含ふくんだ声でまくしたててきた。

「まずいなんてもんじゃないですよ！　強い上に凶悪で凶暴な、最も出会いたくない種族の一つです！」

「そのトロールがなんで《シュ・ロッカ》にいて、この距きよ離りでガッツリ襲おそってくるのさ！」

「分からないですよ！　あ、でも、さっきの大鎌もそうですけど……気き性しようが荒あらく強力な魔物は、《シュ・ロッカ》に参加しつつも、その統とう率そつから外れた行動をとるのかも……！」

「そんな……！」

　話が違ちがう！……いや、考えてみれば、分かることだったのか。

　自分がいかに《シュ・ロッカ》を見くびっていたか痛感する。それはサクヤも同じ様だった。……やっぱりぼくらは子供だったんだ。大人が揃そろって怯おびえるのには、ちゃんと理由がある。決して臆おく病びよう風かぜに吹ふかれただけの話じゃない。

《シュ・ロッカ》が近付けば、元々この地にいた魔物の気性も荒くなり、さっきのサクヤのように、《シュ・ロッカ》とは関係のないオオカミに襲われるはめにもなる。

　更には、いくら《シュ・ロッカ》本隊の歩みが鈍のろくとも、少し距離を取りさえすれば安全だなんてのも幻げん想そうで、ヤツらは当然、人間を見れば襲ってくる。

　トロールを見つめて歯ぎしりをしていると、サクヤが突とつ然ぜん、決意した様子で告げてきた。

「トオルさん……逃げましょう！」

「え？」

　意外な言葉だった。驚くぼくに、サクヤが続ける。

「このままじゃ、たとえトオルさんといえども危ないです！」

「だけど……」

　ちらりと樽たるを見る、サクヤの努力の……想おもいの、結けつ晶しよう。それを……。

「……やっぱり駄目だ。まだやれるうちは……やらないと！」

「え？　トオルさん？」

　ぼくはその場にゆっくりとサクヤを降ろす。そして……。

「サクヤ！　ぼくがあいつを引きつけている隙に、導火線に火をつけて！」

「ええ!?　ちょ──」

「大丈夫だから！」

　サクヤの反応も聞かず、ぼくは一息で魔ま物ものとの距離を詰つめる。……よし、大丈夫だ、ヤツの周囲にはもう岩もないし、他ほかに《シュ・ロッカ》から抜け出してサクヤを狙ねらっていそうな魔物もいない。充じゆう分ぶんやれる！

「（確かに、命を賭とす程ほどのことじゃないかもしれない。けれど……）」

　大分慣れた高速移動で一気にトロールの懐ふところに潜もぐり込む。そして……。

「（充分やれそうなことにまで臆病になってたら、何も守れやしない！）」

　巨体の土手っ腹に、一撃必殺の渾こん身しんの掌しよう底ていを叩たたき込──。

「え……？」

　──めなかった。目の前に広がるのは、ぼくの体を丸々包み込める程の巨大な掌てのひら。

「（うそっ、防がれ──）」

　そう思った次の瞬間には、ぶおんと、視界が壮そう絶ぜつにブレた。

「トオルさん！」

　サクヤの声が下から聞こえる。……下？　ハッと気付くと、そこは──元いた場所の、遥はるか上空だ。

「（吹き飛ばされた──!?　噓うそでしょ!?）」

　自らの状じよう況きように気付くと同時に落下を始める体。ぼくは慌てて──殆ほとんど勇者の筋力に任せて強ごう引いんに体を捻ひねると、なんとか、足から地面に着地する。ドスンッ、という音と共に土つち煙けむりが舞まい、足に痺しびれが来た。……勇者の体が頑がん丈じようなのか、骨折した様子もなかったけど……ぼくは、思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「（一歩間違ったら……死んでた？）」

　この世界に来て初めて搔かいたんじゃないかという冷や汗あせが、頰を伝う。

「だ、大丈夫ですか──」

「いいから！　サクヤはとにかく、着火作業を！」

「っ！　で、でも……」

「大丈夫だから！」

「……は、はい！」

　なんとかサクヤに笑えみを向け、彼女を作業に集中させる。しかし内心、本当は焦りを禁じ得なかった。

「（ルウの言ったとおりだ……！　ぼくは確かに強いけど……それ以上に強いヤツだって、当然いるんだ！　勇者の力は、闘たたかうためにあるわけじゃ、ない）」

　頑丈で怪かい力りきな上に、反応速度まで速いだなんて。完全に油断していた。殺されなかったのが奇き跡せきだ。そこは、あっちもぼくの想定外の速さに驚いてくれていたからだろうか。でも、だったら……。

「（次は……ないんだよな）」

　構え直して、トロールを睨にらむ。あちらもまた、顔の真ん中に付いた巨大な目玉で、ぼくを睨み付けていた。……もう油断してくれていない。完全に、敵と認にん識しきされている。

　サクヤをちらりと見る。こりゃ、彼女が導火線に火をつけたら、すぐに撤退した方が良さそうだな──って。

「あ、あれ、あれ？」

　カチカチと、発火の魔法道具で導火線に火をつけようとするサクヤ。しかし、火花が散るものの、一向に線に火がつかない。

「サクヤ？」

　不安になって訊たずねると……サクヤは、少し泣きそうな表情でこちらを振ふり返った。

「トオルさん……すいません。導火線、湿し気けってしまっているみたいで……」

「──はぁ!?」

　なんだってそんな初歩的なミスを──などと考えていたその矢先、前方から猛もう烈れつな勢いでトロールが走ってくるのが見えた。

　ぼくが慌ててサクヤを守るように動くと、サクヤが泣きそうな声で叫さけんだ。

「昨日の夜に設置しておいたんですけどっ、どうも朝方、ここらに一雨降ったみたいで！」

「っ！」

　言われてみれば確かに、足あし下もとの草に少し露つゆが残っている。ゴムックスの撥はつ水すい性が高すぎて、ぼくもサクヤもまるで気付けなかった。

「なんとか着火できないか、もうちょっと頑がん張ばってみて！」

「でも……！」

　サクヤの答えを聞く前にぼくとトロールの第二戦が開始される。ヤツはその大きな拳こぶしを握にぎり込み、鉄球の様なげんこつを振り下ろしてくるも……ぼくはそれを、なんとか、転がる様にして回かい避ひする。そして今度はその攻撃の隙すきを突ついて、こちらからその太い足に軽く蹴けりを打ち込んだ。

《ブゥオ！》

　トロールが一瞬呻うめき声らしきものを上げるも、すぐになぎ払はらう様な動作でぼくを威い嚇かくしてくる。ぼくはそれをバックステップで回避しながらも、自分の攻撃がちゃんと効くことに安あん堵どを覚えていた。……よぅし、今のでも効くんだったら、充分いける。ガードされたら駄だ目めだし、反応速度も速いけど……小こ柄がらな体を活いかしてちょこまかと側面や背後の死角に回れば、防ぼう御ぎよされる前に、渾身の重い一撃をたたき込むことも可能なはず……！

　そう考え、正面の巨大な一つ目から逃のがれるように、素す早ばやく巨体の右側に回り込む。

　が──。

「な──」

　その先で見たものは……完全にぼくの動きに対応するかのように待ち構えていた掌と、そして──。

「（こっちにも……目!?）」

　顔の正面にあったはずの巨大な一つ目が、本来ならば耳のあるべき部分にまで存在しているという、絶望的な状況だった。

《バンッ！》

　何かが破は裂れつするような衝しよう突とつ音と共に、ぼくの体が丸ごとトロールの手に捕つかまる。そのまま彼はぼくを握りつぶそうと力を込こめ──。

「トオルさん!?」

「大丈夫！」

　サクヤの悲鳴のような声に応じながら、直前に身を守る様にして縮こめておいた体を、一気に大の字に広げて隙すき間まを作り、トロールの手から滑すべるように逃れる。

「はぁっ、はぁっ」

　地面まで降りると同時に、すぐに数回跳ちよう躍やくして距離を取り直す。──と、そこで初めて、自分の息が上がっているのに気が付いた。

　運動量が今までの比じゃなかったのは勿もち論ろん……命がけの戦せん闘とうが続いたことによる心の疲つかれが酷ひどい。常に息もつけない状況、というのは、こんなにも辛つらいのかと愕がく然ぜんとする。

　でも、決して勝てない相手じゃあ、ないはずだ。ぼくはぐっと足に力を込めると、再びトロールに飛びかかっていこうと──

「もう諦あきらめましょう、トオルさん！」

　突然、サクヤが叫ぶ。ぼくは一いつ旦たん攻こう撃げきを中断し……しかし視線ではトロールを牽けん制せいしながらも、サクヤに返す。

「諦める？　諦めるって……それ、本気で言ってるの？」

「本気です！」

　サクヤの強い物言いにぼくが黙だまりこくっていると、彼女は更さらに説得を続けてきた。

「私、分かってなかった……！　村は確かに大事ですけど……でも、やっぱり、一番大事なのは人なんです！　トオルさん！　私は……私はっ、村が壊こわれることより、トオルさんが怪け我がしたり……死んじゃったりする方が、ずっとずっと、怖こわいです！」

「サクヤ……」

　トロールがまだ警けい戒かいしてくれているのを確認し、ちらりとサクヤの方を見る。彼女は真しん剣けんな瞳ひとみで、ぼくを見つめていた。

「もういいんです、トオルさん。これが私のワガママだっていうこと……子供の、駄だ々だなんだってこと……自分でも、分かっていたんです。ヴェリール村は、滅ほろびます。それはもうどうしようもないことで……だから……」

「…………」

「だから、もう、いいんで──」

「子供が駄々をこねることって、そんなに無駄で、いけないことなの？」

「──え？」

　サクヤの言葉を遮さえぎるように言う。ぽかんとするサクヤに……ぼくは、息を整え、トロールへの警戒は続けつつも……正面から視線を、返した。

「ぼくの大好きな兄さんは、治らない病気なんだ。長く生きられない。お医者さんも手の施ほどこしようがないんだって。……というか、まさに今、生死の境にあって」

「……え……」

　ショックを受けるサクヤの顔を見つつ、この世界に来る直前のことを思い出す。

　あの時、ぼくは小学校からの帰り──兄さんの容体が急変したという報しらせを受けて、急いで病院に向かっていた。だから、自分が車に撥はねられ、その上異世界なんて場所にまで飛ばされてしまったことに、最初は途と方ほうに暮れたりもした。だけど……。

「それでもさ」

　体にぐっと力を込め直す。ぼくは、トロールの方に向き直り、ゆっくりと構えた。

「ぼくは、やっぱり諦めたくない。いやだ、死なないで欲しい、絶対助かるんだって、まだ可能性のあるうちは、子供らしく、素直に駄々をこね続けたい。だってさ──」

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは……今の父さんと母さんが兄の病室を見み舞まった直後、いつも浮うかべる表情。悔くやしいとか、悲しいとか、そういう全部を押し込めたような……やり切れない表情。

　だから。

　ぼくはサクヤへと、力を込めて断言する！




「──本当は大人の方が叫び出したいんだってこと、ぼくは知っているから！」




「っ！」

　サクヤがハッと目を見張る。ぼくはそんな彼女に背を向けると、トロールを睨み付け、パンッと胸の前で拳を鳴らした。

「よし！　じゃあ引き続き着火作業、よろしく！」

　告げると同時に、サクヤの返事も待たずにトロールへと突っ込む。再びぼくを捕まえようと手を伸のばしてくるトロール。ぼくはそれを紙一ひと重えでかわし、股またを抜ぬける様にして背後に回り込んでみるも──。

「（やっぱり！）」

　後頭部にも目があるのを確認する。その目が僕を捉とらえると同時に、トロールの踵かかとが正確にぼくを狙ねらって迫せまってきた。ぼくは高くジャンプすることでそれを躱かわす。

「（更にっ……と！）」

　跳とんだのは回避のためだけじゃない。ぼくは、巨きよ人じんの頭めがけて跳んでいた。

「（こんなの、露ろ骨こつに目が弱点じゃん！）」

　僕は作戦通りに顔の目の前まで飛ぶと、その巨大な目に向かって拳を打ち込もうと──するも、まるでそれを待っていました、とばかりに、既すでに構えられていたトロールの手が迫ってくる。

「（──しまっ、罠わな──）」

　慌あわててガード体勢を取った直後。ハエでも叩たたくかのようにバチンッと巨大な掌てのひらがぼくを捉える。激しい勢いで落下する体。しかしこんな時だというのに、ぼくは視界の端はしにサクヤが再び導火線に火をつけようとしてくれているのを捉えて、なんだかホッとしてしまった。

《ズンッ！》

　次の刹せつ那なには、背中を激しく地面に打ち付けていた。周囲の地面がべこんと凹へこみ、口から、かはっ、と唾つばが飛ぶ。

　だけど流石さすが勇者の体、まだぼくは死んでいなかった。けど……。

「（やば……。……流石に、動けないや）」

　頭がぐわんぐわんし、体中が痺しびれている。大おお怪け我がをした感じじゃあないけど……すぐには動けそうにない。しかもこのトロールは極きわめて観察眼の鋭するどい魔ま物もの。つまり……。

「（そりゃ……そう、だよ、ね）」

　ぼくが生きているのを確かく認にんするやいなや、すぐさま二撃目、三撃目と追い打ちを掛かけようと拳を構えるトロールを見て……ぼんやりと、思考を巡めぐらせる。

「（何発、耐たえられるかな。サクヤが火をつけて逃にげられるだけ、もてばいいけど……）」

　サクヤが馬を逃がした話に呆あきれたぼくだけど、気付けば自分も同じ様なことを考えちゃってるや。ふふっ、変なの……。

《ブゥオオオオ！》

　トロールが歓かん喜きの雄お叫たけびを上げながら、拳を高く振ふり上げる。ぼくは……なんとか痺れる腕うでを動かし、体を丸める様にして防御態勢を取りながら……腕の隙間から、トロールの一つ目を、見つめ返した。

「（ああ……同じ魔物でも……やっぱりうちの使い魔の方が断然可愛かわいいや……）」

　なぜか、死に瀕ひんしてそんな取り留めもないことを考えた、その刹那。




　トロールの大きな目に──何かが勢いよく飛び込むのを、見た。




《ギュゥゥオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！》

　両手で目を押さえ、激しく慟どう哭こくするトロール。あまりに大おお袈げ裟さな反応に何事かと思えば、目を覆おおった巨大な手の隙間から、緑色のガスが漏もれている。

「（あれって……まさかオンジュの実!?）」

　この世界に初めて召しよう喚かんされ、潰つぶした時のことを思い出す。凄すさまじい刺し激げき臭しゆうを放ち、目にしみるガス。あんなものを、目に直接叩き込まれたら……。

　そんなことを考えている間にも、更に実が飛来する。

《シュッ、シュッ、シュッ！》

　二発目、三発目、四発目の実が、まるで吸い込まれるように、のたうち回るトロールの他ほかの目へと着ちやく弾だんし、四つの目全すべてを瞬またたく間に潰してしまう。

「（すごい……！）」

　その光景にぼくは驚きよう嘆たんしていた。今やトロールは苦しみで暴れ回っているというのに、それでも正確に目を射い貫ぬくなんて！　そんなとんでもスキル、一体誰だれが──って、あれ？　あれれ？　ぼくはそんな「目を狙う」能力を、一つ、知っているような……。

「無事でございますかっ、ご主人！」

　そんなことを考えていた矢先だった。少し離はなれた場所の上空から、聞き慣れた声が飛んでくる。

　ぼくは痺れの緩ゆるんできた体をどうにか起こし、暴れるトロールから数歩距きよ離りを取ると、改めて声の方向を見上げた。と、そこには──

「る、ルウ!?」

「ご無事でしたかっ、ご主人」

　──蜜み柑かん色いろしたぼくの使い魔……ルウが、ふよふよと浮いていた。

　暴れるトロールを警戒しつつ、恐おそる恐るぼくのところまで降りてきたルウに、ぼくは驚おどろきを隠かくせないまま声をかける。

「ど、どうしてルウが、こんなところに!?　隣となり町まちの女め神がみ教会に行ったんじゃ……」

　ぼくの疑問に、ルウはなぜかとても偉えらそうに「ちっちっち」と指（手？）を振ると、なぜか偉そうに胸を張った。

「言ったはずですぞ！　ご主人の身を守ることこそが、ルウの役目だと！」

「ルウ……」

　ぼくは思わず感動して、ルウをぎゅっと抱だきしめてしまう。ルウは照れた様にわたわたとはばたいた後、どこか照れ隠しをする様に、聞いてもないことを言ってきた。

「そ、それに、こうも言ったはずですぞ。木の実四個までなら、持って飛べますと！」

「うん……そうだね……」

　なんだか、ちょっと泣きそうだ。だって……ルウは、よっぽどの時にしか、上空まで飛べなかったはずなのに。それを……こいつは、ぼくを助けるために、重量限界の実を持って……巨体の目を狙える高度まで、飛んでくれたんだ。

「ほ、ほらご主人！　ヤツが回復する前に、トドメを！」

「あ……うん！」

　照れるルウに促うながされ、ぼくはトロールに向き直る。

　彼は未いまだに、顔を押さえて地じ団だん駄だを踏ふんでいた。

　ぼくは……全身の痺れが回復したことを確認すると、一度深呼吸して、しっかりと構え直し……そして。

「やぁああああああああああああああああ！」

　あらん限りの脚きやく力りよくで、巨人の懐ふところへと飛び込んだ。

　異変に気付いたトロールが、指の隙すき間まからギョロリと巨大な目を覗のぞかせるも……もう遅おそい！

「くらえぇええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　ぼくは渾こん身しんの力を込こめた右拳こぶしを、全力で巨体の腹部に叩き込んだ。

《ドゴォッ》

　鈍にぶい音と共に、トロールの体が、ふわっと上空に浮き上がる。ぼくがその場からステップで離れると……次の瞬しゆん間かん、トロールの体は轟ごう音おんとともに地に墜おち、そして……光に変へん換かんされた。

「……っしゃあ！」

　思わずガッツポーズを取る。やった。これでもう安心──

「ご主人！　次が来ますぞ！」

「!?」

　──なわけが、なかった。気付けば、《シュ・ロッカ》本隊がもう間近まで迫ってきている。もはや、血気盛さかんな魔物じゃなくても、こちらに臨戦態勢を取っていた。

　ぼくは慌てて一いつ旦たん後方へと退き、サクヤへと駆かけ寄る。

「サクヤ！　導火線の方は……!?」

　涙なみだ目めのサクヤが首を横に振る。ぼくは「そっか」とだけ返すと……まだ、《シュ・ロッカ》本隊がサクヤに辿たどりつくまで幾いく分ぶんの余よ裕ゆうがあることと、集団を離れてまで彼女を襲おそいに行くような魔物がいなさそうなことを確認し、再び拳を構える。

「サクヤ！　ぼくが出来るだけ《シュ・ロッカ》を食い止めてみるから、その隙すきに！」

「そ、そんな！　いくらなんでも、それは無茶です！」

「無茶だと思ったら、退くから！　サクヤも頑がん張ばってみて！」

「だけど……これじゃあもう、頑張るとかそういうレベルじゃ……」

　サクヤが導火線を絶望的な瞳ひとみで見つめる。……あの湿し気けった線じゃ、もう駄だ目めなのか……。火薬を使わずに、一つ一つサクヤとぼくだけで樽たるの実を潰していっても……ぼくらの期待する「圧あつ倒とう的てきなガスの壁かべ」は出来そうもない。ちょっとしたガスがまばらに吹ふき出している程度じゃ、《シュ・ロッカ》に「充じゆう分ぶん通行可能」と判断されてしまう。ガスを、一気に大量に吹き上げさせることにこそ、意味があるんだ。でもそれじゃあ……。

「く……！」

　もう、退ひくべきなのだろうか。……流石のぼくも、構えを解いてサクヤを見やる。

　サクヤが、ぼくの方を優やさしい瞳で見つめ……そして、もう一度、首を横に振った。

「……そっか……」

　残念だけど、ここで、ぼくら子供の作戦は終わりのようだ。やっぱりこれは……最初から無む謀ぼうで無茶で、やる価値のないこと、だったのだろうか。

「……ご主人……」

　ふよふよと近付いて来たルウが、心配そうに声をかけてきてくれた。ぼくは「ん」と苦笑いを返し……そして、作戦の中止を彼に告げ──

『……ぉーぃ』

　──かけた、その時だった。後方から、誰かの……いや、複数人の声が聞こえてくる。

　何かと思い、そちらを見やると……そこには。

『え……？』

　ぼく、サクヤ、ルウの、三人の驚きよう愕がくが重なる。だって……そこには……。




『おーい！　トオルー！　サクヤー！　おーい！　おーい！』




『村の……皆みんな!?』

　モルジさんを先頭に、沢たく山さんの馬車と共にドタドタと駆けつける多数の大人達……つまりは、ヴェリール村の皆が、いたのだから。

　僕らが啞あ然ぜんとする中、彼らは一瞬間近に迫せまった《シュ・ロッカ》にぎょっとした後、しかしそれでも怖おじ気け付くことなく、ぼくらがいる、樽の並んだ地点までやってきてくれた。

　馬車から飛び出たビルマおばさんが、一目散に娘むすめに抱だきつく。

「サクヤ、無事かい!?」

「かあ……さん？」

「サクヤ……！　良かった……！　本当に良かった……！」

　少し離れたところで、デントおじさんが乱暴に涙を拭ぬぐいつつそれを見守っていた。

　まるで夢でも見ているかの様だ、ぽけーっとしてしまっていると、ふと、モルジさんがぼくの傍かたわらに寄ってきて、ふんっ、と不ふ機き嫌げんそうな咳せき払ばらいをする。

「まったく、子供達が勝手なことをしおってからに。これだから子供は嫌きらいじゃ」

「あ……すいません……」

　その剣けん幕まくに、思わず謝ってしまう。重々覚かく悟ごして出て来たつもりだったけれど……今は、自分の見込みが甘かったことを痛感していたから。

　しょんぼりしたぼくの様子を見て、モルジさんの脇わきにいた若い男性が「おいおい爺じいさん」とケラケラ笑う。

「トオルが飛び出していって、真っ先に取り乱したのは、どこの誰だったかなぁ？」

「う、うるさいぞガート！　それより、さっさと作業をせんか！」

「うーい」

　ガートと呼ばれた男性は、馬車の荷台から荷物を降ろし始める。一体何かと思って見ていると、それは……。

「え……オンジュの実の、樽？」

「そうじゃ」

　はぁ、と嘆たん息そくするモルジさん。ビルマおばさんから解放されたサクヤと思わず顔を見合わせていると、モルジさんがやれやれといった様子で説明してきた。

「村の全面撤てつ退たい用の馬車が、たまたま早めに準備出来たのでの。これを使えば……村人総出で工場に残された樽をありったけ運んでくることも出来ようて」

「え……いや、でも、あの、どうして……私が勝手にしていたことなのに……」

　サクヤが申し訳なさそうに訊たずねると。樽の降ろし作業をしていた村人達が手を止め、彼女にニコニコと笑えみを向ける。

　皆の反応に戸と惑まどうサクヤに……モルジさんは、一度こほんと咳払いをして、村を代表するように告げた。




「やるだけやってみる価値は、ある作戦じゃという結論に、なったからの」




「……え？」

　ぽかんとするサクヤ。ぼくもルウも、同様の気分だった。

　しかし、降ろし作業を再開しながら、村人達が口々に呟つぶやく。

「まったく、馬ば鹿かげた子供の発想だよなぁ、ホント」

「オンジュの実で魔ま物ものに悪戯いたずらなんて……ふふっ、何年ぶりかしら」

「え、お前もやったことあんの？　皆一度はやるよなー！　結構効くんだよな！」

「そうそう！　実際俺それで助かったことあるし！」

「だからって、じゃあ沢山使えば《シュ・ロッカ》防げるんじゃないかとまで発想が飛ひ躍やくしちゃうあたりが、子供の凄すごいとこだよな」

「でもほら、こんなに実を潰つぶすなんて中々ない機会だし……実は結構燃えるよな！」

「はははっ、それは言えてる！　いい大人になってからの馬鹿って、なんでこんな楽しいんだろ！」

『…………』

　皆の不思議なテンションに、ただただ呆ぼう然ぜんとするしかないぼく達。

　モルジさんは「ごほんっ！」と咳払いして皆を窘たしなめつつも、「まあそういうことじゃ」と続けた。

「《シュ・ロッカ》が危険なのは百も承知じゃが、多少の魔物ならば、トオル、お主がなんとかしてくれるのじゃろ？」

「え……あ、はい！　勿もち論ろん！　全力で皆を守るよ！」

「じゃったら、やるだけやってみるのも、そう悪い賭かけじゃなかろう。なにより……」

　そう言ってモルジさんは背後を……村のある方向を見み据すえてから、ぼくらにニヤリと笑った。

「ヴェリール村の大人達は最高に格好良かったと、子供達に語り継つがせたいからの！」

　その言葉にぼくとサクヤは思わず顔を見合わせて、くすくすと笑ってしまう。

　言われるまでもないや。ぼくらは、こんなに馬鹿で格好いい大人達のこと……ずっとずっと忘れられない。忘れられるはずがない。

　村人総出で樽の設置が進む中、サクヤが「あ、でも火薬が……」と切り出す。サクヤの作戦と、導火線が湿し気けっている件を説明をすると、モルジさんがカカカッと笑った。

「どうせそんなことだろうと思って、追加の火薬と導火線を用意してあるわい」

「それじゃあ……！」

　サクヤの顔に再び活力が戻もどる。悔くやしいけど、やっぱり大人は凄いや。

　ぼくらが感心していると、しかしモルジさんが「じゃが……」と表情を曇くもらせる。

「それにしても、今から樽と火薬、そして導火線の再配置をせねばならんからのう。《シュ・ロッカ》がこの距きよ離りまで迫る中、間に合うかどうか……」

「そんな……」

　サクヤが落らく胆たんする。ぼくはそんな彼女に、「大だい丈じよう夫ぶ！」とすぐさま声をかけた。

「ぼくが、時間稼かせぎするよ！」

「え、そんな……」「トオルよ、お主がそこまでする必要は……」「ご主人！」

　皆が心配してくれるも、しかし、ぼくはすっかりやる気になっていた。

　なんせ村が救える可能性が出て来た上に、なにより皆が協力してくれているんだ。これで、力が漲みなぎってこないわけがないじゃないか！

「危なくなったら、すぐ退くからさ！　行ってくる！」

　ぼくはそう告げると同時に、《シュ・ロッカ》本隊へ向かって駆け出す。するとモルジさんを始め、村の皆が口々に応おう援えんの言葉を掛かけてくれた。

「無理をするんじゃないぞ、トオル！」「頑張れトオルー！」「いっそお前だけで《シュ・ロッカ》全ぜん滅めつさせてくれてもいいんだぞ！」「怪け我がするんじゃないわよー！」「ゴムックスの底力、見せたれー！」「漬つけ物用意しといてやるからなー！」

　若じやつ干かん脱だつ力りよくしそうな応援を背中に受けつつ、ぼくは《シュ・ロッカ》本隊へと突つっ込んでいく。

「いっくぞぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　切り込むと同時に、先頭にいた鬼おにのような姿の魔物を全力で殴なぐり飛ばす。鬼は派手に吹っ飛び、彼の衝しよう突とつを受けて《シュ・ロッカ》の魔物達がまるでボウリングのピンの様に弾はじけ飛んだ。

『……う、うっそぉ……！』

　背後で村人達が感かん嘆たんの声を上げてくれている。

「（よしっ、思った通りだ！　たまに強い魔物もいるけど……基本は、雑魚ざこが多い！）」

　さっきのトロールのことがあるから、油断はしないけど、それでもあのレベルだけで構成された集団ではなかったことに、安あん堵どする。

「（これなら……充分いける！）」

　実は多少折れかかっていた自信を取り戻したぼくは、そのまま《シュ・ロッカ》の奥に突っ込み、暴れ回った。

　ワニの尻尾しつぽを摑つかんで振ふり回し、虎とらを投げ、恐きよう竜りゆうを蹴ける。

　ごく稀まれに現れる空を飛ぶ魔物に関しても、適てき宜ぎ投石で落とした。

「っ！」

　しかし時にやはり、ぼくも手こずる強力な魔物も襲おそって来る。しかしそんな時は──

「ルウ！　例の技わざお願い！」

「はいですぞ！」

　ぼくの合図を受けて、後方に控ひかえているルウがその能力を発動させ──

「《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》ですぞ！」

「…………え？」

「ご主人、この技の正式名めい称しようは《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》ですぞ！」

「い、いや、そんなのいいから早く撃うってよ！　ぼく割と今ピンチなんだけど!?」

「《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》……」

「…………」

「びびっど──」

「わ、分かったよ！　いけ、ルウ！　び……《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》」

「了りよう解かいですぞ！　必殺！　《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

　ルウの口から吐はき出されるオンジュの実が敵の目に飛び込み……しゅわっとして激しく悶もん絶ぜつさせる！……や、やっぱり効果と技名のバランス、なんかとれてなくない？

　なにはともあれ、ルウの協力を得つつも無む双そうを続けるぼく。ちぎっては投げ、ちぎっては投げとはまさにこのことだ。

「（雑魚相手なら、敵が集団でも結構いける！）」

《シュ・ロッカ》は決して統率が取れた軍隊なんかじゃあない。ぼくが素す早ばやく動いて引っかき回すことで、半ば同士討うちの様な事態まで発生していた。

　村人達の方に向かう最前線のモンスター達を、端はしから豪ごう快かいに倒たおしていく。まだ命を奪うばう行こう為いに抵てい抗こうがないではなかったけど、状じよう況きようが状況だし、今は配はい慮りよなんかしていられない。

「おいおい、本当に、トオル一人で《シュ・ロッカ》止められるんじゃ……」

　撃ち漏もらしを片付けるために一度後退した際、村人の一人がそんなことを呟いているのを聞いたけど……今のぼくに、そこまでの慢まん心しんはない。実際、さっきのトロールなんかはとんでもなく強かっ──

「ご主人っ、避よけて下さい！」

「！」

　ルウの叫さけびを受け、咄とつ嗟さに横に跳とぶ。直後、つい今しがたまでぼくがいた草地を、猛もう烈れつな勢いで紅ぐ蓮れんの気体が薙なぎ払はらっていった。その跡あとに残っていたのは……。

「な……」

　真っ黒に染まって崩くずれていく草花と、数十体もの消えゆく雑魚魔物達の姿だった。

「（炎ほのお!?　いや違ちがう、これは……！）」

「ご主人っ、更さらに来ますぞ！」

「っ！」

　息つく暇ひまもないとはこのことだ。後方で飛行しているルウには見えているらしい敵が、再び同じ攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。ぼくはもう一度横に大きく跳び、間かん一いつ髪ぱつで紅蓮の気体を躱かわした。

「（やっぱり……！）」

　ぼくのすぐ傍そばを薙いでいった気体は、黒炎の様な色をしながらもまったく熱くなかった。火種を残すこともなく、気体自体もすぐ霧む散さんする。なにより……。

「（……臭くさい？）」

　再び巻き添ぞえを喰くらってボロボロと崩れさる魔物と、草花から立ち上る臭しゆう気きに顔を顰しかめる。

「（オンジュの実は……まだ潰してないよな。だったらこれは……）」

　今の気体が原因か、と結論する。改めて黒ずんだ草花を見ると、それは、焦こげたというよりむしろ、激しく腐くさったかのような状態にあるのが見て取れた。

　背筋に悪お寒かんが走る。

「冗じよう談だんじゃないよ……！」

　いくら勇者の体が頑がん丈じようだって言ったって、こんなの喰らったら関係ないじゃないか！

　気付けば、その異様な攻撃に、樽たるの準備中だった村人達も、ぼくの方を見て怯おびえの表情を見せていた。

「く……！」

　これはまずいと直感し、ぼくは他ほかの雑魚を一いつ旦たん放ほうって、この腐ふ食しよくガスの発生源を確かく認にんすることにした。一旦上空を見てルウの視線の先を辿たどる。と、彼の視線が予想外に高い場所……ルウと同じ高度あたりにあることに気が付いた。

　不ふ審しんに思いながらも、その先を確認すると……。

「は、ははっ……噓うそ、でしょ……？」




　太陽を隠かくすほどに巨きよ大だいな漆しつ黒こくのドラゴンが、赤黒い翼つばさをはためかせて飛んでいた。




「ファンタジーにもっ、程ほどがあるっ……！」

　何かに対してぶち切れるぼく。もう自分でも何に怒おこっているのか分からない。

　というか、ヴェリール村の人達にとってもドラゴンの登場は想定外だったらしく、全員があんぐりと口を開けて、作業の手を止めてしまっていた。

「っ！　ご主人！」

　ルウの声でハッとする。見れば、漆黒のドラゴンは、口の中に腐食ガスを滾たぎらせていた。

　慌あわててぼくが回かい避ひすると同時に、ガスが地を這はって周囲の魔ま物もの達を腐らせていく。

「（まるで見境なしだっ！）」

　もはや同士討ちどころのレベルじゃなかった。しかも、味方を殺すことになんの躊躇ためらいも見せやしない。他の魔物達だって、もう少し穏おだやかだったのに！

「（いや……でもこれ、上手うまく使えれば《シュ・ロッカ》を……）」

　そんな小こ賢ざかしい作戦が自分の中を過よぎった、その刹せつ那なだった。

《グォォオオ！》

「!?」

　空に雄お叫たけびを上げたドラゴンが、ギロリと、その視線を……ぼくではなく、ヴェリール村の皆みんなの方へと向けた。……まずい！

　ぼくは慌ててドラゴンの方へと駆かけだしながら、ルウに指示を出す！

「ルウ！　《鮮烈なる太陽の恵みビビツド・サン》！」

「分かってます！」

　返事と同時に、ルウの口からオンジュの実がドラゴンの目に向かい、見事直ちよく撃げきする！

　よし、これでしばらく足止めが……。

《…………フシュゥ……》

　……!?　効いてない!?　ドラゴンは目の回りで発生しているオンジュの実のガスなどまるで意に介かいした様子もなく、村人達の方へと飛んだ！

「ご主人！　あの魔物、ガスへの耐たい性せいがあるのやもしれません！」

「っ！　勘かん弁べんしてよっ、もう！」

　そんな、この作戦を根幹から揺ゆるがす魔物がいるだなんて！

　高速で飛ひ翔しようするドラゴンを、同じく高速で地を駆けて追うぼく。しかし、ここに来て雑魚がぼくに群がってきて、上手く走れない。

「どけっ！　やめろっ！　やめて！　お願いだから！」

　泣きそうになりながらドラゴンを追う。魔物の攻撃に正面からぶつかっていくものだから、一いつ瞬しゆんで体は傷だらけになっていたものの、ぼくは構わず走り続けた。

　しかし……無情にもドラゴンはぼくより一足先に村人達の上空へと到とう達たつし……そして、その口に腐食ガスを滾らせ始める。

『ひぃっ！』

　皆の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがむ。そしてそれ以上に、ぼくは酷ひどい顔をしていたことだろう。

「（守るって、約束したのに……！　ぼくが、皆を唆そそのかした様なものなのに……！）」

　瞳ひとみの中に涙なみだが溢あふれてくる。いやだ、いやだ、いやだ！　絶対に嫌いやだ！　そんなこと、させるもんか！

　だけど、今から跳ちよう躍やくして下手に攻撃しても、結局ガスはあの一帯に撒まき散らされちゃう。それじゃ駄だ目めだ。たとえ一撃で仕留められたって、ガスがバラ撒かれたんじゃ、意味がない。

　じゃあ、跳躍からの全力パンチで遠くにかっ飛ばすか？　いや……あの巨体を大きく吹ふき飛ばせるだけの力は、流石さすがの勇者にもない。結局は口からガスを吐かせてしまう。

　ルウの言葉が、再び胸に突つき刺ささる。勇者の力を、過信してはいけない。その通りだ。万ばん能のう、最強などとはまるで程遠い。

　もう、ガスの放出自体を止める手段はない。でも……だったら！

「くっ……！　絶対、させるもんかっ！」

　ぼくは決意と共に跳躍し……そして……。

《!?》




　ドラゴンの口へとしがみついて、ガムシャラに抱かかえ込んだ。




「ご主人!?」「トオルさん!?」『トオル!?』

　ドラゴンが首を振ふってぼくを落としにかかる中、ルウやサクヤ、それに村の皆達が、ぼくの行動に気付いて悲鳴じみた叫びを漏もらす。

「（ぼくが体で、ガスを止められれば……！）」

　勇者の体なら、きっと多少は頑丈に出来てる！　これで口を押さえ込んでおけば、しばらくは放出を抑おさえられるだろうし、あわよくばドラゴン自身に被ひ害がいを与あたえることさえ出来るかも！　そして、この隙すきに皆が逃にげてくれれば……！

「やめてトオルさん！」「やめるんじゃトオル！」「ご主人！」

　皆がそう言ってくれるものの、これしか手段がない以上、やめるわけにはいかない。

　ドラゴンは口の中にパンパンにガスを漲みなぎらせると、これ以上は溜ため込むことが出来ないと判断したのか、首振りでぼくの力が緩ゆるんだ瞬間を狙ねらってその口を開き、そして……。

「（来る……！）」

　ぼくに向けてその、禍まが々まがしい紅蓮の腐食ガスを放出──




　──しなかった。




「？」『？』《？》

　ドラゴン自身を含ふくめ、その場の全員の頭に、「？」マークが浮うかぶ。直後……まるで腐食ガスの代わりかのように、ドラゴンの口から、小さな……とてもちっぽけな、マッチ程度の炎が、ぽふっと飛び出た。

「……あちっ」

　顔周りが軽くホカッとした。ちょっと熱い。……まあ、でも、それだけ、だった。

《…………》

『…………』

　全員が全員、戸と惑まどいを隠せない中……突とつ如じよその場に、どこからか、とても聞き覚えのある声が響ひびき渡わたる。




「へへへっ！　どうだい見たかっ！　この大だい魔ま導どう師しファルディオ・メルクリウス様が放つ一世一代の究極禁きん忌き魔法──《ヘルファイア》の、威い力りよくをよう！」




「っ！」

　その言葉で全すべてを理解したぼくは、ハッとしてすぐさま動き出す！

「だぁぁぁぁぁらあぁぁあああああああああああ！」

《!?》

　一瞬の隙をついてドラゴンの顔をよじ登り、更さらに頭を踏ふみ台にして高く跳躍する。

　そして……上空から、ドラゴンの無防備な胴どう体たいへと向けて……突き刺す様に全力の蹴けりを、お見み舞まいしてやった！

《グォオッ》

　口から呻うめき声を漏らしつつ、村人達の目の前の地面へと墜つい落らくするドラゴン。

　ぼくが着地すると同時にもう一撃、その無防備な体に蹴りを叩たたき込むと……流石さすがのドラゴンも、断だん末まつ魔まの慟どう哭こくを漏らした後、キラキラと光に変へん換かんされて消えていった。

「やった……の、か……？」

　村人の一人がぽつりと呟つぶやく中。「はーはっはっはっはっは！」という、不快極きわまりない自信に満ちた男性の声が後方から響き渡る。

　何事かと思って皆が背後を覗うかがうと、そこにいたのは、ドラゴンのいた方へと杖つえをかかげ、少し息を切らせた赤あか髪がみの魔導師。つまりは……。

『…………誰だれ？』

「ええ!?　いやファルディオだよ！　ファルディオ・メルクリウス！　大魔導師の！」

『…………』

「や、だから！　ほら、そこのトオルと一いつ緒しよにいた……！」

『…………あー……』

「俺ってそんな程度の認識だったの!?」

　ガックリと肩かたを落とすファルディオ。皆、そんな彼を見てニヤニヤとしていた。……ヴェリール村、意外と皆性格悪いなぁ……。

「ファルディオッ」

　ぼくは周りに魔物がいないことを確認すると、急いで彼へと駆け寄る。

　ファルディオはどこか照れた様子で、「よう……」と呟きつつ視線を逸そらしていた。

「その……奇き遇ぐうだな、トオル」

「き、奇遇？　奇遇って……ファルディオ、助けに来てくれたんでしょ？」

「た、たまたまだよ！　偶ぐう然ぜん、ルザルに向かう途と中ちゆうで通り掛かかっただけだ！」

「えぇ？　でもルザルへの道って、こことは全然別方向だったと思うけど……」

「う……」

　ファルディオはしばらく言葉に詰つまった後……どこか諦あきらめた様子でふんと鼻を鳴らし、ぼくへと向き直った。

「……はぁ。……俺は、お前の考え方、相変わらず嫌きらいだし、認めてねぇからな。実際今、そのせいで、洒落しやれにならない事態に陥おちいっていたわけだろ」

「……うん」

　ファルディオの言う通りだった。危あやうく……ぼくの慢まん心しんや善意の押し付けのせいで、皆を死なせてしまうところだった。

　しょんぼりと反省するぼくに、ファルディオが「まあ、だからよ……」と、頭を搔かきながら言葉を続ける。

「しばらくは俺が、お前の保護者……続けてやんよ」

「……え？」

　ぼくが顔を上げると、なぜかファルディオは逆に顔をぷいっと逸らしてしまった。

「ほ、保護者やるっつっても、アレだぞ！　自分の食い扶ぶ持ちは、自分で稼かせいで貰もらうからな！　つまりはほら……えと……なんだ……その……」

「あ、うん、分かったよ！　この件が片付いたらぼく、闘とう技ぎ大会、出てみるよ！」

　自分の実力をちゃんと把は握あくするのがいかに大事かってこと、痛感させられたし！

「？　あ、ああ、おう！　そ、そういうこったな、うん！」

「？　あれ？　なんか違ちがった？」

「ち、違わねーよ！　ほらいいから、持ち場戻もどれよ！　まだ樽たるの設置終わってねーんだろ！」

「うんっ。……って、あれ？　確かファルディオって色んな事情話す前に酒場から……」

「ど、どどど、どうでもいいだろそんなこと！　べ、別に、そこの毛玉と一緒に盗ぬすみ聞きなんてしてねぇからな！」

「え？」

　ファルディオの不思議発言を受けてルウを見ると、彼もまたギクリとした様子だった。

「そそ、そうですぞご主人！　ルウは決して道を間違えて一度酒場に戻ってきてなんかいませんし、ファルディオと酒場前でばったり鉢はち合あわせて喧けん嘩かもしておりませぬし、そうこうしている間に二人、ご主人の話を酒場外で聞くことになったりなんかしてませんぞ！」

「？　よくわかんないけど、えーと、つまり……」

「そ、そんなことよりトオル！　ほら魔物また迫せまって来てるぞ！」

「あ、ホントだ！　じゃあね、ファルディオ！　ぼくと皆みんなを助けてくれて、ありがとう！　ファルディオは、本当に偉い大だいな大魔導師さんだと思うよ！」

「！　お、おう……分かってんなら、いいよ……」

　ぽりぽりと頰ほおを搔くファルディオに送り出され、僕は再び前線に戻る。

「トオル！　すまんがあと五分ほど持たせてくれんかの！　それで、残り全ての樽の設置が完かん了りようするでの！」

「了りよう解かい！」

　モルジさんの要よう請せいを受け、明確な目標が出来たことにテンションを上げ、張り切って前線に戻る。──と、しかし──。

「げ」

「？　どうしました、ご主人。急に立ち止まって──って、げ」

　ふよふよとサポートのために追いついてきたルウが、ぼくと同様の感想を漏らす。

　なぜならば、ぼくらの目の前には……。

「蠢うごめいてる……」

「蠢いてますな……」

　ルウと二人、嘆たん息そくする。

　そこにいたのは、新たな強敵……などではない。むしろ逆の……。




　異様な密度で密集して蠢く、地平線まで続く勢いの、大量の小型魔物集団だった。




「ドラゴンが倒たおれたのを受け、飛行系魔物は完全撤てつ収しゆうした上、更に質ではなく、量で攻せめる作戦に切り替かえてきましたな……」

「うん……」

　ちょっと……いや、かなりげんなりする光景だった。これならばまだ、数体の強敵がいてくれた方がやり易やすかった気がする。合体とかしてくれたらいいのに。

　ぼくは嘆息しつつ、思わず呟いてしまう。

「あーあ、せめて、武器があれば……」

　──と、まさにその時だった。そんなぼくらの背後から突とつ然ぜん、若い女性の声が──




「やぁやぁボウズ、武器がご入り用かい！　それきた！　そんなボウズに朗報だ！　実は今さっき、魔法武器屋《イブロック》に遂ついに渾こん身しんの新作魔法武器が入荷──」




「あーあ、せめて、まともな武器があればなぁ……」

「なんか付け加えやがった！」

　相手を確かく認にんもせずに呟き直す。げんなりしつつぼくらが振ふり返ると、そこにいたのは案の定、小麦色の肌はだをした健康的な女性──

「なにしてるんですか……エイリおねーさん」

　──魔法武器屋《イブロック》の女主人、エイリおねーさんだった。彼女はこんな時だというのにニコォっと会心の笑えみを浮かべると、ぼくの傍そばへと駆かけ寄ってくる。

「随ずい分ぶんな対応じゃねえかよ、ボウズ。このあたしが折角、お前のために武器を用意してきてやったっつうのに……」

「いや、だって、おねーさんの作る武器って……」

　かっちょいいけど、実用に全くたえないじゃないですか……。ぼくがその決定的な言葉をぐっと堪こらえていると、エイリおねーさんはなぜか、はははっと豪ごう快かいに笑った。

「ちげーよトオル。今回の新作は、あたしの新作じゃねえ。お前の、新作だ」

「え？　あ、それって、もしかして……」

　ぼくがあることに思い当たった、その瞬しゆん間かんだった。




「っ、トオル！　前見ろっ、前！」




　突とつ如じよ、ファルディオの真しん剣けんな声が場に響ひびき渡わたる。何事かと振り返ると、そこには──

「な──」

　相変わらず大量に蠢く雑魚ざこモンスターが……しかし、先さき程ほどまでとは段違いの、怒ど濤とうの勢いでこちらへと押し寄せてくる光景が広がっていた。

「っ！」

　前線に出ていたぼくらの目と鼻の先まで迫った集団から離はなれるため、咄とつ嗟さに、エイリおねーさんを抱かかえて後方に跳とび、一気に樽の位置まで舞まい戻る。そこでは、村の皆が大混乱に陥っていた。

「なんでまた急に……！」「さっきのドラゴン倒した件と関係あんじゃねえの!?　分かんねぇけど！」「トオルが食い止めるとかそういうレベルじゃねえぞこれ！」「逃にげないと！」「逃げるって……でも樽は!?」「まだ準備終わってねぇよ！」「そんな、皆でここまで頑がん張ばったのに……」「サクヤ……でももうこれは……」

　皆の中に、やりきれない、諦めのムードが立ちこめる。最初は全面撤てつ退たいを主張していた大人達さえ、これだけ皆で危機を乗り越こえ頑張ってきた作戦を中止するのは、非常にいたたまれない様子だった。

　しかし……今や猛もう烈れつな勢いで迫り来る魔物集団の前で、迷っている暇ひまはない。

　モルジさんが苦しそうな表情で、撤退の号令を出そうとする……その直前。

　ぼくは、ある閃ひらめきと共に、彼へと叫さけぶように訊たずねた。

「モルジさん！　樽の準備はどの段階まで終わってたんですか!?」

「え？　そうじゃの、火薬入りの樽は全て並べ終わったが……しかし、まだそれぞれの樽から出た導火線同士の接続作業が完了しておらず……」

　モルジさんのその言葉に、ある希望を見み出いだす僕。

「それで充じゆう分ぶんです！」

「じゅ、充分？　トオル、お主一体何を……」

「モルジさんっ。今すぐ皆と撤退して！　早く！　あとはぼくがなんとかするから！」

　ぼくのその言葉に、モルジさんだけじゃなく、サクヤまで戸と惑まどいの声を漏もらす。

「ト、トオルさん……」

「信じてっ！　お願い！」

　ぼくは真剣な瞳ひとみでサクヤを見つめる。サクヤは……少しだけ黙だまった後、強い決意を秘ひめた瞳でぼくを見返し、こくりと、頷うなずいてくれた。

　その様子を見届けたモルジさんが、全員へと号令を発する。

「撤退じゃ！　皆みなの者、今すぐ退ひくのじゃ！」

　モルジさんの号令を受け、村人達が退たい避ひを開始する。が──

「ちょ、馬車が何台か勝手に逃げ出しちゃってんだけどっ！」

「──っ！　仕方ない！　女性や子供は残っている馬車へ！　男性陣じんは……走れ！」

「……お、俺は禁きん忌き魔ま法ほう使って疲つかれているんで、ちょいと馬車へ……と」

『ファルディオは走れ！』

「やっぱりてめぇら俺の名前分かってんじゃねえかよゴラァ！」

　──思わぬトラブルにより、ことのほか撤退速度が遅おそい。これじゃあ、すぐに追いつかれちゃいそうだ。やっぱりここは、ぼくがなんとかしないとっ！

　決意を新たにしたぼくは、殆ほとんど眼前まで迫り来た《シュ・ロッカ》を睨にらみつつ、撤退のため最後の馬車に乗り込もうとしているエイリさんに声をかけた。

「エイリさん、持って来た武器を下さい！」

「え？　つ、使ってくれるのか？　ほんとに？」

「いいから早く！」

「お、おうっ！」

　エイリさんは慌あわてて背中に背負っていたそれ……柄えの短い鎚つちを取り出すと、ぼくの方へと放ほうった。ぼくはそれをしっかりと受け取り、眺ながめる。

　ゴム革がわが巻かれたグリップに……あの素材で出来た頭部分。……よしっ。

　ぼくは、エイリさんに最終確認をとる。

「これ、本当に、ぼくが言っておいた通りに改良してくれたんですよね？」

　そんなぼくの問いに……エイリさんは腕うでまくりをしてニカッと笑ってみせた。

「おうっ、信じろボウズ！　あたしの腕は、一流だ！……センスはねぇけどな」

　苦く笑しよう気味に付け足すエイリさん。……自分で、分かってたんだ……。でも、自分のセンスがないだなんて自覚出来る人は、きっと……。

　ぼんやりしていたぼくに、エイリさんはこの武器の名前を教えてくれると、もう一度だけ笑って、馬車に乗り込んだ。ぼくもまた、彼女に笑みを返す。

「ありがとうございますっ、エイリさん！　貴女あなたの武器に、ぼくの命預けます！」

「おう！　気張れよトオル！」

「はいっ」

　エイリさんを乗せた最後の馬車が離れていく。

　そうして、村人達が全員後方へと退き始めたところで、ぼくの傍かたわらにふよふよとルウが寄ってきた。

「ご主人……」

「あれ、ルウ？　どうしたの？　ルウも逃げていいんだよ？　あ、大だい丈じよう夫ぶ、ぼくの作戦は、ルウの能力とか使わなくていいし、それにここちょっと危な──」

「いえ、ルウはご主人の戦い、最後まで見守りますぞ！」

「ルウ……」

　ちょっとだけうるっと来てしまっていると、ルウはニヤリと笑って、僕らの少し後方を指した。

「それに、最後まで見守ってくれるのは、ルウだけじゃないみたいですぞ」

「え……」

　言われて見ると、そこには……のたのたと非常にゆったり逃げる、ファルディオの姿があった。彼はこちらをちらりと振り返ると、ぶっきらぼうな口調で告げる。

「うっせ、見ての通り俺は、禁忌魔法の使用直後で、やたら気け怠だるくて気怠くて、仕方なく逃げ遅おくれてるだけだよ、ばーかばーか」

「……ファルディオ……」

「だから、とっととなんとかしてくれよ、トオル。お前がアレ止めねーと、こっちが危ねーんだからな。それに……ほら」

　くいっと、ファルディオが更さらに後方を顎あごで指し示す。そこには……。

「皆みんな……。……まったく」

　逃げろって、言ってるのに。そこには……平原の後方、森の入り口付近ですっかり立ち止まり、こちらの様子を覗うかがっている村人達の姿があった。

　彼らが、こんな状じよう況きようだというのに……まるであの酒場の夜のようなテンションで、賑にぎやかに応おう援えんしてくれる。

『ふぁいとぉー、トオルー！　思いっきり、ぶちかましたれー！』

「……運動会じゃ、ないんだから……」

　なんだかどっと脱だつ力りよくしてしまった。まったく……ほんとに……もう。

「よっし！」

　ぼくは笑顔で《シュ・ロッカ》へと向き直る。眼前に広がるのは、数千、数万の魔物の大群。

　禍まが々まがしいオーラを発した、トラ、キツネ、クマ、犬、、クワガタ、ムカデに鬼おにや悪あく魔ま。

　それらが一気に、猛もう然ぜんと……遂には皆が必死で並べてくれた樽たるまで巻き込む様に、こちらへ押し寄せてくる。

　とてもじゃないけど、一人で倒せそうなシロモノなんかじゃあ、ない。

　どうしようもない絶望の自然災さい害がい《シュ・ロッカ》。

　だけど……なんでだろう。




「今は……全然負ける気が、しないやっ！」




　ぼくは元気にそう言い放つと、勢い良く前へと駆かけだし──《シュ・ロッカ》の只ただ中なかへと突つっ込んだ。

「ご主人！」「トオル！」

　背後から仲間の心配する声が響く。しかしぼくは構わず更に奥へと進み……そして、大量の雑魚魔物を搔かき分け、ある程度まで潜もぐり込んだところで……。

　今度は一気に──あらん限りの力で、上空へと跳ちよう躍やくする。──と、

「わ、わわっ、と」

　ふと気付けば……ぼくは、雲にまで届きそうな位置まで飛んでいた。

『────』

　これには村の皆も、こちらを見上げて口をぽかんと開いてしまっていた。っていうか、一部《シュ・ロッカ》の魔物達までぼくを見上げている。

「（高っ！　怖こわっ！　だけど……）」

　ぼくは自分の状況に心底恐きよう怖ふを抱いだきつつ……しかし。

「（これなら……いける！）」

　それ以上に作戦の成功を確信し──鎚を、振ふりかぶった！

「？　あれは……」

　上空からでも、ファルディオがぼくが持つそれに気付いた様子が見て取れた。

　ぼくはゆっくりと落下を始めると……押し寄せる魔物集団のまっ只中へ向かって、狙ねらいを定める。ざっと見たところ、一帯に空を飛ぶ魔物はほぼいない。これなら……いける！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　落下の勢いを速めながら、タイミングを見誤らないよう集中力を高める。

　その最中──降りてきたぼくの武器をしっかりと確かく認にんして、遂ついにその性質と作戦に気付いたらしいファルディオが──焦あせりの声を上げた！

「馬ば鹿かっ、駄だ目めだトオル！　その勢いで『そんなもの』を使ったら、こっちまで……！」

　慌てて後方の村人達を見て、再び「やめろ！」と叫ぶファルディオ。

　しかしぼくは、当然この落下中に説明することも出来ず、ただただ……相変わらずの、ぼくらしい言葉で返すしかなかった。

「大丈夫！　信じて！」

「っ！　またてめぇは……！　……っ！」

　ファルディオが不安そうにしながらも、しかしぐっと言葉を嚙かみ殺して成り行きを見守ってくれる。……ありがとうファルディオ。

　ぼくは地面が近付いて来ると、大きく……鎚を振りかぶった。

「いっけぇえええええええええええええええええええええええええええ！」

　叫びながら、更に落下する。

　……エイリさんの魔法武器屋《イブロック》でファルディオが試ためした、二つの武器。




　衝しよう撃げきを電撃に変える武器、《ライジンググローブ》

　柄に風魔法が付ふ与よされゴム革の巻かれた鎚《風のハンマー》




　どちらも、素材は一流なのに、用よう途とを誤ってしまい、欠けつ陥かんのある商品だった。

　でも……もし。もしこの二つの武具、互たがいの長所を活いかしつつ、短所を補う様に素材を組み合わせることが、出来たなら？

　そう……。




　衝撃を電撃に変え、風の様に扱あつかいやすく、使用者が感電しないハンマーが出来たなら。




　その名も──。

「ミョルニル──」

　ぼくは、鎚を、大きく振りかぶると。

　使用方法によっては小さな村一つ壊かい滅めつさせかねないという、その馬鹿げた威い力りよくの魔法効果を誇ほこる、それに。

　勇者の力という、更に馬鹿げた規格外の力の──その全すべてを、掛け合わせて。




「──ハンマァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　眼下に広がる《シュ・ロッカ》の只中──




　──しっとりと朝露に濡れた、ホゼ平原の、地面へと向かって。




　激しく、打ちつけた。




《ズゥンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン！》

　地鳴りの様な鈍にぶい音が、ホゼ平原に響ひびき渡わたる。

　そしてその……直後。

《バリバリバリバリバリバリバリバリバリ！》

　魔法によって可視化された黄金の稲いな妻ずまが、蛇へびの様に地面を這はいずり回る！

《オォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオおオオオ！》

　周辺の魔物達が一いつ斉せいに断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、痺しびれ、焦こげ、倒たおれ、次々と光となって消えていく。

　その勢いは留とどまることを知らず、最も早はや辺り一帯どころか、ホゼ平原に侵しん入にゆうした《シュ・ロッカ》全てを駆く逐ちくし尽つくす勢いで、魔物達を狩かり尽くした。
















　ミョルニルハンマーによる雷らい光こうと魔物消しよう滅めつの光こう粒りゆうにより、ホゼ平原一帯が、眩まばゆく、神秘的な光に染まる。

「……すっげ……」

　ことの成り行きを背後で見守ってくれていたファルディオが、口をぽかんと開けたままで呟つぶやいた。

　そうして……辺り一帯の魔物達の消滅から、少し遅れて。

　ぼくが期待していた、雷らい撃げきによるもう一つの効果が、現れ始めた。

《ドドッ……ドドン……ドン……ド……！》

　最初は、まばらに、少しずつ。しかし……次の瞬しゆん間かんには、堰せきを切った様に──

《ドドッ……ドドドドン……ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンッ！》

『おおっ……！』

　設置されていた全ての樽の導火線に引火し、破は裂れつを始めるオンジュの実達。

　ぼくは自分までガスの被ひ害がいを受けぬ様後方に飛ぶと、ルウやファルディオ、村人の皆と合流し、固かた唾ずを吞のんで、ガスの方を見守った。

　そうして永遠にも思える数十秒が、経過したころ。

　もくもくと煙けむる、オンジュの実のガスの向こうに……ゆらゆらと、新たな魔物の集団の影かげが、見え始めた。

「そんな……ここまでやっても駄目……だった、の？」

　馬車の上でサクヤがガックリと項うな垂だれる。その言葉に、他ほかの皆も絶望に包まれる中……。

　しかしぼくは、諦あきらめきれずに、その影を見つめ続け。

　そして……ガスの色が少し薄うすれ、更にハッキリ《シュ・ロッカ》の蠢うごめく影が見える様になったところで……。

「いや……！　待って！　皆！　あれ見て！」

　そう叫さけんで、前方を指差す。皆の視線が向かう、その先に、見えてきたものは……。

『…………あ』

　相変わらずの、《シュ・ロッカ》の魔物達が蠢く影。だけどそれらが──

『ああっ!?』




　──平原を迂う回かいするため、左に、向かっている。そんな、奇き跡せきの様な光景だった。




　ぼくは未いまだ呆ぼう然ぜんとしたままの皆に、一人はしゃいで喜ぶ！

「ほら見てよ皆！　やったんだよ！　《シュ・ロッカ》の……《シュ・ロッカ》の進路が、逸それているんだ！　この平原一帯を、危険と判断したんだよ！」

『……え……と……つまり……』

　まだ実感の湧わいてない様子の、皆に。

　ぼくは……。

　ぼくは満面の笑えみで、ハッキリと、告げてあげた。




「つまり……ヴェリール村は、助かったんだ！」




『……う』

「う？」

『う……うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　突とつ如じよ実感すると共に、飛び上がって喜ぶヴェリール村の人々。ある者は抱だき合い。ある者は服を脱ぬぎ、ある者は奇き声せいを上げ、そしてある者は……。

「やった……本当に……やったん……う、うぅぅ……」

「サクヤ……」

　ある者は……その場で、泣き崩くずれ。

　皆みんなが歓かん喜きに包まれる中、ファルディオが一人「しっかしよ……」とどこか納なつ得とくいかない表情をしながらぼくに近寄ってくる。

「結果オーライだから、もう、いいっちゃいいんだけどよ……」

「どうかしたの、ファルディオ」

「や、どうかしたもなにも、どうかしているのはお前なのか、俺達なのか……」

「？」

　ぼくが首を傾かしげると、ファルディオは苛いら立だった様に「だからよ！」と訊たずねてきた。




「なんで、あの距きよ離り、あの威力で……魔ま物ものだけが感電して、俺達が平気なんだよ！」




「あー……」

　そういえばハンマーを叩たたきつける直前、ファルディオが心配してたっけ。

　ファルディオの真しん剣けんな疑問に……しかしそれを聞いていた村人達が、クスクスと笑い出す。「な、なんだよ……」と戸と惑まどうファルディオ。ぼくはモルジさんと目を見合わせると、ぼくもまたニヤニヤしながら、ファルディオに声をかけてあげた。

「や、それ気付いてないの、多分、この場でファルディオだけなんじゃないかなぁって」

「な……」

「ルウも分かりましたぞっ、ご主人！」

「え……なんだよ！　どういうこったよ！」

　顔を真っ赤にして怒おこり出すファルディオ。ぼくは「どういうこともなにも……」と、頭を搔かきながら答える。

「えーと、じゃあ、ヒント。この村じゃ、馬車の車輪は勿もち論ろん、馬の蹄てい鉄てつにまで、それが用いられていたりするんだ」

「へ？　えーと…………え？」

　ぽけっとするファルディオ。ぼくは思わず溜ため息いきを漏もらす。

「えー、まだ分からないの？　じゃあもうちょっとヒント。それは、撥はつ水すいやら耐たい熱ねつやらは勿論……耐電スコアも、物もの凄すごく高くて、サクヤの……皆の自じ慢まんなんだ」

「ふへ？　耐電？　えーと、なんだ、つまりそれを全員がつけてたとかそんな……」

　そこまで言ったところで、ファルディオがハッとする。

　ぼくは彼にニコッと笑った後……村人の皆と目を見合わせ、そして……。

　答え合わせの意味も兼かねて、思いっきり、そのフレーズを告げる。

「靴くつならやっぱり～？」

　ぼくのその問いに。

　村の皆は全員が、満面の笑みを浮うかべ……そして、清すが々すがしい青空に響かせる様に、一斉に、声高々と叫んだのだった。




『ヴェリール村の、ゴムックス！』








断章　訓練場にて









「ルザルの闘とう技ぎ大会……ですか」

　女め神がみ教会・神しん剣けん騎き士し団だん聖騎士隊長ドレイク・マルチネスからの指令に、騎士セシリア・シヴィルは思わず表情を曇くもらせた。

　訓練場の端はしで、ドレイクは自身の丸く禿はげ上がった頭を撫なでながら続ける。

「そんな、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔せんでくれ、セシリア。二年前は、喜々として参加してくれていたじゃないか」

「去年は散々渋しぶった上、次はないとの約束で出場したはずですが」

「そこをなんとか！　ちょちょいっと出てくれるだけでいいんだ。な？　神剣騎士団の面子メンツを保つためにも、どうか」

「ですが……」

「な、この通り！　頼たのむ！　例の如ごとく決勝トーナメントまではシードだから！　な！　お願い！　お願いします！　このとおり！」

「た、隊長っ！　やめて下さい！　分かりました、お受けいたしますから！」

　今にも土下座までしかねない上官の懇こん願がんに、周りの従士の手前、流石さすがのセシリアも折れるしかなかった。

　その瞬間、さっきまでの悲ひ壮そうな表情はどこへやら、ドレイクはパァッと瞳ひとみを輝かがやかせると、セシリアの気が変わる前にと、一目散にその場から退散していく。

　去りゆく上官の後ろ姿を見つめ、セシリアは深く溜息をついた。

「まったく、あのお方はご自分の立場を理解しておられるのだろうか……」

「ははっ、また隊長から直々の頼まれごとですか、セシリアさん」

　背後から声をかけられて振ふり向くと、訓練を中断した後こう輩はい従士、ヒューズがニヤニヤと笑っていた。

　セシリアは「ああ、そうだ」と苦々しい表情でそれに応じる。

「闘技大会への参加を頼まれた。まったく、他の騎士がいくらでもいるだろうに……」

「ああ、例のですか。でもそれは仕方ないんじゃないですか？」

「仕方ないって……なぜだ？」

「なぜって……」

　ヒューズは「本当に分かってないのですか？」と心底呆あきれた様子だった。しかしそれでもセシリアが首を傾げていると、彼はやれやれといった様子で続ける。

「セシリアさん、どう考えても神剣騎士団で一番、華はながありますし」

「？　華？　なんの話だ？」

「……この人は、本当に……」

「？」

　セシリアは全く意味が分からず……脇わきにあった訓練用の鏡で、自分の姿を確かく認にんする。

　身長こそ人並み以上ではあるものの、いくら訓練しても一向に逞たくましさを増さない華きや奢しやな体つき。まるで生気の感じられない人形の様な顔立ちに、無む闇やみに冷たい鳶とび色いろの瞳。極きわめつきは、隊長命令で切らせて貰もらえない、軟なん弱じやくなアクアマリンのロングストレート。

　……どこからどう見ても、冴さえない自分、セシリア・シヴィルでしかなかった。

「？　ああ、以前私が花の髪かみ飾かざりをしていたことでも、あったのだろうか？」

「そうじゃなくて……まあ、いいですけど。それじゃなくてもセシリアさんは……」

　ヒューズが少し溜ためて、告げる。




「十六歳というその若さで、実質、神剣騎士団ナンバー１の実力者なんですから」



















　しかしその言葉にも、セシリアはまるでピンと来ていない様子だった。

「そんなことはない。私はまだまだ未熟者だ」

「……二年前、十四歳にしてあっさり闘技大会で優勝しておいて、それを言いますか」

「きっと女神様のご加護の賜たま物ものだろうな。ありがたいことだ」

　本気で空に向かって祈いのりを捧ささげ始めるセシリアに、ヒューズは呆れとも感心ともつかない溜息を漏らすと、「そういえば」といつもの様に話題を変えた。

「セシリアさん、知ってます？　女神教会直営の、ミーミル魔ま法ほう学校の噂うわさ」

「ミーミル魔法学校？　いいや。何の話だ？」

「それが聞いて下さいよ。あくまで噂なんですけどね。数ヶ月前入門してきた生徒の中に、独学で禁きん忌き魔法を完全に使いこなせていた人間がいたって話で。なんかすっごくしょっぱい効果ではあったらしいんですけどね。更さらにその生徒、入学してすぐに教師殴なぐったとかなんとかで、即そく退学になった上、現在行方ゆくえ不明らしくて。ね。面おも白しろいでしょ？」

　ヒューズのテンションとは対照的に、セシリアはふんっとつまらなさそうに息を吐はく。

「与よ太た話にも程ほどがあるぞヒューズ。禁忌魔法は女神の加護を超ちよう越えつした、理に反する魔法だ。たとえそれがどんなにちっぽけな効果だろうと……禁忌魔法としてカテゴライズされる魔法を意識的に放てる人間など、絶対ありえない。絵本の中の大魔導師でもあるまいし」

　バッサリと切り捨てるセシリアに、ヒューズは「ですよねー」と軽く返すと、すぐさま次の話題を提供した。

「あ、じゃあこれは知ってます？　つい今しがた女神教会に入った情報なんですけど、どうもヴェリール村のあたりに、勇者が召しよう喚かんされたんじゃないかって話で」

「ほぉ？」

　珍めずらしく食いついたセシリアに、噂好きのヒューズの目が輝く。

「それがですね、なんで判明したかというと、面おも白しろいことに女神教会への申告じゃなく。なんとその勇者が、《シュ・ロッカ》の進路を変えたから……という話でして」

「ふむ……詳くわしく話せ」

「喜んで！　これは、丁度ホゼ平原近くを通り掛かかった商人の話なんですけどね……」

　噂のあらましを語るヒューズ。勇者とされる少年の活かつ躍やくを聞き終えたセシリアは、「ふむ……」と考え込むように唸うなった。

「確か、ヴェリール村とは、ルザルの近くだったな」

「あ、言われてみればそうっすね。お、こりゃ偶ぐう然ぜん。もしかしたらその勇者、ルザルに来るかもですよ。丁度良いじゃないですか！　セシリアさん、勇者を保護すれば手て柄がらになりますよ！　今回は年とし端はもいかぬ少年だという話ですし、尚なお更さら！」

「まあ手柄云うん々ぬんはどうでもいいが、勇者の保護は女神教会としても急務だな。ふむ、そういうことであれば、早めに発たっておくか……」

　セシリアは訓練を切り上げると、急いで身み支じ度たくを調ととのえ始めた。

　ヒューズが「相変わらず真ま面じ目めっすねぇ」と見守る中。彼女は愛用の剣を腰こしに携たずさえ、準備を終えたところで「しかし……」と憂うれいの表情を見せる。

「勇者と呼ばれる存在とは、叶かなうなら一度手合わせ願いたいと思っていたのだがな……」

「？　この様子なら、勇者が闘技大会に嚙かんでくる公算が極めて高いのでは？」

「まあ、それはそうなんだが。……ただ、くだんの《シュ・ロッカ》の進路変へん更こう……。お前に聞いた戦いの一部始終が、全すべて事実だと仮定すると……」

「破格の強さですよね。歴代で《シュ・ロッカ》に立ち向かった勇者なんて……」

「いや……まったく逆だ」

「はい？」

　セシリアは一度深く嘆たん息そくすると……その直後、一いつ切さいの驕おごりも油断もなく、ただただ、しみじみと、心底残念そうに言葉を漏らした。




「その程度の実力ならば、この闘技大会、きっと決勝トーナメントにさえ残れまいさ」








エピローグ









「本当にもう行っちゃうのかい？　いくらなんでも、慌あわただしすぎないかい」

　例の《シュ・ロッカ》騒さわぎの翌日。早朝から荷物を纏まとめて村の出口にいるぼくらに、村人総出での見送りの中から、ビルマおばさんが少し呆れた様子で声をかけてくる。

　ぼくはそれに、苦く笑しようで応じた。

「ゆっくりしたいのは山々だったんですけど……ほら……その……」

「いくらなんでも、派手にやりすぎなんだよっ、まったく！　おかげで勇者の件、完全にばれちまったじゃねえか！」

「だ、だからごめんって！」

　昨日の夜からずっと憤いきどおりっぱなしのファルディオを窘たしなめる。まあファルディオ的には、闘技大会での大穴狙ねらい計画（ぼくが普ふ通つうの子供と思われるの前提）がある以上、女め神がみ教会に察知されたりするのは勘かん弁べんなのだろう。

　ぼくらの様子を窺うかがっていたモルジさんが、ファルディオに「失敬な」と立腹する。

「うちの村のもんが、軽々しく仲間のことを吹ふい聴ちようしたりなど──」

「昨晩村のゲートに《偉い大だいなる勇者トオルを讃たたえる会　現在絶賛開かい催さい中ちゆう！》って垂れ幕かけた上で夜通しどんちゃん騒ぎしてた村は、どの村でしたっけねぇ！」

「む、むぅ……」

　面めん目ぼくなさそうにモルジさんが俯うつむく。……ファルディオ、自分が一番吞のんで踊おどって騒いでいたクセに……。

　ぼくは「まあまあ」とモルジさんをフォローする。

「そもそもぼくが平原で大立ち回り演じたり、《シュ・ロッカ》の進路変えたりした時点で充じゆう分ぶん目立ちまくってるんで、村の皆みんながどうとか関係なく、流石に情報漏もれちゃっていると思いますよ」

　最後のミョルニルハンマーの一いち撃げきなんて、下手すると隣となり町まちからさえ観測されたかもしれない。これはもう自じ業ごう自得だ。

　そして、ぼくとしても……ヴェリール村でファルディオやルウと楽しく過ごした時間を思うと、やっぱり女神教会に保護されて自由がなくなるのはイヤだなぁと考えを改め始めていたので、この慌ただしい出立も致いたし方なかった。

　しかし唯ゆい一いつ、女神教会に迎むかえに来て貰うの大賛成派のはずのルウが、ぶつぶつと愚ぐ痴ちる。

「もうちょっと滞たい在ざいしてもバチはあたらんでしょうに……むぅ……」

「ルウは、サクヤにシャンプーして貰うのがクセになってるだけでしょ？」

「そ、そんなことございませんぞ！　ご主人より、やはりオナゴの手の方が柔やわらかくて気持ちいいですなーなんて、そんなこと思っておりませんぞ！　失敬な！」

「失敬なのはルウだと思うよ……」

　ルウって、意外と使い魔としての自覚低いんじゃないかと思い始めた今日この頃ごろだ。言葉遣づかいが丁てい寧ねいなだけで……こいつ結構、自分勝手な気が。それに加えて……。

「ああ、早く闘とう技ぎ大会で一ひと稼かせぎしねぇと、俺の人生設計プランが……」

「ファルディオ、ぼくを前提に人生設計するのやめて貰える？」

　こっちはこっちで、自分勝手どころかとんでもなく邪よこしまだし。はぁ、今日からはこの三人で旅するわけだよね？…………あれ、やばい、ぼく、女神教会に捕つかまってもいいからヴェリール村に残りたくなってきたぞ。

　ぼくらのでこぼこっぷりに皆が笑う中、ふと、皆の中からエイリおねーさんが抜ぬけ出してきた。彼女はぼくの軽装を眺ながめて、はぁと溜ため息いきを吐つく。

「悪かったなぁ、トオル。ミョルニルハンマー、お前の力に耐たえ切れなくて……」

　申し訳なさそうに頭を下げるおねーさん。……そう、ミョルニルハンマーは、例の戦いの少し後、突とつ然ぜん亀き裂れつが入ったと思ったら、盛せい大だいに砕くだけ散ってしまった。どうやら、あの衝しよう撃げき全すべてを電撃には、とても変へん換かんし切れなかったらしい。

　原因が原因だけに、ぼくは「こちらこそっ」と恐きよう縮しゆくした。

「ぼくの使い方が悪かったんだから！　むしろごめんなさい！　商品壊こわしちゃって……」

「ああ、いや、元々アレはお前にやるつもりだったからいいんだが……これから旅に出るって時に、武器用意してやれなくて悪わりぃな。……あ、うちにある他ほかの商品だったら……」

「結構です」

　キッパリと笑え顔がおで断る。エイリさんは「そ、そうか」と頰ほおをひくひくさせていたけど、すぐに表情を戻もどすと、ぼくに顔を寄せて「でも実際」と、周囲に聞こえないよう少し配はい慮りよして声をかけてくる。

「お前、戦せん闘とう中ずっと動き辛づらそうだったぞ。本当は格かく闘とうが凄すげえ苦手なんだろ？」

「え……」

　ぼくはびっくりしておねーさんを見返す。

「よく分かったね、勇者の力任せで派手に暴れてたのに……」

「魔法武器職人舐めんなっつーの。いやしかし、冗じよう談だん抜きにお前、あれ……」

　エイリさんはどこか少し戸と惑まどいながらも、言葉を続ける。




「本来の実力の、三割も出せてねぇんじゃ？」




「えーと……うーん……まぁ……そうなのかも……」

　ぽりぽりと頭を搔かく。ルウやファルディオに言うとまた慢まん心しんだとか怒おこられちゃいそうだったから言わなかったけど……実際、昨日の戦いはぼく的に、酷ひどいにも程があった。

　エイリさんが溜息を吐く。

「お前の動きって、基本、武器持つ人間の動きなんだよな。以前なんかやってたのか？　そっちの世界には確か、ケンドーとかって武道があったりすんだろ？　それか？」

「え……いや、そうじゃなくて……その……」

「ん？」

　ぼくは少しモジモジとしながら、エイリさんに耳打ちした。

「昔からチャンバラだけは、得意で……」

「ちゃん……ばら？　って、え？　子供がやるあの……ごっこ遊びか？」

「え、いや、遊びっていうか、遊びなんだけど、違ちがって、そ、その……」

「あははははははははははははっ！」

　突とつ然ぜんエイリさんが笑い出し、ぼくのみならず皆がびくんと驚おどろく。

　エイリさんはひとしきり笑った後、笑い涙なみだを拭ぬぐいながら告げてきた。

「あははっ、はぁ、はぁ。分かった分かった、よし、あたしがそんなトオル用の魔ま法ほう武器、作っといてやるよ！　つまりあれだろ、通常の剣けん程の長さや重さ、威い力りよくはいらねーけど、お前の背せ丈たけでも扱あつかいやすい、そんな武器が欲ほしいんだな？」

「そう！　そうなんだ！　凄すごいっ、よく分かるね！　あ、でもぼくらもう村を……」

「ああっ、そこは任せておけって！　お前、ルザルで闘技大会出るんだろ？　それの本戦までには間に合う様、絶対届けてやるからよ！」

「ホント!?　やった、絶対だよ！　約束だからね！」

「ああ、約束だ」

　ぼくはエイリさんと固く握あく手しゆを交かわす。皆もそれを、温かい視線で見守ってくれていた。

　武器への詳しよう細さいな注文を告げ、彼女と別れる。

　……うーん、それにしても、そんなに笑われる様なことなのかな、チャンバラ得意なの。

　これでも一応……。




　全国規模のスポーツチャンバラ大会で、優勝したことあるんだけどなぁ。




　まあ、小学生の、小こ太刀だちの部でだけどさ。……うーん。

　やっぱり、本物の剣とか日常的に扱っている人達から見たら、子供のお遊びなんだろうなぁ。うー、でもでもっ、ぼくなりに頑がん張ばって、闘技大会で恥はじかく結果にだけはならないようにしないとっ！　スポチャンの名めい誉よのためにも！　それに、勇者としての役目もちゃんと果たさないとな！　ん、頑張ろっ！

　ぼくが気合いを入れ直し、旅への決意を新たにしていると……。村人達の中から、最後に、少し頰を赤くした少女が前へと出て来た。

「あ、サクヤ！　昨日の疲つかれはもう大だい丈じよう夫ぶ？」

「は、はい、トオルさん！　おかげさまで、怪け我がもありませんでしたし……」

　どこかモジモジした様子のサクヤと向かい合う。

　なぜか周りの皆がニヤニヤとした視線でぼくらを見守っていた。……なんか知ってるぞ、この雰ふん囲い気き。酔よった親しん戚せきのおじちゃんとかが、ぼくに学校で好きな女の子が出来たのかぁとか訊きいて来る時のアレだ！　子供心にすっごいやなヤツ！

　ぼくが皆をジロリと睨にらみ付けていると、サクヤは、大層モジモジした後……「そ、そうだ！」と、明らかに本題じゃない話題を切り出してきた。

「こ、この前、言いかけて終わっちゃったこと、思い出したんですけど。勇者様の話」

「ん？　なんかあったっけ？」

「ほら、勇者って全然メリットないって話なんですけど……覚えてません？」

「あー……そうだそうだ。そんな話したね！　そうそう、それで、こっちで過ごした時間は気にしなくていいっていうのと、もう一つ何かあるってとこまで、聞いたんだっけ」

「そうですそうです。それのことなんですけど、トオルさんが勇者様だって知った今、余計伝えておかなきゃと思いまして」

「そうなの？　わざわざありがとう！　それで、その、メリットって一体……」

「あ、はい、それはですね」

　サクヤはにっこりと微笑ほほえんで、その情報を……告げる。




「女め神がみ様は、自身を起こしてくれた人の願いを、なんでも一つだけ叶かなえてくれるんです」




「え……」

　ドクンと、心臓が高鳴る。なんでも……願いを？　本当にそんなことが出来るんだとしたら……それって……。

　サクヤが「あ、でも」と補足する。

「『なんでも』叶えられるのは、あくまで、こちらの世界においてのみです。なんせ、女神様は、この世界の神様ですからね」

「え、あ……そうなんだ……」

「凄いんですよ。歴代だと、おっきな空飛ぶ島を貰もらった勇者様とか、王様になっちゃった勇者様、それに、物もの凄すごい長ちよう寿じゆを得た勇者様までいますから」

「そう……なんだ。すっごいなぁ」

　そう笑いながらも、ぼくの中では急速に先さき程ほどの期待感が萎しぼんでいく。あくまで、なんでも願いが叶うのは、この世界のみ。それじゃあ……ぼくの願いは……。

　ぼくの曇くもりがちな表情を見て少し焦あせった様に、サクヤが「えっと……あ、あと、そうです！」と更さらに補足を追加する。

「元の世界に戻った上で、願いを叶えることも出来ますよ。ただしこの場合は、女神様の力の及およぶ範はん囲い外がいですので、相応の代だい償しようが必要で……殆ほとんど等価交こう換かんになっちゃうんですけど」

「え……それって……」

「び、微び妙みようですよね。つまりは、どんな無茶な買い物でも存分に出来る……程度のメリットしかないわけなんで……」

「いや……全然、そんなことないよ！　ありがとうサクヤ！」

「？　はぁ。どの情報のことか分からないですけど……喜んで貰えたなら幸いです」

「うん！　よぉしっ、俄が然ぜんやる気が出てきたぞ！　女神様、起こすぞー！」

　ぼくはルウとファルディオを振ふり返ると、目をキラキラ輝かがやかせて告げる。

「じゃ、行こうかっ、二人とも！　まず目指すは、闘とう技ぎ都市ルザルだ！」

「は、はい」「お、おう」

　ぼくのテンションに少し戸惑い気味の二人。しかし、二人ともルザルに行きたいのは一いつ緒しよなので、少し不ふ審しんそうにしながらも「じゃあ……」とヴェリール村の皆みんなに頭を下げてから、村へ背を向け出立する。

　ぼくもサクヤや皆に「じゃあ元気でね！　またね！」と笑顔で別れの挨あい拶さつを告げると、走って二人を追──

「トオルさんっ！」

　──追おうとした、その瞬しゆん間かん。誰だれかに服の裾すそをはしっと摑つかまれる。ぼくが驚いてフッと振り返ると、その瞬間──

《チュ……》
















　──頰ほおに、少し湿しめった温ぬくもりが触ふれた。

　呆ぼう然ぜんとして頰に手をやる。なぜかすぐ近くに顔のあったサクヤが、ささっとぼくから離はなれて、頰を真っ赤にしつつ叫さけんできた。

「わ……私、待ってますからね！　また……また絶対、来て下さいね！　絶対ですよ！」

「え……あ……。……うん！」

　なんだか分からないけれど、胸が物凄くぽかぽかしてきたぼくは、大きく手を振ってそれに応じた。

「勿もち論ろんだよ！　女神様起こしたら、絶対また会いに来るから！　サクヤも元気で！」

「っ……！　はいっ……！　トオルさんも、お気をつけてー！」

「うん！　じゃあね！　ばいばーい！」

　サクヤは勿論、皆に向けて笑顔で手を振ると……村の皆が、一いつ斉せいに、大きな声で送り出してくれる。

『ありがとう、トオルー！』

　ぼくはその言葉に、心底励はげまされながら。

　いつまでもいつまでも、皆が見えなくなるまで手を振りつつ歩いて……ようやく、ルウとファルディオに追いついた。

　──と、なぜかファルディオが、少しげんなりした様子でぼくを見る。

　ぼくが首を傾かしげていると……彼は、嘆たん息そくしながらぼやいてきた。

「お前……その調子で、今後も現地妻作りまくるつもりじゃねぇだろうな……」

「げんちづま？　なぁに、それ。あ、もしかして、なんかえっちぃ言葉？」

「……はぁ。なんでもねぇよ、ったく」

　どこか諦あきらめの様子でそんなことを言うファルディオ。なんだよ……どういう意味だよ。ルウまで、なんか「やれやれ」という仕し種ぐさしてるし。……むぅ。

　まあ、分からないものは気にしても仕方ない。

　ぼくは気を取り直し……二人を追い越こして前に出ると、くるっと振り返りながら、笑顔で二人を急せかした。

「ほら、二人とも早く行くよ！　闘技都市ルザル！　そこって都会で、更にこれから賑にぎやかなお祭り騒さわぎの大会があるんでしょ!?　楽しみだなぁ！　ね！」

　そんなぼくの言葉に。

　ルウとファルディオは、互たがいに顔を見合わせて……ぷっと、吹ふき出す。

「まったく、これだからガキはなぁ。ま、元気で結構なこった」

「なんにせよご主人が旅に前向きならば、ルウはそれでいいですぞ！」

「なんだよっ、二人だって楽しみでしょ、ルザル！　ほらほら、行くよー！」

　ぼくは二人を置き去る勢いで、ルザルへと続く道を駆かけ抜ぬけた。

　ルウとファルディオから大分離れたとこで、ふと立ち止まる。そうして、ぼくは空に煌こう々こうと輝く太陽へと手を伸のばした。

「（待ってて、兄さん。ぼく、きっと女神様を起こして、お願いしてみせるから！）」

　──旅の中では決して、仲間の誰にも悟さとられていけないのであろう、その願い。

　顔だけ振り返らせて、ルウとファルディオの様子を見る。気け怠だるそうに……だけど、ちゃんと少しだけ急いで、ぼくを追ってきてくれる……そんな、素す敵てきな仲間達。

　その……本当にかけがえのない仲間の想おもいを、ぼくはいつか、裏切ってしまうことに、なるのかもしれない。だけど……たとえ、そうだとしても……それでも……。

「（それでも、願ってみせるんだ……絶対に）」

　そう強く思っているはずなのに、体が少し震ふるえてしまう。

　ぼくはルウ達から視線を逸そらし、前に向き直ると、目を瞑つぶり、深呼吸をした。

　よし……兄さんがくれた、とっておきの魔法を使おう。

　心に力を込こめる。

　本当はどうしようもなく弱くて脆もろいそれを、強く、硬かたく、決意の力で覆おおう。

　ぼくは一いつ生しよう懸けん命めい、それを実行した。

　──赤いりんごの周りを、どろりとした水みず飴あめが包んでいく。やがて飴は冷え、硬く硬く、りんごを守る様に固まっていく。

　そんなイメージを描えがいているうちに、体の震えはすっかり治まってきた。

　……よし、大丈夫。ぼくなら……やれる。やり遂とげてみせる。絶対。

　ぼくは目を開くと、伸ばした手で太陽を丸ごとを摑む様に、力強く拳こぶしを握にぎりしめる。

　そして、ぼくはその決意を、改めて、心に強く誓ちかうのだった。




「（怖こわくても願うんだ──ぼくの命を、全て、兄さんにあげてって！）」








ＴＯ　ＢＥ　ＣＯＮＴＩＮＵＥＤ










あとがき









　初めましての方は初めまして。生徒会シリーズやマテゴシリーズからお付き合い頂いている方はお久しぶりです。著ちよ者しやの、葵あおいせきなと申します。

　──と、新シリーズ開始のため初めての読者さんを激しく意識し、珍めずらしく真ま面じ目めな、紋もん切きり型がたの挨あい拶さつから入ってみたはいいですが……すいません、早さつ速そくですが、とある事情（生徒会読者様ならおおよそ察しがつく事情）により、叫さけびたい衝しよう動どうが抑おさえきれません。

　そんなわけで、この本から私の作品に触ふれてくれた皆みな様さま。大変申し訳ありません。一いつ瞬しゆんだけ激しく置いてけぼりをくらわしてしまいますが、後々事情は全部まるっと説明するので、どうかとりあえず……とりあえず、ここは黙だまって、叫ばせて下さい。

　さて……。…………。




　シリーズ開始早々、早速あとがき十四ページとかやめてよぉお！　うわぁああん！




　こほん、失礼致いたしました。もう大だい丈じよう夫ぶです。発作は治まりました。

　さて、では改めて状じよう況きようを詳くわしく解説していきたいと思います。

　なので、「ぼくのゆうしゃ」本編に関する解説やら補足話やらを読まれたい方は申し訳ありません。が、それも後でたっぷりやりますので、ちょっとだけ与よ太た話にお付き合い下されば幸いです。……ほら……なんせ今回、あとがき十四ページもあるんで、まだまだ余よ裕ゆうありまくりなんですよ。へへ……へへ……ふぅ。

　さてさて。「前回までのあとがき」は。

　まあざっくり説明しちゃうと、要は、前作である「生徒会の一存」シリーズ後半戦あたりから、どうも、露ろ骨こつにあとがきの平均ページ数が多くなってきていたという話でして。

　正直段々感覚が麻ま痺ひしてきておりますが、実際皆みなさん、今回の「あとがき十四ページ」という分量だって、そうそう見ないページ数でしょう？　「ぼくのゆうしゃ」本編は、文庫を読んでた時の左手親指の紙束感かん触しよく的てきに、まだもうちょっとあると思ったでしょう？

　残念！　残り全部あとがきでしたぁ！

　…………。

　しかしそれを残念に感じているのは、決して貴方あなた達だけだとは思わないで頂きたい。

　なにを隠かくそう私、葵せきなは、あとがきがとても苦手なのですから。

　引きこもりが高じて小説書き始めた様な駄だ目め人間が、何が悲しくて文庫換かん算さん十ページ以上の日常報告を書かされなければいけないのでしょう。これは新しいタイプの拷ごう問もんなのでしょうか。もしくは、私を社会に適応出来る真人間に戻もどすためにと両親や精神科医が仕組んだ、壮そう大だいな更こう生せいプログラムの一いつ環かんか何かなのでしょうか。

　──とまあこの様な愚ぐ痴ちをこれまでに何度書いたか思い出せない程度には、こんなあとがきを繰くり返している現状でして。で、生徒会読者様方にとっては、最も早はや最初に作者があとがきを嘆なげくのは、落語で言うところの「枕まくら」みたいな存在になりつつあると。

　……なんて嫌いやな伝統芸能！

　実際、あとがきページ数なんて作家がどうとでも出来るんじゃないかと思われるかもですが、そうでもないんです。詳くわしい説明はここでは省きますが、要は私の要領が悪いからという原因が六割、マジな「運の悪さ」が四割といったところでして。

　前作シリーズの本編最終巻なんて、遂ついには十八ページあとがき書いたんですよ、奥さん。一体なにをどうしたら、狙ねらってもいないのにそういう事態に陥おちいるのか、という詳しい経けい緯いは是ぜ非ひ「生徒会の十代」のあとがきで確かく認にんしてみて欲しいのですが（前代未み聞もん！　本編じゃなくあとがきをネタに前作の購こう入にゆうを勧すすめる作者！）。

　しかしそれに比べると、今回の十四ページあとがきは「まあ多いけど『最多』じゃないから、まだいいじゃん」とかって思われるかもしれませんね。

　私もそう思っていますよ。ええ。十四ページ。ここ数冊の本で著いちじるしく「あとがき経験値」を積んだ私ならば、まだまだ慌あわてる数字じゃない。

　そう。




　同月発売の「生徒会の祝日」で、既すでに十二ページもあとがき書いてなければね！




　意味が分からない。

　某ぼうガリレオ先生的に言えば、さっぱり分からない。

　引きこもりが、一月の間にトータルで文庫換算二十六ページも日常報告させられる理由が全然分からない。なにこれ。なんなの。ドッキリなの？　だったら、早く「ドッキリでした」ってネタばらししてくれないでしょうか。このままだと書いちゃうよ、私。二十六ページ。そして死ぬよ？　心が死ぬよ？

　生徒会シリーズでも既に何回か言ってますが、私の日常なんて基本「寝ねて、ご飯食べて、ゲームして、執しつ筆ぴつして、風ふ呂ろ入って、寝る」だけなんですよ。この話をどう膨ふくらませれば二十六ページの分量になるのか、誰だれか教えて頂きたい。まさかこれ、私の執筆能力をレベルアップさせるための修しゆ行ぎようか何かなんですか？

　……もしや、数ヶ月後に「ライトノベル作家トーナメント」なる大会が突とつ如じよ開かい催さいされ、戸と惑まどいつつも出場した私が、一回戦で「私なんかが、あの優勝候補相手に執筆能力で戦えるわけ……。……はっ!?　なにこれ!?　無心であとがきを書き続けたあの特訓のおかげで……なんだか凄すごく指が軽い！　今ならいくらでも、内容のない文章が書ける！」とでもなるのでしょうか。そしてそれは、本当に成長なのでしょうか。もう色んなことが分からない。

　そしてなにより精神的ダメージだったのは、この「あとがきが長くなる呪のろい」は、私、ずっと生徒会シリーズにかかっているものだと結論してきたのです。それが……新作の蓋ふたを開けてみれば、このザマですよ。

　某ぼう国民的Ｊホラーで、一いつ旦たん解決したと思われた呪いのビデオの件くだりが、実は解かい呪じゆ方法間ま違ちがえていたんだと気付いた時の主人公と、まったく同じ心境ですよ、今。

　今後私のあとがきライフは一体どうなってしまうというのか。このままあまりに呪いが長く続き、書く内容もいよいよなくなってきたら、「ぼくのゆうしゃ」五巻あたりで、いきなり般はん若にや心しん経ぎようを書き連ねる覚かく悟ごですよ。こんなにライトノベルが溢あふれる世の中なんですから、一人ぐらい、あとがきが般若心経キャラがいてもいいでしょう！　ね！




　……ふぅ。今回も思いっきり愚痴ったら、ちょっとスッキリしました。あ、「ぼくのゆうしゃ」から入った読者さん。先さき程ほども言いましたが、これ、残念ながら完全に恒こう例れい行事なので、今のうちに慣れておいて下さい。今後もあとがきページ数に対する愚痴を読まされる確率、大です。イヤだったら、私の呪いが解ける様本気で祈いのっておいて下さい。そのついでに、出来れば私にかかった他ほかの呪い……。

「異性にモテない呪い」

「働く意い欲よくが湧わかない呪い」

「手が勝手にゲーム機の電源を入れてしまう呪い」

「疲つかれてもない癖くせに惰だ眠みんを貪むさぼる呪い」

「三みつ日か坊ぼう主ずって、むしろ根こん性じようある方じゃね？　という生活水準に陥る呪い」

「自分の著作に関するアマ○ン低評価レビューを、ぼんやり薄うす目めでしか見られないチキン＆ガラスハートの呪い」

　なども解いて下さるとありがたいです。いやぁ、ホント、呪いに沢たく山さんかかってて可哀かわい想そうですねぇ、私。全部呪いのせい。本来の私は、絶対こんなんじゃないはずだもの。

　あ、このように、たとえ愚痴が終わったところで基本あとがきは私のクソみたいな駄だ文ぶんが延々続きますので、そこら辺も覚悟の程をよろしくお願い致します。




　さてさて、では気を取り直して、本作「ぼくのゆうしゃ」についてでも（普ふ通つうの作家さんのあとがきは、本来ここから始まります）。

　既に本編を読まれている方には周知のことと思いますが、この作品は、ジャンル的には「異世界ライトファンタジー」です。ライトもライト、本編文章に国とか戦争だとかって単語は一いつ切さい出て来ない＆今後も出て来そうにないぐらいには、ライトです。……け、決して。作者がアホだからライトにならざるを得ないわけじゃありませんよ？　こほん。

　基本は、小学四年生の少年、ミカミトオルが、もこもこ毛玉や口だけ魔ま導どう師しや堅かた物ぶつ女性騎き士し（本格登場二巻）と、わいわいがやがや、たまに妙みような事件に巻き込まれたりしつつ、基本は馬ば鹿か馬ば鹿かしいノリで旅をする物語です。

　そういう意味では、生徒会とはまた少しだけ違う意味で、頭を空っぽにしてニヤニヤ楽しんでいただけたら幸いです。トオル君と愉ゆ快かいな仲間達によるドタバタ珍ちん道どう中ちゆうです。むしろタイトルそれで良かったんじゃないかって勢いです。

　しかしそれにしても、まさか自分でも主人公が小学四年生になるとは思っていませんでした。昨今のライトノベル事情の中では非常に珍しい年ねん齢れいですが、これは別段奇きをてらったとかそういうことではなく、単純に、お話的に、気付いたらこうなっておりまして。

　むしろ、これまで商業誌で私が描えがいてきた主人公達が「死にたがり」「ハーレム王」と妙に尖とがった方々だったので、新作構想段階では「次はもっと普通で行こう！」とかって予定していたはずなのですが……ある意味で、今作は最も尖った主人公になってしまいました。

　い、いや、トオル君、中身の方は普通に良い子ですよね？　ね？…………ね？




　さて、今後のシリーズとしてのテイストですが、基本一巻のノリで期待して頂いて問題ありません。というか、主要キャラが出で揃そろう二巻から、更さらに賑にぎやか成分数割増しで、明るい冒ぼう険けん譚たんが綴つづられていきます。既に二巻書き終えている私が言うんだから、多分間違いありません。

　ついでに二巻の具体的予告もしておきますと、前述した様に主要キャラが出揃い、チームとして初めての事件に挑いどんでおります。ある意味では真の本編スタートとも言える話ですので、是非引き続き手にとって頂けると幸いです。一巻ではちょろっとしか出番のなかった、某女性騎士さんが出ずっぱりです。色んな方面で大活かつ躍やくです。かなり残念な方面でさえ大活躍です。……一巻登場部分だと、あんなに格好よさげなのにね……。

　勿もち論ろん、某自じ称しよう大魔導師は相変わらず金や名めい誉よや力を求めて小悪党な活動に余念がなく、某蜜み柑かん色いろ毛玉さんは、大きな街でエステやブラッシングを楽しみまくりですよ！

　あ、トオルは、相変わらず戦ってます！　ガシガシ戦ってます！

　…………こ、この物語って、作中最年少たる主人公に、苦労が寄りすぎじゃね？

　い、いや、仲間メンバー三人もそれはそれでほら、一巻同様ちゃんと意外なカタチで活躍したりしますので、そこはご期待あれ！……トオルはそれ以上に頑がん張ばりますが。

　そして、そんな二巻の発売日なんですが……。




　なんと、来月です。二ヶ月連続刊行です。




　やったね！　なんだか私、凄く働き者みたいだね！　不思議だね！　あとがき、早速また書かなきゃだね！……ホント、不思議だね……。

　実際、本巻と同時刊行だった「生徒会の祝日」も入れると、私、この二ヶ月で三冊本出してますよ。なんか凄いね！　売れっ子作家さんみたいだね！　各出版社から引っ張りだこ感が超ちよう出ているね！……実際は全部富士見ファンタジア文庫だけどね……。

　ぶっちゃけると、祝日の作業は限定版が出る関係で大分早めに終しゆう了りようしていたため、実際私の書くペース自体は従来通りで進んでいたんですよ。たまたま、発売の時期が重なってしまっただけで。……おかげで、あとがき量がホント悲ひ惨さんなことになってきましたが。

　まあ、なにはともあれ、ご期待下されば幸いです。あとがきも、頑張ります。

　そしてここでもう一つ、「ぼくのゆうしゃ」に関する告知がありまして。




　実はなんと……この作品のコミカライズ版が、週刊ファミ通様で企画進行中です！




　やっほう！　誰よりも作者が超ちよう嬉うれしい！　だってもうプライベートで普通に十年以上毎週購こう読どくしている雑誌だもの！　そのテンションの上がり様ったら、もう！

　…………。

　ええと、まあ、自分が完全に読者として楽しませて頂いている雑誌だけに、なんかこう、恐きよう縮しゆくな気持ちもかなり大きかったりするのですが……。

　とにもかくにも、めでたいものはめでたい！　わーい！

　そんなわけで、詳しい連載開始日等はまだここで報告出来ない段階なのですが、是非ファミ通さんに連載される漫まん画が版「ぼくのゆうしゃ」にもご期待下さい！

　……それにしても、嬉しいなぁ。ありがたいなぁ。実は私、超ゲーム好きな人間なので、密ひそかにファミ通編集部で働くのが夢だったんですよねぇ。

　ああ、そんな子供の頃ころの「ファミ通制作に携たずさわる」という悲願がようやく叶かなったわけで。これから私は、ファミ通に携わる者として、自宅で「ぼくのゆうしゃ」を執筆しつつ、寂さびしい一人暮らしを送るという、夢の様な生活を──って、あれ？　な、何かがおかしいような……。まあいいや！　とにかくめでたいことに変わりはないです！　うん！




　では、ここで多少なりとも、私の日常報告を。

　私は基本座ざ椅い子すに座ってパソコンに向かっており、仕事するのも遊ぶのも、大たい概がいパソコンが絡からむため、一日中座椅子の上に居ると言って過言ではないのですが。

　それだけに、座椅子の消しよう耗もうが激しく、ちょいちょい買い替かえております。で、最近も新しい座椅子を、ネットで注文してみたのですが……。

　まあ、座ってみたら、正直、微び妙みようでした。結局、元の座椅子を使うことに。

　……いや、安物を試ためしに買ってみただけなんで、そんなに金銭的なダメージは大きくないんですが……なんだろう、精神的ダメージが極大です。同じ値段のクソゲー摑つかむよりも、モノ自体に質量がある分、なんか「やっちまった感」がデカいです。

　今、元の座椅子に座る私の横には、自分の中で「よし、来客用」と結論付けた新座椅子が、のしーんと鎮ちん座ざましましておりますよ。……来客なんて、ないのにね。……ふぅ。




　さて、ここからは謝辞を。

　まず……なにはおいても、今作に身み震ぶるいする程素す晴ばらしいイラストを提供して下さった、Ｎｉｎｏさん！

　今の完成形とはまた少し違うのですが、初めてキャララフを拝見させて頂いた時の感動は、今でも忘れられません。それはまだ一巻の本文がざっくり出来ている程度の段階だったのですが、そのあまりに素晴らしいイラストに……この根っから不ふ真ま面じ目めな私が、「これは改めてふんどしを締しめ直さないといけないぞ」と心の底から思わされるぐらい、衝しよう撃げき的なイラストで。

　更に本巻の見事な表紙ラフを拝見させて頂いた際は、「もう勘かん弁べんして下さい」と泣きたくなるぐらいでした。その証しよう拠こに、この一巻、イラストを頂いた後、何度自発的に本文のブラッシュアップを重ねたことか。

　本当に、私が思い描いていた以上の「ぼくのゆうしゃ」像を見事に表現して頂き、ありがとうございました！　Ｎｉｎｏさんのイラストに恥はじない様、誠心誠意、シリーズに取り組ませて頂きます！

　……まあ、二巻でも相変わらずファルディオの「しょーもない禁きん忌き魔ま法ほう描びよう写しや」にページが割さかれていたりしますけどね！　ごめんなさい！　なんか色々ごめんなさい！　私の言う「ブラッシュアップ」とは一体なんなのかという疑問がふつふつと湧いて来ることと思いますが、今後とも見放さないで頂けると幸いです！




　そして、この「ぼくのゆうしゃ」から担当して頂いている、新担当さん。

　まともにプロットを出さない、出しても本編との内容差異が大きい、ファンタジーの癖に会話文が異常に多い、そもそも小学四年生が主人公って正気なのか、どうやらマジらしいけどじゃあどう展開したものかなど、いきなりド級の苦労をかけてしまいました。

　しかし、おかげさまで、こんなにも素晴らしいカタチで、「ぼくのゆうしゃ」という物語を世に送り出すことが出来ました。本当に、ありがとうございました。今後とも、何かと苦労をかけてしまうと思いますが、よろしくお願い致いたします！




　そして誰だれよりも、本巻を手にとって頂いた読者様。

　私の作品に初めて触ふれて下さるという方は、きっとＮｉｎｏさんによる素晴らしい表紙イラストに引かれて手にして頂いたことと思いますが、内容の方も、ほんの少しばかりでも気に入って頂けたなら、これほど嬉しいことはありません。もしよろしければ、今後とも是ぜ非ひ、トオル達の冒険を見守ってやって下さい。

　そして、前作、前々作、もしくはウェブ小説当時より私の作品にお付き合い下さっている方。

　今作「ぼくのゆうしゃ」は如何いかがでしたでしょうか。商業誌前二作とはやはり作風が違う本作ですが、そんな中でも、少しでも「らしいな」と感じて頂ける部分があったなら、幸いです。今作はこれまでの作品と直接的に世界観の繫つながりが見えるような物語ではないですが、今後とも末永くお付き合い頂けたら幸いです。

　それでは、この辺でこの無む駄だに長いあとがきを、締めくくらせて頂きたいと思います。




　次は、是非ともまた、「ぼくのゆうしゃ」二巻でお会い致しましょう！








葵せきな

●あおいせきな



初めまして、葵せきなと申します。

ライトノベル作家として、細々と活動させて頂いております。

さて、死にたがりの少年が主人公だった前々作や、生徒会室のみが舞台だった前作と打って変わり、今作「ぼくのゆうしゃ」のイメージは、「晴れ渡る空、雄大な自然」です！なんて健全な話でしょう！

……すいません、少し嘘つきました。

正確には、「晴れ渡る空、雄大な自然、その全てをぶち壊す程騒がしいご一行様」です。ま、まあ大体合ってたよね！




そんなわけで「ぼくのゆうしゃ」、いよいよここに開幕です！


















イラスト／Ｎｉｎｏ

カバーデザイン／伸童舎










ぼくのゆうしゃ








葵あおいせきな
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item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p315.jpg





item/image/p004-005.jpg
:&000 0000000060000 m )\ T2 a2 22 22 22 22 22 22 22 22 22 7% \00000000000 OOOOOOOOOOOQOOQ‘

& RS ;

< \ SR

: ‘.iz .\ N [<i N ) L
-

& & ,

: Gy R P ey ¢

. Sz )0 E> %

§ : REOR »g'!b i‘v

<

: %’77)[)*47[

s D92,

$ oy xnﬁ(a)

00000600000

B
JrU—-VHOBBOGHAS A, I POR
F/b

Y- VHOBEOIA. H7T7DR

Ty \
Y1) -VHORTER 5o ",')
Y MWD

ow% T3
b FROSEEELT

BRI
Y- VHOBERBEOEE * L0fia)

FLAD « VILF %A v GlaAd .
LS - 188 FIRE LR OBE R R A R R R S S R R R '00000000000003}1%}0000&-@57% %,% @,

B T T S e T T S o R T A T R R R IR AR R R





item/image/p073.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/p301.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		断章　訓練場にて



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p017.jpg
AL

W AN

\\| ,
/ ol ~
[VURNY /

Wit~






item/image/p215.jpg





item/image/p291.jpg
A //\\VJJ/ N
4

@\
.

‘\

: \”'v/h — —~—
T A i

N

&






item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
B - KBS

L 7NN
" 1 A\

-
(LY

i






